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III.　資料及 び研究施 設の共 同利用
1.資 料の収集,整 理,保 管,利 用




(5)デ ー タ解析 資料部 門
(6)低 温資料部 門
2.研 究施設 ・設備 の共 同利用
(1)情 報処理 セ ンター
② オー ロラ世 界資料 セン ター
(3)低 温実験室








































































1沿 革 と 概 要
1.沿 革
我が国の国際地球観測年(IGY)参 加の一環 として,昭 和31年 に予備観測隊(隊 長は永田東大教授)が 南極
に向かって出発 して以来,南 極地域観測隊は,一 時期の中断機関を除いて,毎 年派遣され,極 地研究は着実
に発展してきた。その結果,南 極地域観測隊その他の極地研究の中核 となる機関を設置する必要が南極地域
観測統合推進本部,日 本学術会議 その他の関係者から強 く指摘 された。昭和37年4月 国立科学博物館に極地
関係の資料室兼事務室が設置されたのを皮切 りに,順 次これが極地学課,極 地部,極 地研究部,極 地研究セ
ンター と発展的に改組 されてきた。 しか し,そ の規模の拡大 と責任の増大に伴い,極 地研究の中核機関 とし
ては国立科学博物館の附属機関 としての立場が必ずしも最適 ではなくなったことや,大 学 との連携 を強化す
ることが望 ましいこと等の理由のため,昭 和48年9月29日 に国立科学博物館極地研究セ ンターが発展的に改












国立極地研究所創設 ・研究系4部 門,資 料系2部 門,管 理部2課6係 及び事業部1課2
係が設置された。 また,南 極の昭和基地が附属の観測施設 となった。




研究系に極地気象学研究部門(時 限5年),極 地鉱物 ・鉱床学研究部門が設置 され,寒 冷
生物学研究部門が寒冷生物学第一研究部門 と寒冷生物学第二研究部門に改組された。
研究系の超高層物理学研究部 門が超高層物理学第一研究部門と超高層物理学第二研究部
門に改組 され,寒 地工学研究部門は極地設営工学部門 と改称 された。 また,観 測協力室
の設営係が設営第一係 と設営 第二係に改組 された。






(1)主 要 事 業
ア)研 究活動
研究所及びその他において,極 地に関する科学の総合的研究活動 を行 う。 これには,研 究所の専任及び客
員の教官に よるもののほか,国 立大学共同利用機関の機能 として,所 外の研究者 との共同研究 も行 う。
イ)南 極観測 事業
南極地域観測の中核機関 として,観 測事業の実施及び観測隊の編成の準備その他の協力業務を行い,並 び



































極 上也観 測 耳哉員(観 測 隊 員)
設 営 第
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地 球 物 理 学 研 究 部 門
超 高層 物 理 学 第一一研 究 部 門
(54.4己父系且)
※超 高 層物 理 学 第二 研 究 部 門
※気 水 圏 遠 隔 観 測 研 究 部 門
(58.4新 設)
雪 氷 学 研 究 部 門
止也 学 石井 究 部 門
(50.4来序1没)
※極 地鉱 物 ・鉱 床学 研 究 部 門
(53.4新 設)
※阻 石 研 究 部 門
(59.4辛斤ilStL)
生 理 生 態 学 研 究 部 門
寒 冷 生 物 学 第 一一・研 究 部 門
(50.4来斤`1三と,53.4己 文系且)
※寒 冷 生 物 学 第 二 研 究 部 門
※極 地 設 営 工 学 研 究 部 門
(49.4辛 斤`没,54.4己!%fJi)
生 物 系 資 料 部 門
非 生 物 系 資 料 部 門
オ ー ロ ラ 資 料 部 門
(59.4f)i-,言文)
1;員 イf資 米こト 音1～ 門
(56.4新 設)
デ ー タ 解 析 資 料 部 門
(49.4来 斤言文)
低 温 資 料 部 門
(50.4来旨rl受)
情 報 処 理 セ ン タ ー
昭 和 基 地
.メ ず ほ 基 地
(56.4来 序il隻)
(あす か 観㍑ 繍)
注:※ は 客 員 部 門
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(3)定 員
区 分 所 長
企 画












合 計 1 1 7(6) 11(6) 15 26 15 35 111(12)
所 長 1 1
企 画 調 整 官 1 1
研 究 系 6(6) 6(6) 12 2 26(12)
資 料 系 1 5 3 3 12
図 書 室 2 2
管 理 部 18 2 20
事 業 部 1























































































































































































年度 人 件 費 物 件 費 計
48 86,934 53,153 140,087
49 156,495 131,061 287,556
50 208,149 212,942 421,091
51 237,054 343,672 580,726
52 280,699 319,798 600,497
53 319,120 438,971 758,091
54 357,517 664,008 1,021,525
55 409,983 704,596 1,114,579




58 470,ユ72 642,888 1,1ユ3,060
59 492,592 637,288 1.129.880・
'
一一 「































































































II　 研 究 活 動
国立極地研究所の教官は客員教官 も含めて,そ れぞれの専攻分野に応 じ,超 高層物理研究 グループ,気 水
圏研究 グループ,地 学研究 グループ,生 物学研究 グループに分属し,研 究に従事 している。極地設営工学は
1客 員部門だけであるが,そ の重要性 にかんがみ,客 員教官 と隊長経験を有す る教授 とで グループを構成 し
ている。各研究 グループは前年度の研究実績の評価,将 来計画 を考慮しなが ら,年 度ごとの研究計画の大綱
を立案し実行に移 している。教官は,そ れぞれ,独 自の研究課題を持 っているが,所 内の教官,所 外の研究
者 と共同研究 を行 うことによって,研 究 を多面的に発展させ ることに努めている。
国立極地研究所 として重点的に進める研究は,特 別共同研究 として,所 内外の研究者の協力の下に推進 さ
れる。一方,公 募 に基づ く一般共同研究,研 究小集会,観 測研究小集会が共同研究の一環 として開催 され,
成果 をあげている。
教官全体による研究談話会,各 研究 グループによる談話会は前年に引続 き活発に行われている。
極地における研究 ・観測 ・調査 も極地研究教官にとって重要 である。





単色 光オ ー ロラ画 像 によ る夕方側 オー ロラオーバ ルの構造 の研 究
助手 小野高幸,教 授 平澤威男
CCDオ ー ロラTVに より観測 された単色光オーロラ画像データを用いて,夕 方側 オーロラオーバルの詳細 な
構造の研究が進め られた。　DMSP衛 星によるオーロラ粒子観測 との同時デー タ解析の結果によ り,5577Aで 発
行 しているプロ トンオーロラが夕方側 オーロラオーバルの低緯度側に,200～400Rの 比較的弱い強度で分布 し
ている事が表示 された。 また時に,ス ポ ット状のプロ トンオーロラが東か ら西へ と ドリフ トしている事が発
見され,磁 気圏内のオー ロラ粒子分布に関 して新 たな知見を加 える事ができた。
また,科 学衛星EXOS-Cと の同時観測の解析の結果,オ ー ロラのデ ィスクリー トアー クは人工衛星で見る
スパイク状の電子降下 と1対1に 対応している事が示された。また6300Aと5577Aの オー ロラ輝線の強度比
は,降 下電子のエネルギー スペ ク トルを反映 して大 きく変化するものである事が確認された。
指紋型Pcl脈 動の微 細構造 と共役 性の研究 助教授 佐藤夏雄,教 授 平澤威男
FFTス ペ クトル解析装置でPc1脈 動 を周波数一時間(f-t)ス ペ クトル上に表示 したところ,指 紋状のスペ
ク トル構造 をしたタイプが見出された。この地磁気脈動の指紋型　(fingerprint)　Pc1脈 動 と名づけた。現在 ま
でに明 らかになったこの脈動の特徴は以下のとお りである。
1.微 細構造の特徴
このエ ミッションはf-tス ペ クトル上で,数 多くの狭帯域(～10mHz)線 状スペ クトルから構成 されてい
る。線状 スペ ク トル本数は25本 以上に達することもある。隣接する線状スペ クトルの周波数差は～15-50
mHzで ある。これらの線状 スペ クトルの周波数は一般に時間 とともに変化 し,f-tスペ クトル上 でrising-tone,
falling-tone,　wavy-toneの 形をしている。
2.統 計的特性
i)共 役点デー タを用いて統計的に解析すると,非 共役性現象に関しては,冬 半球側の観測点で発生頻度
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が大 きい。また,春 ・秋分時に共役性のある現 象が多 く観測される。
1i)中心周波数に関して,共 役性現 象は1.5-1.75Hzで あるが,　Husafellの みで観測 される現象は1.75-2.OHz
と少 し高周波数になっている。




5秒 ～50秒 の振幅変調 を受けている。この振幅変調の周期がf-t上 での線上スペ クトルの周波数差 と一致
す る場合 もある。また,共 役性に関しては,こ の振幅変動が南半球 をbouncingし ているように出現す る場
合 もある。
オー ロラ中の波動 ・粒子相互作 用の研 究 助手 山岸久雄,宮 岡宏,藤 井良一,教 授 江尻全機
第26次 南極観測隊では,オ ー ロラ粒子,プ ラズマ波動,電 場,磁 場観測器を搭載 したS.310JA.11号 機及び
12号機 を,地 磁気静穏時の静かなオーロラアー クと,地 磁気擾乱時の活発なオーロラアー ク中にそれぞれ発
射 し,オ ー ロラ中での波動 ・粒子相互作用 を総合的に観測 した。全 く同一の観測器を搭 載した両ロケ ットデー
タの比較により,異 るタイプのオーロラ中での波動,粒 子,電 磁場の差異が明 らかにされつつある。ロケット
データは観測器担当者により解析が進められているが,そ の内,オ ー ロラ粒 子観測については,次 の ような
初期結果が得 られている。
(1)明 るいオーロラアークの中心部では,オ ーロラ電子のエネルギースペ クトルは1keVか ら数keVに わた
る平坦部 を形成するのに対 し,ア ー クの周辺部や暗いオーロラ中では鋭い ピー クを形成す る。
(2)オ ーロラアー クの外側では,ア ー クから離れるにつれピー クエネルギーが低下 してゆ く,謂ゆるinverted
V特 性が観測された。
(3)オ ーロラ電子のピッチ角分布は,ピ ー クエネルギーにおいては0° ～90°の範囲内に広が ってお り,ピ ー
クエネルギー以下ではほぼ等方的であった。
(1)の特性 はオーuプ アー クの中心部を通る磁 力線に沿って強い波動 ・粒 子相互作用が起 こり,そ の結果,
電子の速度分布関数上のピー クが平坦化されることを示唆 している。事実,オ ーロラアー クを中心 としてELF
帯か らHF帯 の各種プラズマ波動が ロケッ トにより観測されてお り,こ れ ら相JIIの因果関係について今後研究
が進められる。
マルチ ビーム リオメー タによ る降下粒 子空 間分 布の研 究 助手 山岸久雄,助 教授 佐藤夏雄
1985年2月 よ り,南 極昭和基地において,複 数の鋭い指向性 アンテナビームによる リオメータ観測が開始
された。アンテナビームを東西,南 北方向に掃天することにより,昭 和基地上空半径50km以 内の電離層への
降下粒子の分布 を,銀 河雑音電波吸収(CNA)の 空間変化 として捉 え,空 間分解能10km,時 間分解能10秒 で
求めるこ とができる。降下粒子空間分布の観測手段 としては,本 法の他にオーロラ光学観測があ り,本 法に
比べ,は るかに優れた時間,空 間分解能をもつが,曇 天や,太 陽光下の観測は不 可能 となる。本法は,天 候,
日射の如何にかかわ らず観測が 可能であるとい う利点 をもち,特 に従来有効な観測手段が無かった昼側の降
下粒 子空間分布について新な知見を与えるものである。データの初期解析 より,次 の点が明らか となった。
(1)オ ーロラ発光 とCNAの 空間分布 を比較すると,前 者が主 として数keVの 電 子に起因するのに対 し,後
者は数10keV以 上の電子に起因することを反映 し,両 者の分布は電離層高度で数10kmの ずれを生じる場
合がある。特にpost　break　upに おいて両者の空間的ずれが顕著になる。
(2)昼 間の降下粒 子分布は,マ ルチビーム リオメー タ視野全体を覆 う,直径100km以llの 広範囲の ものか ら,
直径20km以 下の小規模 なものまで様々な空間 スケールの分布を示 し,ス ケールサ イズは,し ばしば短時
間(～1時 間)の 内に変化する。
(3)脈 動性の粒子降下域が,速 度数100m/秒 で ドリフ トする場合が しば しばある。
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磁 気静穏 時の ビルケ ラン ド電流 に対 す る電離層電 気伝 動度の影響 の研 究 助手 藤井良一
大規模 なビルケラン ド電流の生成機構の特性が定電圧源的であるか,定 電流源的であるか,を 明らかにす
るためにデー タ解析を行った。　MAGSAT衛 星のデー タか らビルケラン ド電流を,太 陽紫外線のデー タから電
離層電気伝導度を計算 し,　region　1,　region　2電 流系について両者の比較 を行 った。次のことが明らかになっ
た。
(1)　reglonl電 流系の電流量は,全 ての磁気地方時について電気伝導度に比例 した。　reglon　2に ついてはregion
1ほ どの相関はみられなかった。
(2)電 気伝導度 との相関は,　reglon　1に ついては電流密度を,　region　2に ついて緯度幅を用いることに よっ
て向上 した。
(3)　reglon1とreglon　 2電 流系の間の結合の程度は電気伝導度 とは無関係のように見える。
(4)上 記(1)～(3)の特性は南北両半球で共通 している。
以上のこ とから,　region　1電 流系は主に磁気圏内にある定電圧源により,　region2電 流系は,定 電圧源 と定電
流源の両者の組合わせ によっていると考えられ る。
オ ー ロ ラ 粒 子 と 発 光 形 態 の 研 究 教 授 江 尻 全 機
第25次 南 極 地 域 観 測 隊 で行 っ た観 測 ロ ケ ッ ト実 験 に よ って,3種 の 異 な っ た オー ロ ラ発 光 形 態,即 ち,AURORA
I　:　break-up　 active　 aurora,　 II　:　pre-break-up-stable　 auroral　 arc,　III　:　post-break-up　 diffuse　auroraに つ い
て 種 々 の 物 理 パ ラ メー タ を 得 る事 が 出 来 た 。 これ 迄 の 解 析 に よ り,オ ー ロ ラ粒 子 エ ネ ル ギー 分 布 の 違 い と,
オ ー ロ ラ 発 光 ス ペ ク トル の 対 応 を明 らか に す る 事 が 出 来 た 。 さ らに,電 子 密 度 分 布 の 比 較 に お い て,オ ー ロ
ラ 発 光 強 度 に 大 き な 差 が あ る に もか か わ らず,　AURORA　 IとIIIがE層 で ほ ぼ 同 じ値 を示 し,D層 で は 高 エ ネ
ル ギー 成 分 の 卓 越 し て い るdlffuse　 auroraに 対 応 す るIIIにenhancementが 見 ら れ る。 一 方,電 子 温 度 に つ い て
は,粒 子 エ ネ ル ギ ー 分 布,発 光 強 度,電 子 密 度 等 の 大 き な 違 い は 反 映 さ れ ず,1,II,及 びIIIと も,ほ ぼ 同
じ高 度 分 布 を 示 す こ とが 判 明 した 。
こ の ロ ケ ッ ト実 験 で は,厳 密 な オ ー ロ ラ粒 子 と発 光 スペ ク トル の 関 係 を調 べ る 目的 で オ ー ロ ラ ・テ レ ビ を
搭 載 し,ロ ケ ッ ト高 度 か ら オ ー ロ ラ の 二 次 元 像 を 撮 影 し た 。フ ォ トメー ター で 計 測 さ れ た427.8nmの ス ペ ク ト
ル 強 度 と,テ レ ビ で 測 定 され た400～800nmの 発 光 強 度 の 関 係 か ら,三 種 の オ ー ロ ラ の 発 光 層 の 高 度 分 布 が 異
な っ て い る事 が 明 ら か に され,粒 子 の エ ネ ル ギー 分 布 で も っ て 定 性 的 に 説 明 す る事 が 出 来 た 。
大気球 によ る中緯度電場 の観測 助手 門倉 昭
電場は極域現象を理解する上での重要 な基本的パ ラメータの一つである。当研究所で も南北両極域におい
て大気球 ・ロケッ トを用いた電場観測 を行ない種 々の興味ある結果を得て きている。大気球 を用いることは
長時間観測ができること等のメリッ トがあるが,飛 翔高度が低いため,大 気活動に起因す る電場 の影響 を受
け易い等のデメ リットも同時に抱 えている。そのため常に議論は定性的なものに とどまり定量的な議論 を進
め るためにより信頼性の高い観測器の開発が要求されている。本観測の目的は上記の機器の開発 とともに,
中緯度で観測される電場の成因を明 らかにすることにある。観測は宇宙科学研究所三陸大気球観測所で行な





平 澤 威 男
所 属 ・ 戦
国1立 極 上也6Jf究F折 ・教}受
研 究 課 題
南極MAPデ ー タの総合解析
イ)一 般共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
巻 田 和 男 拓殖大学(政 経)・ 助教授 高緯度地 方におけるオーロラ及びVLF波 動現象の解析
菊 池 崇 電波研究所 ・主任研究官 マルチ ビーム リオメータによる高エネルギー粒 子降一ド領
域移動の測定 と他のデー タとの比較研究
上 出 洋 介 京都産業大学(理)・ 教授 サ ブ ヌ、トー ム と磁 場 変 動
小 日 高 東京大学(理)・ 教授 パル七一テ ィングオー ロラに伴 う磁場変動
袴 田 和 幸 中部大学(工)・ 助教授 太陽風の三次元構造と磁気嵐
松 本 治 弥 神戸大学(エ)・ 教授 人工衛星および地上観測チー タによるオーロラ粒fの 解
析
高 木 増 美 名古屋大学(空 電研)・ 教授
一
極域成層圏オゾンの精密測定の開発




永 野 宏 朝日大学 ・助教授
一
磁気圏内におけるSCとPsc脈 動の特性
木 村 盤 根 京都大学(工)・ 教授 地上VLF電 波を原因とす る1磁気圏VLF波 動 粒子相/∫1作
用の研究
橋 本 り1、 蔵 東京電機大学(工)・ 助教授
一一
地球磁気圏からの電磁放射に関する研究
藤1日 茂 地磁気観測所 ・研究官 ULF波 動の発生及び伝播機構
飯 島 健 東京大学(理)・ 助教授 沿磁力線電流の研究に基づく磁気圏極冠の物理





金 田 栄 祐 東京大学(理)・ 助 手 光f計 数 方式によるオー ロラ及び夜間大気光炬色顕 像観　測 とその画像処理
小 川 俊 雄 高知大学(理)・ 教授
　 一 一　 　 一___
電場の総合的研究
大 家 寛 東北大学(理)・ 教授 EXOS-C南 極共同観測による極域電離層フラズマ とオーロラ活動の研究
一10一
研究代表者 1所 属 ・ 職 研 究 課 題
井L 雄 二 京都産業大学(理)・ 教授
1極 光帯電離層 ・磁気圏の荷電粒子の沿磁力線空間 ・速度
分布お よびその極光電磁気現象 との関係




北 村 泰 一 九州大学(理 い 教授 地磁気脈動の極域一赤道関係
一 　 　
藤 原 玄 夫
;









1　CNA　 Pulsatlonと そ の 関 連 現 象 の 共 役 性
!
[亨 ・東 海 大 学 仁L)・ 教 授 1共 役点観測データに基づ くULF波 動の研究`
一 　一 一 一
南 繁 行 大阪市立大学1工)・ 助手 根城における電離層 対流圏結合の研究
斎 藤 尚 生
一一 醒一
束北 大学(理)・ 助教授 太陽風によるサブス トームおよびULF磁 波擾乱
小 玉 正 弘 山梨医科大学 ・教授 `オ ー ロラX線 像の研究
長 野 勇 金沢大学(工)・ 助教授 IVLF地 上 多点観測チー タからダクトの大きさの推定
|
(3)科 学研 究費補助金 による研究
研 究 課 題
(海 外学術調査)1
グリー ンラン ド・アイスラン ド・スピッツベルゲン地域に:平
おける極域電磁現象の特性 、
i研 究代表者 ・所属 ・職
(一 般 研 究B)
南 北 両 半球 チ ー タ を 用 い た オ ー ロ ラ タ イナ ミ ・ク ス 及 ひ 生1Ll'1















•  • A
Monochromatri Auroral Images Observed atT. Ono J. Geomag Geoeletr, 62.3
Syowa Station, in Antarctica M. Ejiri Vol.39,  65  —  95
T. Hirasawa
Aurora observation using the Syowa StationK. Igarashi  J. Radio. Res. Lab., 33, 61




Report of Autarctic middle Atmosphere (AMA)T. Hirasawa MAP Hand book 23,
observation  15  —  25
On the Japanese unmanned automaticM. Ayukawa J. Geomag. Geoelectr., rr
observatory in Antarctica and some resultsT. Hirasawa 38,  201  —  220
obtained at the observatory K. Makita
Conjugacies of pulsating auroras by  all-  sky TVR. Fujii Geophys. Res, Lett., 62







Origin of magnetic pulsations associated withN. Sato  J. Geophys, Res., 91, 61
regular period VLF pulsations (Type 2 QP)T. Matsudo 111  79  —  111 85
observed on the ground at Syowa Station
Conjugacy of proton and eletron aurorasN. Sato Geophys. Res. Lett.,








Geomagnetic conjugacy of 30 kHz band auroral N. S to  J.  Geaphys.  Res., 92, 62
hiss emissions observed at  L  =6.1 S.  Kokubun  6159  —  6162
 Th. Saemundsson
Seasonal and diurnal variations of ELF emissionH. Suzuki J. Geaphys. Res., 92,
occurences at 750 Hz band observed atN. Sato  6153  —  6158
geomagnetically conjugate staions
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fi.141., • • A
Narrow-banded ELF emissions over theH. Saito Plan. Space Sci., 35, 62
sauthern polar region N. Sato  745-752
T. Yoshino
Fingerprint structure Pc 1 geomagneticN. Sato Geophys. Res. Lett.,
pulsations Y. Shirokura 14,  664-667
T. Hirasawa
Computer  compliation process of the dataH. Sakurai Antarctic Rec., 31,
acquired by the computer system at SyowaY. Tonegawa 77-99, (Japanese)
Station R.  Fujii
 N. Sato
 ai13  /7--/  71-  —13 lllrxa
 --  R  '2  62.2
 4,rimrFA  oDtqPii
jf-- +II  iVIEJ  —  STDif
—
Short-period magnetic pulsations induced byT. Matsudo Memoir of Nat'l Inst. 61
periodic VLF emissions N. Sato Polar Res., Special
Issue, 42.  1-9
Statistical characteristics of  750  —  Hz band ELF K. Ito Memoir of Nat'l Inst.
emissions observed at Syowa Station S. Shibuya Polar Res., Special
 K. Maezawa  Issue, 42.  10-20
 N. Sato
Dependence of VLF wave activity at  SvowaH. Higuchi Memoir of Nat'l Inst.
Station on the day of the week I. Kimura Polar Res., Special
N. Sato Issue, 42.  21-28
Y. Tonegawa
Statistical characteristics of narrow-bandedH. Saito Memoir of Nat'l Inst.  /I
ELF emissions observed on board ISIS satelliteT. Yishino Polar Res., Special
N. Sato Issue, 42, 29-33
A case study of VLF phase snd amplitudeT. Araki Memoir of Nat'l Inst.
variation at 12.1 KHz (Aldra) in Iceland N. Sato Polar Res., Special
R.  Fujii Issue, 42, 35-45
T. Kikuchi
S. Kokubun
CNA pulsations associated with  Pc3-5I Y.  Higuchi  Memoir of Nat'l Inst.




Characteristics of polarization of geomagneticH. Nagano Memoir of Nat'l Inst.
sudden commencenents observed at  Svowa T. Araki Polar Res., Special
Station T.  lemon
H. Fukunishi





Auroral images and particle precipitationsM. Ejiri Memoir of Nat'l Inst. 62
observed by the sounding rocket experimentT. Hirasawa Polar Res., Special
at Syowa Station T. Ono Issue, 47,  1-21
T. Oguchi
Preliminary results from the auroral zoneI. B. Iversen Memoir of Nat'l Inst.
ionosphere observations during the AZCOH. Miyaoka Polar Res., Special
balloon campaign in 1985  N. Sato Issue, 47,  36-43
S. Ullaland
R.  Fujii
A balloon observation of auroral X-ray imagesS. Ullaland Memoir of Nat'l Inst.
in the northern auroral zone R. Fujii Polar Res., Special












 M.  Kodama
Lidar pbservation of the mesospheric sodiumA. Nomura Memoir of Nat'l Inst.
layer in Antarctica: Preliminary result Y. Iwasaki Polar Res., Special




Geomagnetic sudden commencementsH. Nagano Memoir of Nat'l Inst.









Relationship between power line radiation andI. Kimura Memoir of Nat'l Inst.
VLF wave activities observed in Iceland H. Higuchi  Polar Res., Special
K. Hashimoto Issue.,  47.97—  108
N. Sato
T. Matsudo
Phase and amplitude of VLF Omega signalsT. Araki  NIL,noir of Nat'l Inst.
observed simultaneously at three stations in N. Sato Polar Res., Special
Iceland in association with magnetosphericR. Fujii Issue.,  47.109-116
substorms T. Kikuchi
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イ)口 頭による発表
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
南極 ロケ ット実験によるオー ロラ中の波動粒子 山岸久雄 STE研 究会 61.11
相互作用の観測
Geomagrletic　 conjugacy　 of　electron　 and　 protonN.　 Sato XIX　 SCAR　 Meetlng61.6
aurroras　 observed　 at　Syowa-lceland　 conjugateR.　 Fulii







Conjugacies　 of　 pulsating　 auroras　 observed　 byR.　Fujii 〃 〃






Seasonal　 and　 diurnal　 variatiorls　 of　ELF-VLFN.　 Sato 〃 〃
emissions　 observed　 at　 conjugte　 pair　 stationsH.　 Suzuki
neat　 L=6ユ
Seasonal　 variations　 of　 Pc1-5　 magneticN.　 S to 〃 〃
pulsations　 observed　 at　 Syowa-HusafellH.　 Saito




Aurora|　 dynamics　 during　 the　 break　 up　 phaseT.　 Hirasawa 〃 〃
of　substorms T.　 Ono
Monochromatic　auroral　 lmages　 observed　 atT.　 Ono 〃 〃
SyOwa　 station N.　 Ejir1
T.　 Hirasawa
Antarctic　 rniddle　 atmosphere　 (AMA)　 0T.　 Hirasawa 〃 〃





江尻全機 STEシ ンポジウム 61.5











題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
南極観測 江尻全機 STEPシ ンポジウム 6112
Auroral　 Particles　 and　 their　 ImagesM.　 Ellrl Quautltatlve　 Modellng62.3
Associated　 with　 Substorms T.　 Oguti of　 Magnetosphere-lo一
nosphere　 Coupllng
Processes
電離層電場の観測 門倉 昭,鶴 田浩一郎 大気球 シンポジウム 61.12
早川 基,中 村正人
上原浩臣
平均根城擾乱磁場と南極磁気異常図 竹 中 潤,柳 澤正久 第79回 日本地球電気磁 6L4
藤井良一 とくtこ'1・△ 、メ、一子 ム
極 ・赤道大域VLFの 研究 北村泰一,立 原裕司 〃 〃
坂 翁介,下 泉正志
荒木 徹,小 口 高
佐藤夏雄
ノルウェー ・アイスラン ドにおける国際共同大 松戸 孝,宮 岡 宏 〃 〃
気球観測 佐藤夏雄,藤 井良一
1.　 VLF波 動 観 測 巻田和男,太 田茂雄
山上隆正,並 木道義
西村 純,平 島 洋
村上浩之,中 本 淳
小玉正弘
ノルウェー ・アイスラン ドにおける国際共同大 小玉正弘,太 田茂雄 〃 〃
気球観測 山上隆正,並 木道義




ノルウェー ・アイスラン ドにおける国際共同大 平島 洋,村 上浩之 〃 〃
気球観測 中本 淳,奥 平清昭
3.二 次元配列半導体検 出器によるオー ロラX 鈴木裕武,並 木道義
線撮像 西村 純,山 上隆正
藤井良一,宮 岡 宏
佐藤夏雄,小 玉正弘
地磁気静穏時におけるオーロラ降下粒 」㌧(電子) 鮎川 勝,巻 田和男 〃 〃
の特性 国分 征,平 澤威男
オ ー ロ ラ の 形 態 と光 スペ ク トル ー 南 極 ロ ケ ッ ト 江尻全機 平澤威男 〃 〃
実験観測結果一 小野高幸,小 口 高
|
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
夕方側ステープルオーロラの構造一地上 ・DMSP 小野高幸,平 澤威男 第79回 日本地球電気磁 614
衛星同時観測結果一 C.-1.　 Meng 気学会
Dlffuse　 aurora低 緯 度側 境 界 にお け る低 エ ネル ギー宮 岡 宏,C三1, 〃 〃
電子降下現象 Meng
オ ー ロ ラ ・ブ レー ク ア ッ プ の ダ イナ ミッ ク ス 平澤威男,小 野高幸 〃 〃
江尻全機








P12型 脈動の共役性 桜井 亨,利 根川豊 〃 〃
佐藤夏雄,藤 井良一
共役点観測 グループ





鈴木博之,佐 藤夏雄 〃 〃
渋谷仙吉,前 澤 潔
共役点観測 グループ
グ ロ ー バ ル オ ー ロ ラ ダ イ ナ ミ ッ ク ス キ ャ ンペ ー 小 口 高,GADキ ャ 〃 〃
ンー超多点観測の意味一 ンペ ー ン グ ル ー プ
グ ロー バ ル オ ー ロ ラ ダ イ ナ ミ ッ ク ス キ ャ ンペ ー 国分 征, 〃 〃
ンーカスプ領域におけるオー ロラ観測一 GADCグ ループ
グ ロー バ ル オ ー ロ ラ ダ イ ナ ミ ッ ク ス キ ャ ンペ ー 山本達人, 〃 〃
ン ー サ ブ ス トー ム 時 の オ ー ロ ラ の 発 達 ・消 失 過 GADCグ ループ
程 一
第26次 南極観測隊ロケット実験速報S-310JA一山岸久雄,福 西 浩 第80回 日本地球電気磁 61.10
11,12号 機 に よ る オ ー ロ ラ 中 の 波 動,粒 子 電 磁26次 南極ロケッ ト実 気学会
場観測 験班
南 極 ロ ケ ッ トS-310JA-11,-12によ る磁 場 変 福西 浩,遠 山文雄 〃 〃
動観測実験(速 報) 高橋隆男,国 分 征
藤井良一,山 岸久雄




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
MUレ ーダーに よる電離圏の観測(II) 伊藤敦夫,木 村磐根 第79回 日本地球電気磁 61.4
深尾昌一郎,佐 藤 亨 気学会
加藤 進
EXOS-D衛 星/電 場計測用(グ ブルプローブ法)岡田敏美,田 中義人 〃 〃
プ リアンプの設計 鶴田浩一郎,早 川 基
中村正人
K-9M-79号 機による高周波プラズマ波動のポ小原隆 博,森 岡 昭 〃 〃
インティングフラックスの計測(速 報) 大家 寛
K-9M-79号 機によるイオン質量分析 賀谷信幸,向 井利典 〃 〃
松本治弥,伊 藤富造
領域における電離層電子密度分布時性一降下低 高橋忠利,渡 辺重十 〃 〃
エネルギー粒子 との関係一 大家 寛,向 井利典
賀谷信幸,渡 辺 勇三
電場降下 を考慮 したオーロラE層 及びF1層 の計櫛 田 健,大 家 寛 〃 〃
算 機 シ ミュ レー シ ョ ン
■
EISCATに より観測された極域E領 域の電子温度五十嵐喜良 〃 〃
増加現象 K.　 Schlegel
赤 道 域 プ ラ ズマ ・バ ブ ル の3次 元 シ ミュ レー シ ョ
ン
渡辺重十,大 家 寛 〃 〃
Correlations　 between　 the　 Solar　 Wlnd湯元清文,寺 沢敏夫 〃 〃
Parameters　 and　 Pulsation　 Activltles　 ln　the　 Pc3A lan　 Wolf
Frequency　 Range　 at　South　 Pole　 Statlon.
赤道域VLF波 動観測結果の解釈について 荒木 徹,北 村泰一 〃 〃






Electron及 びProton入 射 粒 子 の 特 徴 巻田和男,赤祖父俊一
Chlng-1.　 Meng
MAP/GLOBUSに おける成層圏二酸化窒素の観小川利紘,岩 上直幹 〃 〃
測 柴崎和夫
Auroral　 oval　slzeのIMF　 By依 存 性中井 仁,上 出洋 介 〃 〃
DE-1,DE-2衛 星 に よ る 極 光,電 場 デ ー タ と地石原良俊,上 出洋介 「! 〃





題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
オ ー ロ ラ 粒 子 加 速 域 の 数 値 シ ミュ レー シ ョ ン ー 大家 寛 石橋弘光 第79回 日本地球電気磁 6L4
電離層起源のイオンビームの影響 近－iε←∠-Nヌ、一子 云
地 上 ・衛 星 の デ ー タ を用 い た オー ロ ラ ・プ レー 西谷 望,小 口 高 〃 〃
クア ップの初期の発達過程の解析
極域成層圏NO2高 度分布の大球観測(III) 柴崎和夫,岩 上直幹 〃 〃
小川利紘
対流圏一成層圏NOの 気球 観測 近藤 豊,岩 田 晃 〃 〃
(MAP-GLOBUS　Nox　 callpalgn) 高木増美,森 田恭弘
、V　A.　 Matthews
J.　P,　 Pommereau
サンプ リング法による成層圏大気微量成分の観 伊藤富造,本 田秀之 〃 〃




航空機観測用オゾン測定器 小島 浩,近 藤 豊 〃 〃
高木増美,森 田恭弘
岩田 晃
ニューメキシコにおける成層圏微量気体測定: 岩上 直幹,小 川俊紘 〃 〃
SAGEIIと の共同観測
グ ロー バ ル オ ー ロ ラ ダ イ ナ ミ ッ ク ス キ ャ ンペ ー 林 幹治, 〃 〃
ン電磁波動現象速報(Pcl脈 動) GADC観 測 グ ル ー プ1
l
AMPTEイ オン雲放出実験の計算機シミュレーショ 臼井英之,大 村善治 〃 〃
ン 1松 本 紘,木 村磐根
ベ クトル計算機を用いた磁気圏中のホイッスラー 沢田 晃,木 村磐根 〃 〃
モ ー ド波3次 元raytraclngの 高 速 化 大村善治




芝地 貴生,飯 島 健 〃 〃
磁気圏の3次 元磁場構造の計算 田中高史 〃 〃
静1ヒ軌道上で観測 された磁気圏対流の地上デー 中村 るみ,小 口 高 〃 〃
タ見られ る磁気圏活動度への依存性 W.　 Baumlohann
磁気圏荷電粒子軌道の3次 元的追跡 高橋 俊,家 森俊彦 〃 〃
長野 勇,満 保正喜
1新 保哲也,松 本 紘
|
遠距離伝搬低緯度ホイッスラの電離層透過領域1島 倉 信,椿 昭浩 〃 〃
推定 とその透過機構1早 川正士1
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
多点観測に よるVLF電 波の電離圏か らの脱出領池田 慎,鶴 田浩一郎 第79回 日本地球電気磁 61.4
域の推定 町田 忍 気学会




プラズマ圏ELFヒ スの波動分布関数 早川正士, 〃 〃
M,　 Parrot
F.　Lefeuvre




VLF磁 気圏伝搬波特性II　(共役点観測) 西野正徳,田 中義人 〃 〃
早川正士
■
磁気圏プラズマ粒子の ドリフ ト運動への尾部へ 恩藤忠典,相 京和弘 〃 〃
伸びた地球磁場の効果
LF磁 気圏伝搬波の特性II　(共役点観測) 相沢 豊,西 野正徳 〃 〃
田中義人
到来方向測定結果に基づ く,オ ー ロラヒスの発 田中義 人,西 野正徳 〃 〃
生及び伝搬特性
第26次南極観測隊大気球実験速報 小島年春,山 岸久雄 第80回 日本地球電気磁 61.10
制動輻射X線 とVLF帯 自然電波の同時観測 佐藤夏雄,宮 岡 宏 気学会
小玉正弘,山 上隆正
巻田和男,芳 野赴夫
南 極 ロ ケ ッ トS-310JA-11号 機 搭 載 佐川永一,小 川忠彦 〃 〃
NELの 観測結果初報 森弘 隆,小 川俊雄
オーロラ電離層での密度ゆらぎの観測 山岸久雄,福 西 浩





藤 井 良 一,小 玉 正 肚、
脈動性 オーロラパ ッチの ドリフ ト微細構造,夕 小 口 高,山 本達人 〃 〃
方 ス テ ー プ ル オ ー ロ ラ の 発 達 とブ レー クア ッ プ, 小野高幸,平 澤威男
オ ー ロ ラ ・ブ レー クア ッ プ の 構 造 江尻全機




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
全天TV観 測によるオーロラアー クの動 き及び渦 藤井良一,佐 藤夏雄 第80回 日本地球電気磁 61.10
状構造の共役性 小野高幸,国 分 征 気学会
共役点観測グループ
オー ロラ活動に ともなう磁気脈動Pl2の 共役性 桜井 亨,利 根川豊 〃 〃
佐藤夏雄,藤 井良一
共役点観測グループ
Flngerprint型Pc1脈動 佐藤夏雄,城 倉義彦 〃 〃
平澤威男,共 役点観
測グループ
共役点で観測されたPolarChorus放 射の強度分布鈴木博之,佐 藤夏雄 〃 〃
と発生頻度のKp依 存性 渋谷仙吉,前 澤 潔
共役点観測 グループ
昭和基地 ・アイスラン ドにおけるVLF放 射の活木村磐根,樋 口浩司 〃 〃
動と電力線放射の関連 松尾敏郎,佐 藤夏雄
山岸久雄
夕 方 側 ス テ ー プ ル オ ー ロ ラ の 構 造 一6300Aア 小ー 野高 幸,平 澤威男 第10回 極域における電 62.1
クの形態一 離圏磁気圏総合観測シ
ンポジウム
オーロラ発光 とオー ロラ粒子 江尻全機 小野高幸 〃 〃
平澤威男,小 口 高
極域へ到達するELFヒ スの非ダク ト伝播路 山岸久雄 〃 〃
南極 中層大気のライダー観測(JARE26) 野村彰夫,鹿 野哲生 〃 〃
岩坂泰信,福 西 浩
平澤威男,川 口貞男
磁場 モデル計算による昭和 ・アイスラン ド共役 小野高幸,平 澤威男 〃 〃
点の遷移 鮎川 勝
CNA脈 動 と関連現象の共役生 〔1〕 樋 口喜啓,佐 藤夏雄 〃 〃
渋谷仙吉,前 澤 潔
昭和 ・アイスラン ドの地磁気共役点でのSCに つ 永野 宏,荒 木 徹 〃 〃
い て 家守俊彦,佐 藤夏雄
鮎川 勝
Pi2型 磁気脈動の共役性 桜井 亨,利 根月1豊 〃 〃
佐藤夏雄
周 波 数 別 に 見 たPolarchorusの 季節 変 化 と共 役 性鈴木博之,渋 谷仙吉 〃 〃
前澤 潔,佐 藤夏雄
共役点観測 グループ




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
オーロラの強度か ら見た共役性 藤井良一,佐 藤夏雄 第10回 極域における電 62ユ
小野高幸 離圏磁気圏総合観測シ
ンポジウム
S-310JA-11及 び12号 ロ ケ ッ ト実 験 時 の 地 上 観山岸久雄,福 西 浩 〃 〃
測によるオーロラ及び関連現象
南 極 ロ ケ ッ トS-310JA11,-12号機 の 姿 勢 測 定 高橋隆男,遠 山文雄 〃 〃
藤井良一,山 岸久雄
南 極 ロ ケ ッ ト(S-310JA-11及 び12)に よ る オ ー高橋忠俊,福 西 浩 〃 〃
ロラ電離層電子密度の観測 大家 寛,渡 辺勇三
山岸久雄
南極 ロ ケ ッ トS-310JA-11及 び12号 機 に よ るオー山岸久雄,宮 岡 宏 〃 〃
ロラ粒子観測 江尻全機,岡 村 宏
佐川永一,向 井利典
賀谷信幸,福 西 浩









極球電離層におけるオー ロラプラズマ波動の観 森岡 昭,大 家 寛 〃 〃
測 －S-310JA-11/12によ る 結 果 一 福西 浩,宮 岡 宏
小野高幸,山 岸久雄
小原隆博
S-310JA-12号 機 に よ り観 測 され た オー ロ ラ電遠山文雄,高 橋隆男 〃 〃
流系による磁場変動 藤井良一,山 岸久雄
国分 征,福 西 浩
指紋型Pc1脈 動の特徴 佐藤夏雄,平 澤威男 〃 〃
南部充宏
指紋型Pc1脈 動の理論的解釈 南部充宏,佐 藤夏雄 〃 〃
平澤威男
カスプ帯 とオー ロラ帯同時共役点観測による長 利根川豊,福 西 浩 〃 ll
周期脈動の特性 佐藤夏雄
L.　J.　Lanzerottl
南極域におけるオーロラX線 空間分布の観測 鈴木裕武,平 島 洋 〃 〃
村 ヒ浩之,山 岸久雄
佐藤夏雄
AZCO85実 験で観測されたX線 脈動 と関連地上現小島年春,芳 野超夫 〃 〃
象 山岸罐 佐髄 雄
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
宮 岡 宏,　S.　V|la|and




西村 純,宮 岡 宏
佐藤夏雄,藤 井良一




アイスラン ド3点 で観測されたVLFオ メガ電波荒木 喬,佐 藤夏雄 〃 〃
と地磁気サブス トームとの関係 藤井良一,菊 池 崇
1982年6月12日 のSC現 象 に つ い て 平澤威男 II 〃
極冠内AE指 数算出のための南極地磁気観測 荒木 徹,杉 浦正久 〃 〃
亀井豊永,平 澤威男
昭和基地マルチビーム リオメー タに よる電離層 山岸久雄,佐 藤夏雄 〃 〃
吸収観測初期結果 菊池 崇,池 田修一
芳野赴夫,福 田 浩
「さきがけ」「すいせい」の観測経過概要 伊藤富造,平 尾邦雄 第79回 日本地球電気磁 614
「すいせい」に よる太陽風イオンの観測




「さきがけ」「すいせ い」IPSの 観測 した太陽風の 小島正宜,柿 沼隆清1〃 〃
構造 小山孝一一郎,向 井利典 |
平野孝文,三 宅 宣
一 ミ
太陽系磁気圏プラズマ シー ト,プ ラズマ擾乱の 大家 寛,森 岡 昭 〃 〃
存在一さきがけによるPWP観 測の新 しい結果一 三宅 宣,中 島林彦
オー ロラキロメー タ放射(AKR)の 微細構造[森 岡 昭,高 橋清利 〃 〃
,大 家 寛1
スラブ状電 子ビーム不安定性 の計算機 ・シミュ ト大村善治,松 本 紘[ 〃L 〃
冑
レ ー シ ョ ン 1
ミINTERACTION　 BETWEEN　 COMETARY--　 Takao　 Salto〃 〃








題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
太陽風中の磁気変化特性について 中川朋子,斎 藤尚生 第79回 日本地球電気磁 61.4
湯元清文 気学会
有限電子 ビームの伝搬特性一計算機 シミュレー 松本 紘,小 森憲昭 〃 〃'
ションと物理的考察 大村善治
大型 レーダー観測における風速推定精度の評価 佐藤 亨,稲 葉基之 〃 〃
木村盤根,深尾昌一郎
加藤 進
MUレ ーダーによる対流圏 ・成層圏観測一平均構 松本浩昌,木 村磐根 〃 〃
造 と季節変化一 深尾昌一郎,佐 藤 亨
加藤 進
検査機"す いせい"に よるハ レー彗星の真空紫 金田栄裕,高 木幹雄 〃 〃
外撮像観測(速 報) 平尾邦雄,伊 藤富造
足原 修,清 水幹夫
太陽風一ハ レー彗星相互作用(1)「 すいせ向井利典,三 宅 宣 〃 〃
い」 観 測over　 vlew 寺沢敏夫,伊 藤富造
平尾邦雄
電 子 サ イ ク ロ トロ ン波,Zモ ー ド波 の レ イ トレ 橋本弘蔵 山足公也 〃 〃
イシング 木村磐根
宇宙プラズマ線形波動分散特性のデータ ・べ一 植木 勉,松 木 紘 〃 〃
ス化(1) 大村善治
1986/02/04～07に 観 測 さ れ た 太 陽 電 波 バ ー ス ト青山隆司,大 家 寛 〃 〃
He(10830A)の コ ロ ナ ル ホー ル と光 球 上 の 太 陽袴田和幸 〃 〃
風噴出領域




MITHRAS/GISMOS電 場 と地上磁場観測上出洋介 〃 〃
地磁気変動解析に基く磁気圏対流と中性大気運 飯島 健 〃 〃
動の相互作用の検討
沿磁力線電流の微細構造 家森俊彦 〃 〃
L=1.7～1.8に お け る 電 子,陽 子 効 果 「大 空 」の永 田勝明,河 野 毅 〃 〃
観測結果 村 上浩之,中 本 淳
長谷部信行,竹中哲喜
菊池 順,道 家忠義
南大西洋地磁気異常帯における高エネルギー粒 近藤博章,永 田勝明 〃 〃
子観測 河野 毅,村 上浩之
中本 淳,長谷部信行
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
竹中哲喜,菊 池 順
道家忠義
巨大惑星衛星群の質量面密度分布とその考察 柴田耕志,大 家 寛 第79回 日本地球電気磁 61.4
気学会
太陽風一ハレー彗星相互(II)一 相互作用領域寺沢敏夫,向 井利典 〃 〃
における太陽風と彗星 イオンの観測一 三宅 亘,北 山正信
平尾邦雄,伊 藤富造
「大空」が観測したイオンと電子のエネルギー ス 西田篤弘,向 井利典 〃 〃
ベ クトルの相補的構造の成因 賀谷信幸,飯 島 治
地 上 高 緯 度 で のSCpolarlzatlon対 す る緯 度 方向 の永野 宏,荒 木 徹 〃 〃
逆転につ いて
イオ衛星に よるAlfven波 擾乱の励起に関す る計大家 寛 阿部博史 〃 〃
算 機 シ ミュ レー シ ョ ン
ポー ラ ー ・キ ャ ッ プ オ ー ロ ラ の 特 性(1) 巻田和男 第10回 極域におけ る電 621
離圏磁気圏総合観測シ
ンポジウム
オー ロラ ドリフ トと磁気圏電場 小 口 高,中 村るみ 〃 〃
山本達人
夜間全天単色撮像観測 金田栄祐,田 鍋浩義 〃 〃
宮下晴彦
高感度撮像装置によるオーロラ観測 金田栄祐,国 分 征 〃 〃
林 幹治,小 口 高
ISIS衛 星 で観測 されたコーラスの経度変化 松尾敏郎,木 村磐根 〃 〃
VLF放 射(f≧fH/2)のoff-eguatorでの 方 位 測 定 早川正士,武 藤広安泰 〃 〃
と伝搬路の逆追跡 岡田敏美,島 倉 信
8kHz以 高のオーロラヒスの特性 恩藤忠典 〃 〃
磁気圏におけるホイッスラー波 と静電波の不安 大村善治,松 本 紘 〃 〃
定性の競合関係
根城低高度(～600km)に て観測 され るLF/MF相京和弘,恩 藤忠典 〃 〃
帯 ホイッスラ ・モー ド放射の特性 と伝搬 大高一弘
DE-1衛 星 で観測されたZ－ モー ド波について橋 本 弘 蔵M,　 Calvert 〃 〃
R.　 L.　Huff
地磁気静穏時における高緯度中規模TIDの 衛星観小川忠彦,五 十嵐喜良 〃 〃
測 相京和弘,前 野英生
流星 レーダによる極域中性風の観測 田中高史,小 川忠彦 〃 〃
五十嵐喜良,藤井良一
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
平澤威男
ライダー を用いた中層大気重力波の観測 柴田 隆,福 田光伸 第10回 極域におけ る電 62.1
成瀬 徹,前 田三男 離圏磁気圏総合観測シ
ンポジウム
フ ァブ リー ペ ロ ー ドップ ラ ー イ メー ジ ン グ シ ス 岡野章一,福 西 浩 〃 〃
テム(FPDIS)の 開発と極域熱圏ダイナ ミック森岡 昭
スの観測の応用
下層大気中の負イオン 川本洋人,小 川俊雄 〃 〃
低緯度磁気共役点で観測されたPc3波動の南北半湯元清文,田 中義人 〃 〃
球非対称性 について L.　 W.　 Lynn
F.　 M,　 Menk
B.　 J,　Fraser
観 測 ロ ケ ッ トS-310JA-11,12号機 に よ る 低 周 森弘 隆,佐 川永一 〃 〃
波プラズマ波動 の観測 小川忠彦,小 川俊雄
ロケ ッ ト観 測 にお け るオー ロラ ヒ スのwavenormal西野正徳,田 中義人 〃 〃
angleの 測 定 法
磁気嵐に伴 うPc1及 びP11地 磁気脈動について加藤愛雄,利 根川豊 〃 〃
低高度衛星で観測されるULF波 動 と沿磁力線電家森俊彦 〃 〃
流微細構造
気球高度におけるオーロラX線 像の撮像 ボケ 小五正弘,小 倉紘一 〃 〃
極域におけ るHFド ップラ観測(2) 南 繁 行J　 Peterson 〃 〃
R　 D.　 Hunsacker
FM/CWイ オノゾンデによる極域電離層の観測一野崎憲朗,菊 池 崇 〃 〃
速報一
航行衛星による昭和基地の測位精度と地磁気擾 五十嵐喜良,小 川忠彦 〃 〃
乱の関係 前野英生,倉 谷康和
1974年 と1984年 における太陽光球磁場分布の比袴田和幸 第80回 日本地球電気磁 61.10
較 ノ'己ソ・△八 －f・ム
磁気圏プラズマ波動に関する粒 子コー ド計算機 ・ 松本 紘 〃 〃
シ ミュ レ ー シ ョ ン 研 究 の 最 近 の 動 向 一 レ ビ ュー
(1982-1986)
宇宙プラズマ中における電子 ビーム伝搬に関す 稲垣 恵三,松 本 紘 〃 〃
る 計 算 機 シ ミュ レ ー シ ョ ン ー ダ ブ ル レ イヤ ー か 大村善治
ト リプ ル レ イ ヤ ー か?一
自由境界粒子 コー ドによる飛翔体wakeの 計算機田中剛彦,松 本 紘 〃 〃




題 目[発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
静電波 とホイッスラー波の不安定性の競合関係 大村善治,松 本 紘 第80回 日本地球電気磁 61.10
気学会
斜め伝搬 ホイッスラー波一粒子相互作用の計算 田中 寛,大 村善治 〃 〃
機 シ ミュ レ ー シ ョ ン 松本 紘
FIRST　 SPACECRAFT　 OBSERVATION　 OFTakao　 Salto, 〃 〃
THE　 ALIGNED　 HELIOSPHERE　 WITH　 THEKlyohumi　 Yumoto
MOST　 FLATTEND　 NEUTRAL　 SHEETKunlo　 Hlrao,
Kolchlro　 Oyama
Tomoko　 Nakagawa
HF帯 電波のポインティングベ クトルの計算－K一小原隆博,森 岡 昭 〃 〃
9M-79号 機の観測結果一 大家 寛
高速 イオン ・エネルギー質量分析器(FIMS)の 福井以知郎,賀 谷信幸 〃 〃
開 発(III) 松本治弥,向 井利典
伊藤富造











ブラジル ・アノマ リー境界域における電子フラッ 永田勝明,近 藤博章 〃 〃





HFド ッ プ ラー トレー ス1数 値 シ ミュ レ ー シ ョ ン 川 竹 生政 資,北 村 泰 一 〃 〃
1広 重法道
1
おおそ らBUVお よるオゾン観測[小 池 真,小 川利紘 〃 〃
鈴木勝久
ミリ波分光観測によるオゾン高度分布 ㌧」・川利紘,河 鰭公昭 〃 〃
福 井 康 雄,小 川 英 夫1|
九州地 方におけるGDS観 測 ほ1)下 泉正志,北 村康一1〃 〃




ラマ ン レ ー ザ ー を 用 い た オ ゾ ン ラ イ ター に よ る 福 田光 伸,柴 田 隆1
`
〃 〃
オ ゾ ン観 測 成 清 徹,前 田 三 男|
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月




夜間大気光単色撮像 ・絶対測光共同試観観測 金田栄祐,宮 下晴彦 〃 〃
田鍋浩義
低 高 度 に てISIS-1に よ り加 速 され る ホ イ ッ ス ラ ・相京和 弘,恩 藤忠典 〃 〃
モー ドAKRの 特性 大高一弘
Plasrnapause近 傍 に おけ る波 動 一粒 子 相 互作 用 現森岡 昭,大 家 寛 〃 〃
象－EXOS-C　 (おおそら)観 測 永田勝明
磁気圏におけるサイプル信号のレイバ スに対す 澤田 晃,木 村盤根 〃 〃
る 日出日没効果 大村善治
ISISに よって観測された夜間ELF帯 波動 渡辺成昭 〃 〃
「さきがけ」観測による惑星間磁場不連続現象の 中川明子,斎 藤尚生 〃 〃
発生時性 湯元清文
「す いせ い」の観 測 に よ るCometosheath内 の温 度高橋 俊,寺 沢敏夫 〃 〃
の算出 向井利典,北 山正信
三宅 亘,中 尾邦雄
「さきがけ」で観測 されたプラズマ波動現象を手 大家 寛,森 岡 昭 〃 〃
懸 りとしたイオン トラップ過程の検討 三宅 亘
極カスプのVLF現 象 恩藤忠典,中 村義勝 〃 〃
オ ー ス トラ リア,バ ー ス ビ ル(L=L6)及 び そ の田中義人,西 野正徳 〃 〃
周辺でのLFデ ッカ波の共役点観測(速 報) 早川正士
共役点観測で得 られた中緯度ホイッスラの活動 西野正徳,田 中義 人 〃 〃
と空電源分布との対応 早川正士,岩 井 章
波動分布関数によるホイッスラ波の電離層透過 島倉 信,鈴 木弘喜 〃 〃
域評価と伝搬機構 早川正士,太 田健次
低緯度ダク ト伝搬 ホイッスラのレイ トレーシン 中村義勝,恩 藤忠典 〃 〃
グ
VLF放 射(f≧fH/2)のoff-eguatorでの 方 位 測 定 武藤広泰,岡 田敏美 〃 〃
と伝搬路の逆追跡 早川正士,島 倉 信
Prelirnlnary　 report　 of　 Japan-AustrallaK,　 Yumoto 〃 〃
magnetic　 conJugate　 observatlons T.　 Saito
Y.　 Tanaka
K.　 J.　W.　 Lynn
惑星空間磁場 ・地磁気変動か ら見たtranspolar巻田和男,赤祖父俊一 〃 〃
auroraの 分 類 C.　1,　Meng
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
磁気圏電場 とオー ロラの ドリフ ト 中村 るみ,小 口 高 第80回日本地球電気磁 61.10
気学会
脈動性 オーロラパ ッチの ドリフ トの微細構造 小口 高,山 本達人 〃 〃
北向きIMF時 の磁気圏プラズマ対流:観 測とモデ芝地貴夫,飯 島 健 〃 〃
ル
オ ー ロ ラ ・エ ク ス パ ン シ ョ ン に 伴 う電 流 系 西谷 望,小 口 高 〃 〃
ハ レー彗星起源のイオンの空間分布 向井利典,三 宅 亘 〃 〃
寺沢敏夫,北 山正信
平尾邦雄
ハ レー彗星近傍の イオンダイナ ミックス 北山正信,向 井利典 〃 〃
三宅 亘,寺 沢敏夫
平尾邦雄
ハ レー彗星の水素 コマ 高木幹雄,金 田栄祐 〃 〃
平尾邦雄,足 原 修
清水幹夫
赤道域でのPc3-4脈 動 の統計的性格 坂 翁介,北 村泰一 〃 〃
小口 高,荒 木 徹
広域 多点観測によるIPDPの 発達過程 林 幹治,小 口 高 〃 〃
国分 征,山 本達人
GADCグ ループ
1986年2月8-9日 の 大 磁 気 嵐 に 引 続 い たPc1現 国分 征,林 幹治 〃 〃
象 山本達 人,小 口 高
GADCグ ル ー プ
成層圏NO2観 測(MAP/GLOBUS国 際共同観測)柴崎和夫,岩 上直幹 〃 〃(II)　 i小川利紘
エアロゾルの赤外領域における大気加熱効果に 秋吉英治,藤 原玄夫 〃 〃
ついて1
春の南極成層圏におけるエアゾル及び気温の変 岩坂泰信,小 野高幸 〃 〃
化 野村彰夫












今 井 一 雅,富 沢 一 郎 〃 〃
2地 点同時観測システムの開発
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題 目 発 表 者1発 表した学会等の名称 発表年月
MUレ ーダーによる中緯度電離圏不規則構造の観 伊藤敦夫,深 尾昌一郎 第80回 ヒ1本地王求電気石弦 61.ユ0
測 木村盤根,佐 藤 亨 気学会
津田敏隆,加 藤 進
赤道域プラズマバブルの3次 元シ ミュレー ショ 渡辺重十,大 家 寛 〃 〃
ンー理論 と観測の比較
プラズマバブル中の熱エネル・ギー収 支 小山孝一郎,渡 辺重 十 〃 〃
高橋忠俊,大 家 寛
平尾邦雄
衛星電波 とMUレ ーダーによる電離圏不規則構造 皆越尚紀,熊 谷 博 〃 〃
の観測(1) 大 谷 晃,相 京 和 弓ノ、
五十嵐喜良,佐 藤 亨
強力マ イクロ波によるプラズマ加熱の計算機 シ 林 幸彦,賀 谷信幸 〃 〃
ミ ュ レ ー シ ョ ン 松本治弥
MUレ ーダーで観測される対流圏 ・成層圏エコー 松本浩昌,木 村磐根 〃 〃
の高度変化 深尾昌一郎,佐 藤 亨
津田敏隆,加 藤 進
MUレ ーダーによる対流圏擾乱現象の観測 道司 博,木 村盤根 〃 〃
深尾昌一郎,津 田敏隆
佐藤 亨,加 藤 進
南北両カスプ領域における長周期脈動の特性 利根川豊,福 西 浩 〃 〃
L.　 J.　LanJerott1
C.　 G,　 Moclenna1/
航行衛星NNSSに よる昭和基地での電離圏観測五十嵐喜良,小 川忠彦 〃 〃
前野英生,相 京和弘
倉谷康和




高橋忠利,大 家 寛 〃 〃
ーサブス トームに呼応 した極域電離層の変動 渡辺重十,渡 辺勇三
オーロラアー クの運動の電離層密度構造への影 櫛田 健,大 家 寛 〃 〃
響





2.気 水 圏研究 グルー プ
(1)一 般 研 究
昭和基地 に おけ る気象 ロケ ッ ト連 続発射 実験 で観測 され た重 力波 助 手 神沢 博
1980年 代当初の先駆的な理論的研究が,中 間圏界面(～80km)付 近の弱風層の形成に内部重力波が決定的
な役割 を果た していることを示唆 した。以来,こ れらの仕事 を意識 した観測データ解析の研究が行われ,重
力波の実態が明らかになってきつつある。今回の昭和基地における気象ロケ ット実験 では約2時 間お きの連
続発射 を行 い,重 力波の時間変化を見ることを計画 した。観測項 目は水平風と温度で,高 度範囲は約20kmか
ら60km,鉛 直分解能は約1kmで ある。実験は1985年 に行 った(第26次 観測隊)。 約2時 間おきの5連 続発射
を真冬の6月28日 に,4機 連続発射 を中層大気循環が夏の循環に変 りつつある9月25日 に実施 し,観 測デー
タを取得 した。6月28日,9月25日 ともに,鉛 直波長に して5～10kmの 重力波と覚 しき擾乱 をどのプロファ
イルに も見出すことがで きた。平均場変化の鉛直 スケール,プ ラネタリ一波,高 緯度での大気潮汐波の鉛 直
波長は,こ の約10倍 程度であ り,内 部重力波 と同定 してよい。周期は6～10時 間程度である。詳細な解析 を
実行中。
昭和基 地 におけ る大気 中のCO2濃 度変化 の解析
助手 青木周司,教 授 川口貞男,助 教授 山内 恭
1984年2月 か ら昭和基地で きわダ)て高い精度のCO2連 続観測が開始された。昭和基地はCO2の 放出源や吸収
源か ら地理的に離れているため,濃 度のバ ックグラウン ドモニタリングステーションとして非常に秀れた場
所である。1986年1月 までに得られたデー タを解析 し,次 のような結果が得られた。
1)経 年変化
連続観測によって得られたCO2濃 度の経年変化は,1984年 が0.9ppmy-1で あ り1985年 は1.5ppmy-1で あっ
た。また,グ ラブサンプ リング法によって求められた1983年 の増加率 は約1.9ppmy-1で あった。このよう
にCO2濃 度は人間活動によって一 方的に増加 し続けているが年々の増加率の変動の原因については現在のと
ころ不明である。
2)季 節変化
南極点,昭 和基地および タスマニア島での観測結果 を比較 したところCO2濃 度の季節変化位相は緯度が低
いほど進んでいる。ところが振 巾はそれぞれ1.5,1.3,0.9Ppmと 北上するほど小 さくなっている。このこ
とから考えて,南 極域のCO2濃 度の季節変化は南半球の植物活動のみによって支配されているわけではない
ことが明 らかになった。特に,9月 か ら12月にかけては南極域のCO2濃 度が南半球中緯度の濃度に比べて0.5～
1　ppm高 くなってお り,CO2濃 度の高い北半球の空気か対流圏上部 または成層圏下部 を通 って南極域に沈降
しているもの と推定 される。
3)10数 日周期の不規則変化
昭和基地 では振巾が0.2ppln程 度で10数 日周期の不 規則な濃度変化が観測 されている。これは,極 高気圧
気団 と南半球 中緯度の気団のCO2濃 度が異なるために,そ の交代に ともなってその不規則変化がひき起 こさ
れるためである。 この ような関係は2月 から8月 にかけて明瞭になる。一方,9月 から12月 にかけては昭
和基地が極高気圧気団の勢力下にほぼ 入ってしまい,そ の勢力の拡大 ・縮小に関係があると推定 される1ヶ
月程度の周期 をもった濃度の変化が見い出されている。
南極 沿岸域 の雲の研 究 助手 和田 誠,客 員助教授 岩坂泰信
昨年度に引きつづ き,ラ イダーによる雲の観測デー タの解析 をおこなった。データは1983年5月 から11月
の観測の ものである。今年度の解析か ら,ラ イダーエ コー付近の温度か低 くなるにつれて,氷 晶または水滴か
らの積分後方散乱係数(後 方散乱係数 を高さ方向に積分 したf直)が 大きくなること,ま た偏光の垂直成分の
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積分後方散乱係数 もエ コー頂の温度が下る と大 きくなることが知 られた。また非常に大きな偏光解消度 を示
すケー スがあった。昨年度,今 年度の結果か ら,エ コー頂の温度は大変重要であること,積 分後方散乱係数
や偏光解消度の値は,エ コー頂付近の層内の氷晶核数や氷晶の形 と密接に関係 していることが示唆された。
また南極の ように非常に寒い地域では,-25℃ よりエ コー頂温度が低 く,光 学的にあま り厚 くない雲が 多く
見られ るので,柱 状結晶の増加 に伴って,偏 光解消度の大 きな値の裳層が しば しば観測 され るのではないか
と考えられ る。
東南極多雪地域 の積雪層 位解析 教授 渡辺興亜
東南極エンダービーラン ド地域 を中心に,日 本南極観測隊によって,積 雪表面の ピッ ト断面観測やボー リ
ングコアに よる積雪層位解析が,こ れ まで数 多くの地点について行 われて きた。
その結果,昭 和基地か らみずほ基地間を中心に極点旅行ルー トや,最 近は東 クイー ンモー ドラン ド地域ま
でのおよその積雪洒養特性がわかって きた。その中でみずほ基地からサ ンダー コックヌナ ター ク方面は,ほ
かの地域 と比べて,特 に積雪}函養量が 多い といわれている。　(Watanabe1978)
みずほ基地 より200kmの 北東のW200(69°35'26"S,48°50'10"E)地 点におけるボー リング ・コア解析の結果,
δ180に は,強 いカタバ風地域ではみ られない典型的な季節変化が見られる。表面から8.5m深 までについて,
積雪層位 とδ180の変化か ら1980年 か ら1970ま での10年 の年層が数 えられた。この期間の年間平均積雪1函養量
は304-335kg・m-2で あった。その他,δ180と 積雪密度偏差,積 雪密度偏差 としもざらめ度,し もざらめ度
とδ180との関連を調べたが,積 雪密度偏差 としもざらめ度に相関がみられた。
南極氷床 内陸部 に おける長期堆積 中断 助教授 藤井理行
南極氷床の標高1800～2000m以 上の内陸部には,薄 い クラス ト層(多 重氷板)か ら成る光沢雪面が,巾1km
以上の帯状に分布 している。光沢雪面では,雪 の堆積が起 こりに くく,そ の上夏期の5g・cm-2程 の昇華によ
るため,負 の表面質量収支 となっている。 ここでの堆積中断は,数 年以上の長期と考 えられているが,定 量
な見積は成 されていない。そこで,み ずほ基地南西164km,標 高2,522mの γ1地点で,1984年10月 に採集した
10mコ アの分析から,そ の地点での堆積 中断の期間の推定を試みた。なお,γ1地 点の雪面は,光 沢雪面であ
る。
210pb法 による堆積年代の推定 みずほ基地での現在の210pbのfluxが,γ1地 点を含むみずほ高原で過去100
年程度変わ らなかった と仮定 し,γ1コ アの0.45～1.01rn,1.58～2.24m,8.64～9.09mの3サンプルについて
堆積年代 を,56±18年 前,77±23年 前,122年 以前 と推定 した。
トリチウム濃度の層構造 コア とピットサ ンプルの トリチウム濃度は,35cm以 深でバ ックグラウン ドレベ
ルに低下 している。この深度以深では,し もざらめ化が特に顕著で,粗 粒 とな り,層 位 も消滅 していること
などから,35cm深 付近で堆積中断(堆 積の不連続)が 長期あったことが推定 され る。
堆積 中断の期間の推定210pb法 により推定 した堆積年代か ら,堆 積速度5.6cm/年 が導かれる。これか ら,
35cm深 の年代は,約50年 前 と推定で きる。また,こ の深度は,ト リチウム濃度のギャップか ら,古 くて30年
前の1954年 頃 といえる。従って,こ の深度の堆積中断期間は,少 な くとも20年 と見積 もることが できる。一
方,現 在進行中の堆積中断期間は,35cm深 までの堆積速度 をそれ以深 と同一 と仮定する と,約25年 となる。
この推定は,光 沢雪面での堆積 中断が,20年 以上 もの長期にわたって起こることを示 している。
みず ほ高原 におけ る地 吹雪の水平 発散 と表 面堆積 客員教授 高橋修平
1.や まと裸氷原の成因は?や まと山脈周辺には広大な裸氷原が分布する。ーの成因については,基 盤の
障害に ともなう氷床の上昇流動による説明などが試み られている。しか し第1原 因は基盤にあるとして も,
氷床上昇流のみでは,氷 床表面が高くなればいいのであ り,表 面が削剥 されて裸氷 面となる過程が説明 さ
れない。また裸氷にまで至 らないまでも,　Glazed　Surfaceの ような平滑 な雪面形態 と表面傾斜 との関連が報
告 されている。これらの成因 として,地 吹雪の水平発散 による表面削剥を考え,雪 面か らの蒸発と合わせ
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て表面質量収支の分布を求め る,
2.風 速分布 南極大陸内陸部で常時発生 している斜面下降風は,斜 面傾斜に依存するので,そ の風速 ・風
向は斜面傾斜 ・方向によ り求め られる。結果は,や まと山脈の上流部およびベルジカ上流部に風速極大部
が現れた。
3.地 吹雪の水平発散 みずほ基地における地吹雪輸送量は風速の約5乗 に比例 した。 これに基づ き,上 記
の風速 ・風向か ら地吹雪輸送量を求め,15kmメ ッシュの格子点において周囲の輸送量の差か ら地吹雪の水
平発散量を求めた。水平発散分は表面からの質量消失分 とな り,こ の量は降水量が上回るとき表面では削
剥 となる。結果によると,や まと山脈南東部に削剥地帯が広が り,裸 氷原地帯 と概ね一致する。ベルジカ
東方にも強い削剥が見 られるが,こ こに広い裸氷原は見られないという事実 と反する。 しか し,最 近の探
査によると,こ の地域の標高は現在の地図とかな り違 うという報告 もあ り,改 善 され る可能性 もある。
み ずほ700mコ アの電 気伝導度 と微小固体粒 子 助教授 藤井理行,教 授 渡辺興亜
みずほ基地で得 られた700mコ アの東 ク計画共同研究の一環 として,氷 お よび融解水の電気伝導度 と,　micro
partlcle濃度の測定 を行っている。こうした解析は,火 山,海 洋,砂 漠などを起源 とする物質の南極への輸送
量 と堆積機構の長期変化,す なわち規模の大 きな環境変化の指標を与える もの と考 えられる。ここでは,こ
れまで得 られた結果を報告する。
コアの固体電気伝導度 コアの表面を削って平坦にした後,1000Vの 直流定電圧 をかけた電極 を走査 し,
電極間に流れる電流の変化を測定 している。厳密には,固 体電気伝導度ではないが,電 極間の電流の変化は,
融解水の電気伝導度 と比較的 よく一致 している。深度方向の分解能は1mmで ある。1cm離 れた電極間には,
数～数10μAの 電流が流れる。
融解水の電気伝導度は,こ れまでの5～50m間 隔の測定では,700rnコ アの全層にわたってほぼ2μS・crn-1
で,大 きな変化はほ とん どみ られない。サンプルは,5cm深 を単位 としている。
コア中のmicropartlcle濃 度　 5cm深 ごとに カッ トしたサンプルを融解 し,0.85%のNaC尼 電解液にしたあ
と,　Coulter　Counter　TAIIを 用いて粒径0.63μm以 上の粒子の濃度 と粒径分布 を測定 している。平均濃度は,
SOpt　e当 た りほぼ102個 で,大 きな変化がみられない。10サ ンプルごと(50cm深 毎)に1つ 程度,103個 を越 え
る場合があるが,こ れは,長 期の堆積 中断による粒子の高濃度化を意味する可能性はあるが,融 解水の電気
伝導度はピークを示さない。
700mコ アの年代 南極 ドームCや バー ド基地の深層コアでは,ウ ィスコンシン氷期に対応 して,　microparticle
濃度は増大 している。しかし,み ずほ700mコ アの深部 でも濃度に著 しい増加傾向は見 られないので,み ずほ
コアの年代は,15000年 よ り古いことはないと考え られる。
AVHRR画 像 によ る雲の抽 出 助教授 山内 恭,教 授 川口貞男
気象衛星NOAAのAVHRRデ ー タの赤外チャンネル3(3.55μm～3.93μm),チ ャンネル4(10.3μm～11.3
μm),チ ャンネル5(11.5μm～12.5μm)を 使用 して,そ れぞれ2つ のチャンネルを比較 し,雲 の抽出方法
について検討 した。'
1)チ ャンネル3,チ ャンネル4を 使用する方法
チャンネル4の センサで観測される放射量は地表 または雲頂より放射 されたものである。一方チャン
ネル3の センサでは,地 表または雲頂からの放射に加 え太陽放射の反射 も衛星上では観測される。チャ
ンネル3の 波長帯においては,雲 の反射率 が,雪,氷 のそれよ り大 きく,同 温の雲 と雪,氷 とでは雲の
方が高輝度 として観測される。
この 方法は,画 素単位に雲の検出を行 うことができ,ま た輝度温度 差が大 きいため,大 気補正や放射
特性等の補正 を行 う必要がな く,こ れ らの点では有利であるが,太 陽放射の影響 を利用しているため夜
間デー タには利用できない。
2)チ ャンネル4,チ ャンネル5を 使用する方法
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雲の放射特性の,チ ャンネル4,チ ャンネル5の 差から生 じる輝度温度差 を抽出し,雲 の有無 を検討
する。このため雪面の放射特性,大 気の影響によって生 じる温度差 を補正 し,視 野の大きさの違いやず
れなどの補正 をす る。 これらの補正後,輝 度温度差が0.5°K以 上あれば,雲 があるもの と判定する。
この方法は,日 射の影響 を受けないため,季 節,時 間に無関係に一様なデー タが得 られこの点では有
効であるが,雲 が厚い場合は,雲 は黒体 となってしまい,チ ャンネル4と5に よる違いがな くな り,雲
の検出が出 さない。
これ ら(1),(2)の 両方を利用することによって雲の抽出をす ることを試みている。
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平 澤 威 男 国立極地研究所 ・教授 南極MAPデ ータの総合解析






所 属 ・ 職 研 究 課 題
松 本 正 北海道工業大学 ・学長
雪氷分野に於けるマイクロ波センシングの利用に関す
る基礎的研究
樋 口 敬 二 名占屋大学(水 圏研)・ 教授 南極氷床の表面構造に関する基礎的研究
若 土 正 暁 北海道大学(低 温研)・ 助教授
南 極QueenMaud-EnderbyLand沖の 海 洋 物 理 学 的 研
究
小 野 延 雄 北海道大学(低 温研)・ 教授 衛星デー タによる南極海氷域の研究
川 口 貞 男 国立極地研究所 ・教授
衛星画像による雲,氷,雪 の識別および表面温度の評
価に関する研究
成 瀬 廉 二 北海道大学(低 温研)・ 助教授 氷床ボー リング孔の観測技術の開発
!
若 濱 五 郎
1内陸氷床における無人観測による堆積環境の基礎的研
北海道大学(低 温研)・ 教授 究
1
木 村 忠 志 国立防災科学技術センター ・室長(雪 害実験研究所)
1
γ線密度計測の雪氷密度計測への応用
山 下 晃 大阪教育大学 ・教授 極地の降水粒子の発生 と成長の研究1
巻 出 義 紘 1東京大学(理)・ 講師
1
大気中メタンの分布 と変動
岩 坂 泰 信 国立極地研究所 ・客員助教授(名古屋大学(水 圏研)・ 助教授)
ライダーを用いた雲 ・水蒸気量の測定
金 森 悟 名占屋大学(水 圏研 い 教授 南極氷床中における極微量成分の分布
佐 藤 和 秀 長岡工業高等専門学校 ・助教授 東 クイー ンモー ドラン ド氷床の涌養機構の地域特性
西 辻 昭
1氷 床中の領有探査 レー ダの設計 とエ コー特性 のシミュ
北海道大学(応 電研)・ 助教授 1レ ーション
古 賀 真 綱 鵬 徽 会研究輌 継1晶 モー トセンシングによる昭和基地北方緻 の海況解
小 山 睦 夫 京都大学(原 子炉巨 助教授 南極飛雪氷床中の微量化学成分と環境変動
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
成 田 英 器 北海道大学(低 温研)・ 講師 束 クイーンモー ドラン ドの積雪の地域的変態特性
青 田 昌 秋 北海道大学(低 温研)・ 教授
(流 氷研究施設) 海氷の厚さおよび内部構造の遠隔測定技術の検証
岡 本 謙 一 電波研究所 ・室長 南極における雪氷の電波工学一電波による海氷状況のリモー トセンシングー
渡 邉 興 亜 国立極地研究所 ・教授 束 クイー ンモー ドラン ドにおける広域降水量分布 と
その変動に関する研究
北 野 康 名古屋大学名誉教授 南極氷床コアの化学分析実施計画の確立
前 晋 爾 北海道大学(工)・ 教授 南極氷床の高度変動の研究
前 野 紀 一 北海道大学(低 温研)・ 教授 氷床 コアーの電気物性 と熱物性の研究
安 達 隆 史 日本気象協会研究所 ・部長 南極地域における大気境界層の研究
(3)科 学研 究費補助金 による研究
研 究 課 題 研究代表者 ・所属 ・職 研究所教官の分子日者
(一般研究C)
極域の雲水量 ・水蒸気量の評価に関する研究 川 口 貞 男 山 内 恭
国立極地研究所 ・教授 和 田 誠
渡 邉 興 亜
藤 井 理 行
神 沢 博
青 木 周 司
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(4)研 究成 果 の発 表
ア)学 会誌等による発表
題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月
AVHRR可 視 ・近赤外画像による海氷 山内 恭,鈴 木一哉 南極資料, 61.7
密集度の算出(英 文) 松下昌彦,清 水正修 Vol.30,NO.2,89-102
内藤靖彦
南極氷床中にしるされた火山活動 西尾文彦 極 地,43.2～9 61.8
MT-135JA気 象 ロ ケ ッ ト実 験(JARE-26)神沢 博,伊 藤幸雄 南極資料, 61.11
板倉弘明,福 沢志津夫 Vo1.30,No.2,89-102
山岸久雄,川 口貞男
Decending　 motion　 of　 Antarctic　 stratosphericIwasaka,　 Y Mem,　 NIPR　 Spec, 61.12
aerosol　 layer　 ln　 winter:　 Possible　 effect　 on Issue,45,13-18
startospheric　 water　 vapor　 budget.
Growth　 form　 of　ice　crystals　 grown　 in　air　at　lowGonda,　 T
fl 〃
supersaturation　 and　 their　 growth　 mechanism.Sei,　 T 30-37
Wada,　 M
Step　 frequency　 radar　 for　the　 measurement　 ofOkamoto,　 K 〃
〃




Textures　 and　 fabrics　 of　700-m　 deep　 ice　coreNarita,　 H 〃 〃
obtained　 at　Mizuho　 Station,　 East　 Antarctica.Nakawo,　 M 74-77
Fujii,　 Y
Spectroscopic　 measurements　 of　atmosphericMakino,　 Y 〃 〃





Variations　 of　 atmospheric　 carbon　 dioxideTanaka,　 M Mem.　 NIPR　 Spec. 61.12
concentration　 at　Syowa　 Station　 (69°0σS,39°35'Nakazawa 　 T Issue,45,94







Spectral　 measurements　 of　 the　 solar　 radiationShiobara,　 M
〃 〃







Balloon measurement of the aerosols in theMorita, Y  Mem. NIPR  Spec.  61.12
Antarctic startosphere  ( II) (abstract). Takagi, M Issue, 45, 97
Iwasaka, Y
Ono, A
Microphysics on winter enhancement ofIwasaka, Y
Antarctic startospheric aerosol: Hydration ofMorita, Y 98
sulfueic acid droplets (abstract). Ito, T
Observations of  hollow-prism snow crystals atWade, M  11  11
Mizuho Station, Antarctica (obstract). Gonda, T  100-101
Simultaneous observation of  middle-levelTakeda, T  11  11
clouds by a microwave radiometer and anLiu, G 101
8.6mm radar (abstract). Wada, M
Cloud studies at Syowa Station in EastWada, M 11  11
Antarctica by means of  laser-radar (abstract).Iw saka, Y  101-102
Detection of clouds in Antarctica from infraredSuzuki, K
multispectral data of AVHRR (abstract). Yamanouchi, T 102
Yoshino, T
Kawaguchi, S
Preliminary estimation of horizontal divergenceTakahashi, S  11  11
of drifting snow in Mizuho Plateau, East
Antarctica (abstract).
Survey of snow cover by microwave radiometerWada, M 11 II




Distribution of surface morphological featuresFujii, Y
of the ice sheet, East Queen Maud Land, 106
Antarctica (abstract).
210 Pb-dating of accumulation-free period atFujii, Y  11
yl, East Queen Maud Land, AntarcticaM suda, N 107
(abstract).
Pit observations of surface layer at the inland K v:ada, K  11
ice sheet, East Queen Maud Land, AntarcticaFujii, Y  107—  10>-
(abstract). Yoshida, M
Measurement method of temperatureNishitsuji, A  11
distribution by radar echo within the ice sheetHoshiyama, A  )8
of the Antarctic Continent (abstract). Nishio, F Wada, M
 Watanabe, 0
 -38-
題 目 著 者 詩 名 ・巻 号 ・頁 発表年月
A　probing　 radar　 designed　 for　simulation　 of　radarHoshiyama,　 A Mem.　 NIPR　 Spec. 61.12
echo　 of　a　meteorite　 within　 the　 ice　sheet　 of　theNishituji,　 A Issue,45,108-109
Antarctic　 Continent　 (　1　)　(abstract).Nishio,　 F
Wada,　 M
、Vatanabe,　 O
Intermediate-depth　core　 drilling　 at　 MizuhoKawada,　 K 〃 〃




Cloud　 Studies　 at　 Syowa　 Statio1/　 1n　 EastWada,　 M Secound　 International〃




Time　 and　 space　 variatiolls　 of　 tropospheticM.Tal/aka, Tellus,39B,3-12 62.2
carbon　 dioxide　 over　 Japan T.　 Nakazawa　 and
S.　Aoki
Seasonal　 and　 meridional　 variations　 ofM.　 Ta aka, Tellus,39B,29-41〃
atrnospheric　 carbon　 dioxide　 ln　 the　 lowerT. Nakazawa　 and
troposphere　 of　 the　 northern　 and　 southernS.　 Aoki
hemispheres
Variations　 of　 atmopheric　 carbom　 dioxideM.　 Tanaka, Tellus,39B,72-79〃
concentration　 at　Syowa　 Station　 (69°0σS,39°35'T,　 Nakazawa,











神沢 博 大気圏シンポジウム 62.3
(第1回)
1 プ ロ シー デ ィ ン グ ス,
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
層状雲のマ イクロ波放射計とミリ波 レー ダーに 劉 国勝,武 田喬男 日本気象学会 61.5
よる同時観測 和田 誠





散乱体の形と偏光解消度 岩坂泰信,大 和政彦 〃 ll
小野 晃,今 頃良一




低温下における硫酸粒子の水和過程 岩坂泰信 〃 〃
北海道 ・美幌峠の防雪柵周囲の風速分布 高橋修平,大 島俊之 日本雪氷学会 61.10
谷口清一,新 井友敬
γ線を利用した自動積雪密度測定装置 村山 寛,木 村忠志 〃 〃
渡辺興亜,藤 井理行
西尾文彦,和 田 誠
低温無電源地帯長期動作用恒温槽の予備実験1 木村忠志,渡 辺興亜 〃 〃
東南極多雪地域の積雪層位解析 佐藤和秀,渡 辺興亜 〃 〃
南極あすか基地における無人気象観測 川口貞男,佐 野雅史 〃 〃
北島健一,川 染 孝
若浜五郎,遠 藤辰雄
NOAA-AVHRRお よび地上観測による南極氷床藤井理行,山 内 恭 〃 〃
の表面状態の比較 鈴木一哉
アジア高山地域における比較氷河研究 渡辺興亜,樋 口敬二 〃 〃
1986-86年 の調査計画 と経過について




ネ パ ー ル ・ヒマ ラヤ,ヤ ラ氷 河 に お け る1函養 ・飯田 肇,遠 藤八十一 〃 〃
消耗過程 と汚れ層の形成について 寺島司郎,本 山秀明
渡辺興亜
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
み ず ほ700mコ ア のmlcrpartlcleお よ び電 気 伝 導 度藤井理行,渡 辺興亜 日本雪氷学会 61.10
の測定 池上宏一
南極中層大気の内部重力波一気象ロケッ ト連続 神沢 博 日本気象学会 61.11
発射実験観測速報一
圏界面付近の大気の動 きと成層圏エアロゾル量 岩坂泰信,荒 木真一 〃 〃
の変化
南極大気中の ミー 粒子の高度分布 森田恭弘,岩 坂泰信 〃 〃
塩原匡貴,神 沢 博
南極成層圏エアロゾル量の春の変化:南 極 オゾ 岩坂泰信,小 野高幸 〃 〃
ンの減少(オ ゾンホール)と 関連 して 野村彰夫
1986年 の黄砂観測(レ ーザ ・レーダ観測及びそ岩坂泰信,岡 田菊夫 〃 〃












氷床中の限石探査 レーダの設計とエコー特性の 星山満雄,西 辻 昭 第9回 極域気水圏シン 61.12
シ ミ ュ レ ー シ ョ ン(2) 西尾文彦,渡 辺興亜 ポジウム
和田 誠
NOAA衛 星のTVOSに よる水蒸気量の算出清水正修,山 内 恭 〃 〃
川口貞男,芳 野赴夫
Changes　 ln　 Antarctlc　 ozone　 content一近藤幸治,岩 坂泰信 〃 〃
measurements　 at　Svowa　 Statlon　 　 　 　 　 　 　 鈴 木 剛 彦,金 戸 進一
1
0bservatlon　 of　atmospherlc　 mlnor　 constltuents　 牧 野 行 雄,村 松 久 史〃 〃
by　FTIR　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 ミ川口貞男,山 内 恭
田中正広,小 川利紘
Aerosol　 content　 changes　 and　 thelr　 effect　 on岩坂泰信 〃 〃
ozone　 ln　the　 Antarctlc　 stratosphereG　 Y.　 Sh1
近藤幸治
南極昭和基地における気象ロケット連続発射実 神沢 博,川 口貞男 〃 〃
験で観測された内部重力波
マイクロ波放射計による予備観測 和田 誠 〃 〃
1
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
AVHRR可 視 ・近赤外画像による海氷密集度の算鈴木一哉,山 内 恭 第9回 極域気水圏シン 61.12
出 松下昌寿,清 水正修 ポジウム
内藤靖彦
AVHRR画 像による雲の抽出と表面温度分布 田中信也,鈴 木一哉 〃 〃
山内 恭,川 口貞男
東クイーンモー ドラン ドにおける氷床表面形態 藤井理行 〃 〃
の広域分布特性
ア イ ス レー ダー ・エ コー の 分 類(II) 西辻 昭,星 山満雄 〃 〃
西尾文彦,渡 辺興亜
和田 誠
昭和基地の二酸化炭素濃度(1985) 村山治太,田 中正之 〃 〃
中澤高清,川 口貞男
山 内 恭,}'f木 周 司
塩原国費
南極におけ る中間圏ナ トリウム層のライダー観 野村彰夫,岩 坂泰信 〃 〃
測にみ られ る大気波動現象 福西 浩,平 沢威男
川口貞男,鹿 野哲生
南極大気中のサルフェイ ト粒子の分子形につ い 大和政彦,岩 坂泰信 〃 〃
て 岡田菊雄,小 野 晃
西尾文彦,深 堀正志
吉田 稔
南極大気中の ミー粒子の高度分布(2) 森田恭弘,岩 坂泰信 〃 〃
塩 原匡貴,神 沢 博
南極あすか観測拠点における無人気象観測試験 遠藤辰雄,川 口貞男 〃 〃
佐野雅史,若 浜五郎




みずほ700mコ アの電気伝導度 と微小固体粒子藤井理行,渡 辺興亜 〃 〃




みずほ高原における地吹雪の水平発散と表面堆 高橋修平 〃 〃
積
南極氷床内陸部における長期堆積中断 藤井理行,佐 竹洋 〃 〃
ポ ー ラ ー パ トロ ー ル バ ル ー ン 気 球(PPB)と 中山中大学・山崎孝治 第1り回電離圏砂気 ・1総 62.1
層大気力学 神 沢 博 、合 観 測 シ ン ポ 三 ウ ム
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二酸化炭素の広域観測 田中正之,中 澤高清 〃 62.1
青木周司
気象ロケ ットによる観測 神沢 博 〃 〃
南極昭和基地における重力波 神沢 博 STE研 究連絡会 61.9
Interrnational　 gravity　 waves　 in　the　 AntarcticKanzawa,　 H Sen/inar　 orl　studies　 of61.7
middle　 atmosphere. large-scale　 atmosphe一
ric　processes　 by　 use　 of
models,　 Kyoto
Comparison　 of　surface　 conditions　 of　the　 inlandFujii,　 Y Second　 sympsium　 on61.9
ice　sheet,　 East　 Queerl　 Maud　 Land,　 AutarcticaSuzuki,　 K remOte　 SenSlng　 ln
derived　 from　 NOAA　 AVHTRR　 data　 withTanaka,　 S Glaciology
ground　 observation. Yamanouchi,　 T
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3.地 学研 究 グループ
(a.地 学 一 般)
(1)一 般研 究
東南極 盾状地 の地質学的 ・岩石 学的研 究
助教授 白石和行,矢 内桂三,助 手 小島秀康,客 員助教授 広井美邦
1.東 クイー ンモー ドランドの地質学的 ・岩石学的研究
昭和基地周辺で明らかになった中圧型累進変成作用をテ クトニ クスの面から解釈す るために以下の3つ
の点について,共 同研究者 らと共に研究を進めている。
イ.地 球化学的研究:変 成岩類 を貫 く塩基性岩脈の化学組成か ら火成活動の性質を決定 し,そ のテクト
ニ クス場 を推定す る。
ロ.地 球年代学的研究:変 成岩の原岩 と変成作用の年代を求める。これまでのデー タで不十分な地域 を
中心により確からしい年代 を求める。
ハ.構 造地質学的研究:野 外調査に基づいて構成 された変形史についてはまだ不十分な点が 多く,今 後
の詳細な調査に待つ ところが多い。 しか し,現 時点での結果 をゴン ドワナ大陸復元後の延 長地域である
ス リランカや イン ド南部 と比較す ることが可能である。文献調査によれば,ス リランカのハ イラン ドシ
リーズの変形史 と調和的である。
以上の3点 を総合 し,こ の地域のゴン ドワナ大陸におけるテ クトニックな位置づけを確立 しつつある。
2.七 一ルロンダーネ山地の地質学的研究
第25次 より3ケ 年にわたる概査の結果 をまとめた。 この地域にはグラニュライ ト相を特徴づける鉱物組
合せが泥質岩,塩 基性岩 ともに,ほ ぼ全域にわたってみられることが明 らかになった。しか し,現 在の と
ころ,こ の中に方向性 をもった温度構造を設定できていない。 また,南 西部の低変成度勇断帯の意味 を考
察 し,こ の帯が巾10km以 上にわたるリフ ト帯であるというモデルを提案した。
3.西 クイーンモー ドラン ドの岩石学的研究
西 クイー ンモー ドラン ドの1°W～5°Eの 地域 に分布する変成岩の岩石学的研究 をノルウェー極地研究所 と
の共同研究 として開始 した。本年は泥質変成岩の岩石記載 と鉱物化学的研究を実施 した。この結果,以 下
の結論を得た。1)こ の地域の広域変成作用は中圧型で変成度は西か ら東へ角閃岩相高温部からグラニュ
ライ ト相へ と上昇する。2)殆 ど全ての岩石に,顕 著な後退変成過程が認められ,童 青石 ・紅柱石を生 じ
ている。更に局所的な温度 上昇によると思われる珪線石が観察される。1)は この地域の南西に隣接する
地域で南西か ら北東へ角閃岩相低温部から高温部へ と変成度が上昇することと関係があろか もしれない。
2)は5～6億 年前を中心 とする広範な深成岩類の活動による接触変成作用を示すのてあろう。
南極地域 の氷河地 形,周 氷河 地形 および後 期新生代 地質 に関 す る研究
教授 吉田栄夫,助 手 森脇 喜一
1.七 一ルロンダーネ山地の地形学的研究
現在,地 学部門では,東 クイー ンモー ドラン ドのセールロンダー ネ山地の調査が,研 完の一一つの中心で
ある。地形学分野では,本 年度は60年 度の調査資料 を分析 し,1)現 在の地形形成作用に関す る実験的研
究 として,南 極で初めて年間 を通 じての地中温度プロファイルの連続的測定に成功 し,乏 た凍 上,物 質移
動等を測定 して,こ の地域の周氷河作用の解明の端緒 を得た。2)斜 面形を氷河性 と周氷河性に区分して
地形発達 をとらえることが試みられている。3)氷 床の変動を地形から明らかにするため,モ レー ンの区
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分が試みられ,現 在の ところ7回 の氷床後退の停滞期 ないしは再進出期が識別できるのではないか との結
果 を得た。以上は他大学の研究者 との共同研究によって進め られている。
2.リ ュツォ ・ホルム湾周辺の地形。
1)グ ンネラス堆 を横断する航路上において,"し らせ"か らスパーカーに よる地震探査が試みられ,グ ン
ネラス堆が地塁状の形態を示す こと,と くにその東側の山脚近 くには凹地があって,こ の断層 と推定 さ
れる部分は リュツォ ・ホルム湾中央の海底谷ないし急斜面で示 され る推定断層に連続するらしいことが
明らかになった。
2)東 西両 オングル島において,地 形学図作成資料 を補な うため行った調査結果を整理 し,と くに顕著な
東西方向の過 去の氷床による氷 食のほか,南 北方向の氷食も行われたことが確認 された。
昭和基 地周辺 の固体地球 物理学的研 究 教授 神沼克伊,助 教授 渋谷和雄
地学部門において固体地球物理 を担当す る教官は61年4月 現在,専 任の神沼克伊,渋 谷和雄の2名 である。
(1)重 力測定
57,58年 度に南極で得 られたデー タの整理 を行った。"し らせ"の 海上重力計NIPRORI-1の システム改
良 を大幅に行 い,一 貫 した計算機デー タ処理が可能になった。また得 られたデータを用いて,測 線上で
の重力異常 を求めた。
(2)人 工衛星
人工衛星デー タを用いて,エ ンダー ビー ラン ドの氷床表面の形態を求めた。
(3)GPS
昭和基地やあすかでGPSが 運用できるよう航空機 を用いてテス トをくり返 した。
(4)自 然地震観測
前年同様の 方式でデータ編集がなされ,　JARE　 DATA　 REPORTS　 NO.　115と してまとめ られた。
(5)航 空磁気測量
昭和基地一みずほ基地間の磁気異常分布測線を求め,人 工地震測線下の総合的な地殻構造解析にデー
タを供す るとともに,み ずほ高原モレー ン域の磁気異常分布 を求めた。
南極 エ レバ ス火山の地球物理 学的研究 教授 神沼克伊,助 教授 渋谷和雄,客 員教授 勝井義雄
「エ レバス火山国際地震研究(日 本,ニ ュージーラン ド,ア メリカ)」 の第6シ ー ズン目として,現 地調査
に神沼克伊が参加 した。 日本においては前年同様 これまで得 られたデー タの整理,解 析 を中心に研究 を進め
た。
本年は噴火活動の様式 とメカニズム,発 生する地震波形の特徴などの解析 を中心に研究がすすめ られた。
またロス島の重力測定について も重力異常 を求めた。
古地磁 気学 的研 究 助手 船 木 實
ゴン ドワナ大陸の再構成では,昭 和基地のある リュツォ ・ホルム湾付近には,ス リランカが接合 される可
能性が極めて高い。それゆえス リランカの岩石を昭和基地付近のそれ と比較する古地磁気学的研究を行った。
その結果をみると,ス リランカのハイラン ドグループ とビジャングループは少な くとも中生代以前の時代の
異なる数種類の自然残留磁気 を記憶 しており,昭 和基地付近 より複雑である。 しか し,ビ ジャングループの
自然残留磁気の1成 分は昭和基地の岩石の自然残留磁気 と平行であることから,両 者は極めて近い位置にあっ
たことが推定された。
5億 年の変成年代 を示す岩石は広 くゴン ドワナ大陸を構成 していた諸大陸で認め られている。本年は,オ ー
ス トラ リア南極観測隊に参加 し,モ ー ソン基地一デービス基地間で,ま たブラジルの リオデジャネイロ周辺
の地域で5億 年前後に最終変成 した岩石の採集 を行なった。
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含 火山灰氷の 自然残 留磁 気の研 究 助手 船木 實
南極氷床中に含まれる含火山灰氷の持つ磁気は何 を意味 しているか を調べ るため,雪 と岩粉 を用いた実験
的研究 を行なった。
その結果 雪に孔隙があ り,磁 性粒子が,下 層の雪粒に落下す る場合や雪面で回転ができる時に地球磁場
方向の磁化 を獲得す ることが判明 した。獲得する磁化の強さは時間に対 し指数関数的に増 える。 また温度が
高い(-10°C)方 が低い(-20℃)時 より早 く磁気 を獲得す る。
自然の雪のように板状結晶の場合,最 終的に獲得する磁化 方位は地球磁場 より水'ド的になるが,氷 片のよ
うな形状の雪の場合には,地 球磁場 と平行な磁化 を獲得する。それゆえ南極大陸上に積 った雪が最初に獲得
す る磁化は地球磁場 より伏角が浅 くなり,そ れがそのまま氷になるまで引 き継がれる可能性があることが判
明 した。
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
柴 田 賢 地質調査所 ・課長 南極産岩石の同位体地学的研究
白 幡 浩 志 室蘭工業大学 ・助教授 東南極変成岩類の同位体年代及び岩石化学的研究
木 崎 甲子郎 琉球 大学(理)・ 教授 東南極の変成分帯に関する岩石学的研究
浅 田 敏 東海大学(開 発技研)・ 教授 液温補償装置を用いる極域用水管傾斜計の開発
瀬 川 爾 朗 東京大学(海 洋研)・ 教授 SEASAT　 ALTIMETRYデ ータによる南極大陸氷床地形の研究
中 谷 周 弘前大学(理)・ 助教授
古環境の推定と気水圏の変遷の推移に関する地球化学
的研究
仲 井 豊 愛知教育大学 ・教授 七一ルロンダーネ[1」脈地域の地質学的岩石学的研究
蟹 沢 聰 史 東北大学(教 養)・ 教授 南極地域の塩基性変成岩脈および岩床の岩石学的 ・地球化学的研究
藤 原 健 蔵 広島大学(文)・ 教授 内陸山地における地形解析
平 川 一 臣 山梨大学(教 育)・ 助教授 南極沿岸露岩地域の地形学的研究
大 町 北一郎 山形大学(理)・ 教授 昭和基地周辺の鉱物資源評価に関する研究
木 下 肇 千葉大学(理)・ 教授 極球における地殻磁気異常
倉 沢 一 地質調査所 ・室長 南極マ クマー ド地域火山岩類の地球化学的研究
勝 井 義 雄 国立極地研究所 ・客員教授
(北海道大学(理)・ 教授)
西南極における火山および火山岩の研究
広 岡 公 夫 富山大学(理)・ 教授 火山灰を含む氷の磁気的性質の研究
船 木 實 国立極地研究所 ・助手
占地磁気学か ら見たエルスワース山脈のプレー ト運動
の研究
立 川 涼 愛媛大学(農)・ 教授:南 極地域の環境汚染の化学的研究
1
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
山 中 三 男 高知大学(理)・ 教授 リュツォ ・ホルム湾周辺地域の花粉分析か らみた環境の研究
松 本 彿 夫 山口大学(理)・ 教授 リュツォ ・ホルム湾及びや まと山脈地域の地質学的研
究
松 原 聰 国立科学博物館 ・研究員 南極産鉱物の記載および鉱物学的研究
浅 見 正 雄 岡山大学(教 養1・ 助教授
ゴン ドワナ大陸における東 クイーンモー ドラン ドの地
質学的研究
大 内 徹 神戸大学(理)・ 助手
一一
南極の地震活動と地球潮汐との関係に関する研究
神 沼 克 伊 国立極地研究所 ・教授 エレバス火山の山体構造 と噴火のメカニ ズム
(3)科 学研究費補助金 による研究
研 究 課 題 研究代表者 ・所属 ・職 研究所教官の分担者
(一般研究C)
人工衛星位置決定装置によるジオイド高の短波長undulatlon神 沼 克 伊 渋 谷 和 雄
に関する研究 極地研 ・教授
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Note on the gelolgy of the western part of theKojima, S. Mem.  Natl Inst. 61.9
 Sor Rondane Mountains, East Antarcita Shiraishi, K. Polar Res.,  Spec.
Issue, 43, 101-115
Mode of occurrence, bulk chemical  compo-Hirio, Y.
sitions, and mineral textures of ultramafic rocksShiraishi, K.  62-84




Geological map of Botnneset,  1  : 25,000 Shiraishi, K. Antarct. Geol. 62.3
(with Explanatory Text, 9p.,  8p1.) Yoshida, M. Map Ser., Sheet 25.
Alkanes and Alkanoic acids in the BeaconMatsmoto,  G. Mem. Natl Inst. 61.9
Supergroup Samples from the Allan Hills andFu aki, M. Polar Res. Spec.
the Carapace Nunatak in Antarctica. Machihara, T. Issue, 43,  149-158.
Watanuki, K.
Preliminary studies of natural remanentFunaki, M. Ir II
magnetization of the rocks collected from OngulWasilewski, P.  37-47
Island, East Antarctica.
Paleomagnetic studies of Palozoic rocks fromFunaki, M. Rock Magnetism 61.12
the Ellsworth Mountains, West Antarctica. Yoshida, M. Paleogephi. 13,  35—  38.
NRM acquisition mechanisms for snowFunaki, M.
involving rock dusts Sakai, H. 13,  55—  99
Earthquake swarms on  Mount Erebus,K. Kaminuma et al.J. of Geodynamics, 61
Antarctica 6,  391—  404
An aeromagnetic survey around Syowa Station,K. Shibuya and Ir
East Antartica. K. Kaminuma 6,  387—  389
 Long- term underground temperature measure-T. Nagao and
ments at Syowa Station, East Antarctica K. Kaminuma 6,  297—  308
Gravity anomaly in and around Antarctica andJ. Segawa and Ir
its tectonic implications. K. Kaminuma, et al 6,  309-326
 Glacio-  geophysical implication of an NNSSK. Shibuya
positioning in and around Syowa Station, East 6,  327—  346
Antarctica
Comments on the map of  free-  air gravityJ. Segawa and Mem.  Natl Inst. 61.9
anomaly of the Antarctic region. K. Kaminuma. et al.Polar Res., Spec.
Issue, 43,  19-22
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Processing　 of　 sea　 gravity　 data　 using　 on-lineJ.　Segawa　 and Mem,　 Natl　 Inst. 61.9
navigational　 information　 of　 icebreakerK.　Kaminuma,　 et　al.Pol r　 Res.,　 Spec.
SHIRASE. Issue,43,13-18
Surface　 configuration　 of　the　Antarctic　 ice　sheetK.　 Shibuya　 et　 al. 〃 〃
1n　 the　 sector　 30°E-80°E　 uslng　 SEASAT 43.1-12
altimetry　 data.
■
1985-1986年 マ クー ドサ ウ ン ド地 域 の 国 際 共 同神沼克伊 南極資料 61.7
観測 Vol.30,No.2,138-147




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
東南極大陸 ・七一ルロンダー ネ山地の変成岩 と 白石和行,小 嶋 智 日本地質学会 61.5
深成岩
東南極 ・七一ルロンダーネ山地の塩基性変成岩 白石和行,小 嶋 智 三鉱学会 61.9
類
ブ リンスオラフ海岸および北部宗谷海岸産の石 広井美邦,白 石和行 第7回 南極地学シンポ 61.10
灰珪質岩の岩石学的研究 本吉洋一 ジウム
アル ミナに乏 しいメタベ イサイ ト中の鉱物の共 広井美邦,白 石和行 〃 〃
生関係
七一ルロンダーネ山地における現在の地形変化 松岡慧知,森 脇喜一 〃 〃
について 岩田修二
七一ルロンダーネ山地西部の斜面形 岩田修二,鈴 木平三 〃 〃
白石和行,佐 野雅史
七一ルロンダーネ山地で氷床の後退はい くつか 森脇喜一,松 岡憲知 〃 〃
のステー ジに区分できるか 岩田修二
セールロンダーネ山地中央部の地質 小島秀康,石 塚英男 〃 〃
東南極 ・七一ルロンダーネ山地西部地域の塩 基 白石和行,小 嶋 智 〃 〃
性 ～中性変成岩類
七一ルロンダーネ山脈の変成岩 と変成作用 山崎美佐子,吉 倉紳一 〃 〃
石塚英男,小 島秀康
グンネラス堆での音波探査 森脇喜一,松 岡憲知 〃 〃
吉田栄夫
ブライド湾お よびグンネラスバ ンクで採集 され 白石和行,藤 原健蔵 〃 〃
た海底礫について
昭和基地付近の氷河地形学的観察補遺 吉田栄夫 〃 〃
ピラタスポーターPC6の 位置決定データ集録シス渋谷和雄,吉 田栄夫 〃 〃
テムについて
エ レバ ス火山の定常的地震活動 と噴火 神沼克伊 他 地震学会,日 本火山学 61.4
会,共 催
南極観測用航空機 ピラタスPC-6の データ集録シ渋谷和雄,吉 田栄夫 日本測地学会 61.5
ステム
1関東地方におけるNNSSト ラ
ンスロケーションテ,渋 谷和雄 他 〃 ル
ストとその南極域への応用について
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
SEASATレ ーダー高度計による南極氷床地形渋谷和雄 他 第7回 南極地学 シンポ 61.10
(30°E-80°E) ジウム
南極 リュツオ ・ホルム湾における航空磁気測量 渋谷和雄,神 沼克伊 〃 〃
と地磁気異常 他
第27次 「しらせ」南極航海における海上重力測神沼克伊 他 〃 〃
定
南 極 ・エ レバ ス 火 山 の1984～1986の 地 震 活 動神沼克伊 他 地震学会 61.10
南極 ・エ レバ ス火山での人工地震観測 神沼克伊,渋 谷和雄 日本火山学会 61.9
他
第27次 「しらせ」南極航海における海上重力測 神沼克伊 他 日本測地学会 61.10
定(続 報)
船上重力計NIPR-ORIモ デルII型 神沼克伊 他 〃 〃
南極エレバ ス火山の火山性微動 網野 順,神 沼克伊 第7回 南極地学シンポ 〃
ジウム
ロス島の重力測定 三浦 哲,神 沼 克伊 〃 〃
小山悦郎
西南極 ロス島地域の超苦鉄質～普銀質ゼノリス 新井田清信,神沼克伊 〃 〃
渋谷和雄
重力異常か らわかる南極域の地殻 ・上部マン ト 松本 剛,瀬 川爾郎 〃 〃
ル構造 神沼克伊
七 一 ル ロ ン ダ ー ネ 山 脈1550ヌ ナ タ クの 古 地 磁 気滝 上 豊,兼 岡 一一郎 〃 〃
学用岩石試料の年代測定 船木 實
南極産含火山灰氷の自然残留磁気 船木 實,酒 井英男 第9回 根城気水圏シン 61.12
ポジウム
岩石粉を含む雪の自然残留磁気 酒井英男,船 木 實 〃 〃




南極 陽石 の分類 学的研究 助教授 矢内桂三,助 手 小島秀康
現在当研究所には,1984-85年 シーズンまでに発見採集 された5618個 の限石が保管されている。これ らは
順次継続 して同定 ・分類が進め られてお り,60年 度までにY-83ま での限石のうち300gを 越 えるコン ドライ
トとエコン ドライ トについておこなわれた。今年度はY-84の うち上記の範中に入るもの と,300g以 下のコ
ン ドライ トについてY-791000ま で行った。この中で新 に世 界で5番 目の月F貴石(内4個 は当研究所所有)と
世 界で初めて斜方輝石 を含むパラサイ トを発見 した。5番 目の月限石は,こ れまでの斜長岩質角礫岩 とはち
がい,輝 石,カ ンラン石などの有色鉱物の比率が高い。詳細な研究はこれか ら行われ るが,こ のちがいは何
回にも渡 って月の岩石が地球に落下 している,す なわち月の異なる地点か らの岩石の飛来 を意味 しているの
かが注 目される。 もしそうであるならば,南 極での月限石の発見が,そ の数に応じたちが った地域へ の月探
査に匹敵す るととらえることもできるからである。
また新 に分類 されたパ ラサ イ トは,こ れ までに報告 されているものの中で最 もMgに 富んでお り,斜 方輝石
を含む ことが特徴である。これまでは,ご く微細な2次 的に生成 したと考えられる斜方輝石は報告 されてい
るが,カ ンラン石 と共生 している初生の斜方輝石の報告は今回が初めてであ り,カ ンラン石 と斜方輝石 を等
量含む ロー ドラナイ トとの関係 も注 目される。
南極 陽石 南極 積石 の総合磁 気的研究 助手 船木 實
阻石中に含 まれる磁性鉱物で,テ トラテーナイ トが最 も強 くしか も安定な自然残留磁気を担っている。 し
か しこの鉱物は一般に少量 しか限石中には含まれず,そ の存在 を決定するのは極めて困難である。この問題
を解決するため次の方法 を試みた。
阻石表面に磁性液体 を塗布 した場合,強 い残留磁気 を持つテ トラテーナイ トに磁性液体が濃集する可能性
が極めて高い。これを明視野及び暗視野顕微鏡で見ることにより,テ トラテーナイ トを決定する。この方法
で,阻 鉄 中のテ トラテーナイ トはオ クタヘ トライ トのラメラ中に認め られ,　NRM強 度は場所によ り大 きく異
なることが判明 した。またコン ドライ ト中のテ トラテーナイ トは,テ ーナイ トの リムやテーナイ ト中にスポッ
ト状に存在す ることが判明 した。この方法では,一 部のプレサ イトも強い残留磁気を持つことか ら,プ レサ





研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
吉 田 栄 夫 国立極地研究所 ・教授 南極陽石の分類に関する総合的研究
イ)一 般共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
原 田 馨 筑波大学(化 学系)・ 教授 南極産炭素賀陽石中の有機化合物の研究
百 瀬 寛 一 信州大学(理)・ 教授 ll貴石 と鉄 ・ニッケル合金の磁性 との比較研究一特に南極限石について一
(3)科 学研究費補助金 による研究
研 究 課 題 研究代表者 ・所属 ・職 研究所教官の分担者
(一般研究A)
南極産損石の分類学的研究と陽石カタログの作成 矢 内 桂 三 小 島 秀 康
(極地研究所 ・助教授)





題 目 著 者 詩 名 ・巻 号 ・頁 発表年月
A　 revlew　 of　 the　 Yamato-80,　 -81　 arld-82Graham　 A. Mem.　 Natl　 Inst. 61.7
meteOrite　 COIleCtiOnS. Yanai　 K. Polar　 Res,,　 Spec.
Issue,41,167-180
An　 investigation　 of　the　 unusual　 carbonaceousBarber　 D. Meteoritics　 21,　 33061.12
Yamato-82042　 by　 transmission　 electronYanai　 K,
.
mlcroscopy.
Osurnilite　 cornposition　 ln　 varlous　 chondriticKato　 T. Mel'eoritics　 21, 〃
meteorites. Miura　 Y. 410-411
Yanai　 K.
Preliminary　 studies　 of　 the　 Yamato-791839Yanai　 K. Meteoritics　 21, 〃
ureilite　 with　 melt-portion. Kojima　 H. 544-545
Oxygen　 isotopic　 compositions　 of　 severalMayeda　 T. Meln,　 Natl　 Inst. 62.3
Antarctic　 rneteorites. Clayton　 R. Polar　 Res.,　 Spec,
Yanai　 K. Issue,46,144-150
南極の科学,南 極阻石綿 分担執筆者16名 古今書院440頁 〃
Magnetic　 properties　 of　lamellar　 tetrataenite　 inFunaki,　 M. Mem.　 Natl.　 Inst. 61.
Toluca　 iron　 rneteorite. Nagata.　 T. Polar　 Res.　 Spec.
Danon,　 J, Issue,41,382-393
Magnetic　 properties　 of　 tertrataenite-richNagata,　 T. 〃 〃
meteOriteS　 II. Funaki,　 M. 364-381.
Danon,　 J.
Magnectic　 properties　 of　 Yamato　 791197　 1nNagata,　 T. 〃 〃





題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
南 極 明 石 の 分 類;stony-ironに つ い て 矢内桂三,小 島秀康 日本地質学会 61.5
筏井 さつき
Relation　 between　 Mg-value　 and　 An-content　 ofMiura　 Y. (山 口大)49th　 annual　 rneeting61.9
plagiolcasecompositioninchondriticrneteoritesMiu a　 H.　 (　 〃　 )f　 he　 Meteoritical
Yanai　 K. Society
An　 investigation　 of　the　 unusual　 carbonaceousBarber　 D. 〃 〃
chondrite　 Yamato-82042　by　 transmission (サ セ ックス大)
electron　 microscopy. Yanai　 K.
Prelirninary　 studies　 of　 the　 Yanato-791839Y nai　 K. 〃 〃
ureilite　 with　 melt-portion. Kolima　 H.
Osurnilite　 cornPosition　 in　 various　 chondriticKatoT.　 (山 口大) 〃 〃
meteorites. Miura　 Y.　 (　 〃　 )
Yanai　 K.
炭素質阻石中の不透明鉱物について 小島秀康,矢 内桂三 日本岩石鉱物鉱床学会 62.2
筏井さつ き
ユニー クなコン ドライ ト質陽石について 矢内桂三,小 島秀康 〃 〃
筏井さつ き
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4.生 物研 究 グループ
(1)一 般研 究
表 面 海 水 モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ム の 試 作 助 教 授 福 地 光 男,教 授 星 合 孝 男,助 手 渡 辺 研 太 郎
日本 南 極 地 域 観 測 隊 で は,第25次 隊 の"し らせ"就 航 以 来,航 路 上 で の 連 続 ポ ン プ 採 水 に よ る 表 面 海 水 中
ク ロ ロ フ ィルa量 連 続 測 定 を継 続 して きた 。第25次 隊(1983/84年)で は 測 定 結 果 を 記 録 紙 上 に 記 録 す る 方 法,
さ ら に 第26次 隊(1984/85年)で は 測 定 及 び 記 録 をパ ソ コ ン で コ ン トロ ー ル す る方 法 が 試 み られ た 。1985/86
年 の 第27次 隊 で は,さ ら に 連 続 測 定 項 目 を増 や し,"表 面 海 水 モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ム"を 試 作 した 。
船 底 よ り汲 み 上 げ た 海 水 は,観 測 室 内 へ 運 ば れ,先 ず,目 合5mmの フ ィル タ ー を 通 り(大 型 動 物 プ ラ ン ク
トン,オ キ ア ミ類 を トラ ップ す る た め),次 い で バ ブ ル トラ ッ プ 通 過 の 際 に 小 気 泡 を除 去 さ れ る 。 そ の 後,以
下 の 各 セ ンサ ー 部 を通 過 す る 。
① 流 量 セ ン サ ー　:　Applied社 製,　 paddle　 whee-　 1型,0～250cm/sec
② 水 温 セ ンサ ー　:　Applied社 製 サ ー ミス ター
③ 塩 分 セ ンサ ー　:　Applied社 製4　 electrode　 dual　glass型
④DOセ ンサ ー　:　Danfoss社 製po}arograph型
⑤ ク ロ ロ フ ィル セ ンサ ー　:　Turner　 Designs社 製,10-005R型 フ ロ ー セ ル タ イプ
⑥ プ ラ ン ク トンセ ン サ ー　:　MeyerSystems社 製Multipe-orificefourannularelectrodes型,直径0・42～4・2mm
の 粒 子 を測 定 。
① ～ ⑥ を通 過 した 海 水 は,流 し に 導 か れ,そ の 一 部 を⑦ テ クニ コ ン社 製 オ ー トア ナ ラ イ ザ ーIIで,海 水 中SiO3
あ る い はNO3-N+Na2-Nの 連 続 測 定 に 供 され る 。 ア ナ ラ イ ザ 一-IIで は タ イマ ー と電 磁 弁 の 組 合 せ に よ り,
通 常6時 間 毎 に,ス タ ン ダ ー ト とブ ラ ン ク を測 定 した 。
これ ら① ～⑦ か らの 電 気 信 号 はEPCSと 呼 ば れ る 入 出 力 装 置 を経 て,シ ス テ ム 制 御 部(パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー
タ ーYHP-9836C,264Kbvte,5イン チ 用 デ ィ ス ク2ド ラ イブ)に 入 る 。海 水 の 諸 情 報 の 他 に,航 海,気 象 情
報 と して,　GMT,位 置,　LMT　 (GMTと 経 度 か ら そ の 場 所 のLMTを 計 算 す る)船 速,水 深,気 温,冷 却 水 取
込 水 温 の デ ー タ も イ ン ター フ ェ ス(太 陽 計 測 社 製)を 経 て 制 御 部 へ 入 る 。
海 水 情 報 及 び 航 海 ・気 象 情 報 に つ い て の デ ー タ 集 録 は,5分 間 隔 で 行 い,そ の 都 度,フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク
へ の 集 録,プ リ ン タ ー(エ プ ソ ン 社 製)で の デ ー タ リ ス ト出 力 を行 う 。 ま た,　CRT上 に は 常 時 時 系 列 デ ー タ
が 表 示 さ れ て お り,24時 間 間 隔 で プ ロ ・ タ ー(YHP社 製7475A型)に よ り,CRT上 の 時 系 列 グ ラ フ を プ ロ ッ
トす る 。 尚,デ ー タ集 録 の 間 隔 は 可 変 で あ る 。
ク ロ ロ フ ィ ル 自動 連 続 観 測 用 係 留 ブ イ シ ス テ ム の 試 作
助 教 授 福 地 光 男,教 授 星 合 孝 男,客 員 助 教 授 高 橋 正 征
ク ロ ロ フ ィ ル 自動 連 続 観 測 用 係 留 ブ イ シ ス テ ム は,セ ンサ ー 部,デ ー タ ロ ガー 部,電 源 部 か ら構 成 さ れ る 。
現 場 クロ ロ フ ィ ル 測 定 用 に,英 国Chelsea　 Environment社 製Aquatrackaを 使 用 し た 。長 期 係 留 に 伴 う 付 着 物 を
除 去 す る た め,2つ の レ ン ズ面 は 一 時 間 毎 に ブ ラ シ に よ り洗 浄 し た 、 そ の 他,サ ー シ ス タ 温 度 セ ン サ ー(宝
製 作 所PXA-64)と 圧 力 セ ン サ ー　l　Valldvne社P305D-56)を付 け,水 温 と水 深 の 計 測 を 行 っ た 。デ ー タ ロ ガ ー
部 は,各 セ ンサ ー よ りの ア ナ ロ グ計 測 デ ー タ を12ビ ・ トA'Dコ ン バ ー タに よ りデ ジ タ ル計 測 デ ー タに 変 換 し
て,内 部 メモ リに 記 憶 す る 、記 憶 デ ー タは 外部 コ ミニ ュ ケ ー シ ョン イ ン ター フ ェー ス を 介 して 外 部 の コ ン ビ ュー
タ へ 計 測 デ ー タ を 出 力 で き る と共 に,外 部 コ ン ピ ュ ー タ よ りの マ イ ク ロ コ マ ン ドに よ っ て,デ ー タサ ン プ リ
ン グ の 時 間 設 定,メ モ リの 内 容 チ ェ ・・ク等 が 行 な え る、電 源 部 は12V36AHの ドラ イ フ ・/トバ ッ テ リー5個 か
ら成 り,3直 列 をAquatrackaJIJと し て2並 列 をデ ー タ ロ ガ ー 用 及 び ブ ラ シ 洗 浄 モ ー ター 用 と し た 。全 シ ス テ
ム の 省 電 力 化 の た め,　CPU,　 LSI,　 IC,　等 は 低 消 費 電 力 型 のCMOSタ イ プ を使 用 し,計 測 時 以 外 は 各 セ ン サ ー
へ の 電 力 を停 止 し た 。
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係留ブイシステムによるデータ収録は1時 間毎に行 う。毎正時に3セ ンサーか らのデー タを収録 し,次 い
で,ブ ラシ洗浄を行 う。その後,再 度3セ ンサーデー タを収録する。
昭和基地 定着氷 部のice　algaeの 生 態学的研 究
助手 渡辺研太郎,教 授 星合孝男,客 員助教授 高橋正征
昭和基地周辺の定着氷下部には,秋 と春～夏の2回 にわた り,　ice　algae群 集が著 しく増殖 し,現 存量が極大
となる。この群 集がどのように形成 され成長 したかを明らかにするため,出 現構成種 の季節変化 を調査 した。
1983年3月 か ら1984年1月 にかけて,昭 和基地北方の北の瀬 戸に設けた定点で採集した海氷F部 の固定標本
について,光 学顕微鏡,電 子顕微鏡により観察を行 ない,チ ェックリス トを作成す るとともに,出 現種 ごと
の計数 を行 なった。
出現 した藻類は珪藻類,渦 鞭 毛藻類,珪 質鞭 毛藻類などで,と りわけ羽状 目の珪藻類が極めて高い優 占度
を示 した。年間 を通 して出現率の高かったのは,　AvaPhiPγOTa　kzイffeγathii,　.Nitzschia　Lecointei,　N.　s励 磁,N.
tuTgicluloides,　Pleurosigma　 directumな どだった。この うち1～3番 目の種は,春 か ら秋にかけてのice　algae
の現存量が最大 となる時期に高い出現率 を示 し,現 存量の増加に大き く寄与していることが明らか となった。
また夏期,海 水中でしば しば大増殖するPhaeocystis　sp.が3,4月 にのみ高い出現率で海氷中に見出されたほ
か,海 氷流失後に形成 された新生水中に,こ れまでプランクトンとして報告されている中心 目珪藻類が比較
的高率で認め られた。これ らの事より,海 水中の微細藻類が海氷の成長に伴って海氷中に取込まれ,そ の中
の一部の種だけが海氷中で増殖す ることが示された。
結 氷期のサ ロマ湖のice-algaeお よび動物 プラ ンク トン群 集 に関 す る研 究
助手 渡辺研太郎,谷 村篤,助 教授 福地光男
教授 星合孝男,内 藤靖彦,客 員助教授 高橋正征
北海道東北岸上のサロマ湖は,冬 期間結氷する海域のなかで世界で最 も低緯度にあるといわれるオホーツ
ク海に面し,そ れ自体 も完全に結氷する塩水域である。冬期間,全 面結氷 した湖西の海氷は20～40crnに 発達
し,そ の下部には極域の海氷 と同 じく茶褐色の着色を呈す るice-algae群 集が見られる。従来,調 査研究が進
め られてきた昭和基地周辺の,よ り高緯度に位置する海氷生態系 と比較対照する上で,結 氷期のサ ロマ湖 内
の生態系を研究することは極めて有意義である。 これ まで,結 氷期のサ ロマ湖 での海洋生物調査は,ほ とん
ど行われておらず,こ の時期の生物学的な知 見は きわめて乏 しい。そこで結氷期におけるサロマ湖の1ce-a}gae
および動物プラン クトンの現存量の予察的調査を行った。
サ ロマ湖北西部(登 栄床魚港周辺)の 糊 口付近での1984年2月15～16日 お よび1986年2月22～26日 に行 っ
た調査結果によれば,海 氷中のクロロフィルa現 存量は,お よそ0.5～4.3mg/m2の 範1"1にあ り,場 所によって
大きな違いがみられたが,氷 下海水中の クロロフ ィルa量 に比べて同等 もしくは7倍 とい う高い値 を示した。
一方,動 物プランクトン現存量は,660～980mg/ml(湿 重 量)の 範囲にあった。この値は,北 海道沿岸のオホー
ツク海域の夏季の動物プランク トン現存量(60～100mg/耐;湿 重量)の 約10倍 という高h値 であった。
これまで調査の行なわれなかった海氷形成期のice-algaeを 含めた一次生産 者.二 次生産者が,予 想以一ヒに
多いことが示唆 された。
海 氷 を生活 の場 とす るか いあ し類 の生態 助手 谷村篤,教 授 星合孝男,助 教授 福地光男
Paralabidoceza　 antαγcticaは,南 極大陸沿岸海氷域に主分布域をもつ南極洵固有のかいあ し類である。昭和
基地周辺の海氷 コア標本および氷下海水中のネット採集標本の解析か ら,本 種は周年 を通 じ海氷 と海水の境
界領域(　1ce-seawater　interface　)を 主生活領域 とし以下のような生活サ イクルをもっていることがわかった。
すなわち,南 極の秋か ら冬を経て春に至る間(3月 ～11月 中旬),本 種は海氷下部の氷の結晶間隙水中で生活
し,ノ ープ リウス1期 か らコペ ポダイ トIII期へ と発育するが,冬 期間(6月 下旬～9月 一ドhJ、,ノ ープ リウス
V期 を主体 とす るノープリウス期群で発育は停止する。一一方,11月 中旬以降,　P.antarcticalt海 ラh!1:下の海水
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中に生息場所 を移 し,急 激な成長をとげコペポダイ トN期 から成体へ と発育す る。 また,盛 夏の海氷の融解
に伴って海氷直下で本種 の交尾 ・産卵が行 なわれる。
この様に,　P.　antarcticaは,海 氷 と密接な関係 をもって生活し,産 卵から次世代の産卵まで1年 を要 し,1
年1世 代の同時成熟を行なうことが明 らか となった。しか も,冬 期間,本 種はノープ リウス期で過ごす とい
う,こ れまで生活史の知 られている海産のかいあし類では例 を見ない極めて特徴的な越 冬形態をもった興味
深い種である。
自走 式水 中テ レビシステム によ る昭和基 地周辺 の底生生物調 査
教授 内藤靖彦,星 合孝男
II.　　現存量
昭和基地付近の底生生物の調査は,こ れまでにSCUBA潜 水やカゴア ミ,釣 りなとによって行われて来たが,
得 られた情報 も定性的なものに限られ,定 量性に乏 しい。また,南 極海沿岸に生息す る底生生物は,大 型の
カイメン類や ホヤ類な どが多 く,採 泥器等,従 来の定量的な採集方法では正確な現存量の把握は困難である。
そこで,自 走式水中テレビシステムよる調査をおこなった。前年度は,撮 影されたステレオ写真 を画像解析
し,表 在性大型底生生物の個体群密度 を推定 した。本年度は,画 像解析 により得られた情報から,そ れらの
現存量の推定 を試みた。
現存量は,自 走式水中テレビシステムによって撮影 されたステレオ写真 を画像解析 して被写生物の各個体
の大 きさを求め,実 際に標本を測定 して得 られた各種の湿重量 と大 きさの関係式に代入して推定 した。
調査は,1984年1月 に,北 ノ瀬戸(水 深16m),北 ノ浦の2点(40m,80m),オングル海峡(200m)の4
地点で行われた。各地点における表在性大型底生生物の現存量は,北 ノ瀬戸では791±138g/m2,北 ノ浦(水
深40m)で は2834±655g/M2,北 ノ浦(水 深80m)で は1984±492g/m2,オ ングル海峡では423±110g/mzで
あった。また,水 深16mで はウニの一種Sterechintts　nenmoyeriが 全現存量の67%を 占めていたが,水 深40m以
深では固着生物のカイメン類やホヤ類が全現存量の86～89%を 占め,水 深による変化がみ られた。これ らの
推定値及び質的変化は,南 極大陸沿岸のDavis海 か らの報告 とほぼ同様であった。
大型動物 行動記録 計の開発 とアデ リーペ ンギ ン実験 教授 内藤靖彦,助 教授 大山 佳邦
大型動物行動記録計 として水深連続記録計 を製作 し,南 極において実験 を行った。記録計は時間,水 深 を
連続的に記録 し,動 物の水中での行動 を計測することを目的 とし,ア ザラシ用(52φ ×125mm,TDR-52)お
よびペンギン用(25φ ×85mm,TDR-25)を 製作 した。TDR-25は60年 度パーマー基地で行った予備実験の結
果から改良 を加えたものである。実験はこのTDR-25を 用いて,61年12月 より62年1月 にかけて,昭 和基地付
近のまめ島ルッカリーで行 なわれた。営巣中の4羽 に記録計を装着 し約2週 間後に回収 した。回収 した記録
計4ケ の内3ケ から590回 の潜水記録が得られた。記録 の分析から,こ の時期のアデ リーペ ンギンの捕食頻度
は余 り高 くな く,数 日に1回 程度の捕食を行 うこと,し かし,1回 の捕食時間帯は120分 ～190分 と長 いこ と
等捕 食に関する貴重な資料 を得た。捕食のための潜水深度は浅 く,平 均8.0～100mで あった。 また1回 当の
潜水時間は平均1.4分 ～1.8分 であり最大潜水時間は3.7分 ～7.6分 であった。 これ らの資料から,ア デ リーペ
ンギンの捕食努力量の時間 ・深度分布が判明した。即 ち,ア デ リーペンギンは夜間18:00～20:00頃,水 深
5～18mに 捕食強度の中心 を持つ。これは餌のナンキ ョクオキア ミが夜間浅層に浮上 して くる時間帯に一致
してお り,ペ ンギンが効率的に捕食を行 っていることを表 している。
南極 庭藤類Gr'mma　 /awianaの 付着藻類 に関 す る研 究
助手 大谷修司,助 教授 神田啓史,大 山佳邦,客 員教授 岩 月善之助
大陸氷縁に発達す るモレーンや構造土などの氷河地形 と深 く関わった分布 をするGn'mmia　 lawiana群 落の付
着藻類 を調べ,採 集地点ごとに種組成 と出現頻度を比較 した。材料の蘇類採集標本は,昭 和基地周辺の宗谷
海岸 とプ リンスオラフ海岸の露岩地帯,及 び昭和基地より西南西に約700km離 れた七一ルロンダーネ山地より
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採集 された。大陸氷縁に分布するG.　lawiana群 落の付着藻類相は概 して貧弱で,標 本ごとの出現稲敷は1～3
の場合が多く,組 成的量的に藍藻類が大部分を占め,　Nostoc　sp.,　Stigone〃ma　〃ninzatumが優 占した。その他 と
しては,微 小 な緑藻類が数種類見 られる程度であった。水分条件の良い所に成育する他種の蘇類群落に出現
したチ リモ類や珪藻類が出現 しないこと,厚 い粘鞘 を持つ藍藻類が優 占することか ら,G.　lazvianaの 分布する
大陸氷縁は水分条件の厳 しい地域 と考えられる。一方ルン ドボー クスヘ ッタの大陸氷か ら離れた海岸近 くに
分布する群落では,藍 藻類のGloeocaPsa.　magmaが 優占し,七 一ルロンダーネの雪鳥の飛kす る地域の蘇類群
落では,大 陸氷縁の蘇類群落に比べ藍藻類の種類が 多い傾向があった。またヌ、トランニ ッバの滝や沢の近 く
に生育す る蘇類群落では,藍 藻類が群落表面をほ とんど覆って しまう場合があった。このようにG.　lawiana群
落の付着藻類の種組成や付着量は,地 域によって異なっており,G.iαwiana群 落の水分条件や栄養条件に影響
されると考えられる。
大 陸 性 南 極 に お け る 蘇 類 の 分 布 特 性 助 教 授 神 田 啓 史,客 員 教 授 岩 月善 之 助
ク イー ン モ ー ドラ ン ドの 東 部 と エ ン ダ ー ビ ー ラ ン ドの 西 部 を含 む 昭 和 基 地 周 辺 に お い て は 今 日 ま で に 以 下
の7種 の 群 類 が 知 られ て い る 。 す な わ ち,　CeratodonPzarPzarettS,　 Pottiαheimii,　 A　 azastγo-geoγgiea,　Grimnzia
1αwianα,Bγyumαmblyodon,　 B.　aγgentezam,　 B.　Psezadotriqzaetrzamで あ る。今 年 度 は,大 陸 性 南 極 に あ っ て 分 布
上,分 類 学 上 興 味 あ る4種 に つ い て 検 討 し た 。　B7yoerythroPhyUzzm　 reCttγvirostreは 未 だ 昭 和 基 地 周 辺 に は 発 見
さ れ て い な い が,　Pottiαheimiiと 共 に,　Vestfold　 Hillsに 初 め て 確 認 さ れ た 。P.　heimiiは 北 半 球 の 寒 帯 で は 葉 細
胞 に 乳 状 突 起 が 普 通 に 見 られ る が,大 陸 性 南 極 で は 常 に そ の 突 起 は 見 られ ず,　Vest　 fold　Hilisの 標 本 も同 様 で
あ っ た 。大 陸 性 南 極 に 分 布 す る 本 極 が 北 半 球 に 分 布 す る も の と同 種 か ど うか は 更 に 検 討 が 必 要 で あ る 。　Pottia
austro-　geo　rgical　g　Enderby　 Landの ア ム ンゼ ン湾 で確 認 され,こ れ は 大 陸 性 南 極 では 第2の 記 録 であ る。Amundsen
Bayの 標 本 は 昭 和 基 地 の もの と比 べ て 葉 が は る か に 大 き く,か つ 若 い 胞 子 体 が 付 い て い た 。大 陸 性 南 極 に お い
て は 本 極 の 胞 子 体 の 発 見 は 初 め て で あ る 。 他 の2種 の 胞 子 体 形 成 と同 様,南 極 の 蘇 類 の 生 活 史 を知 る上 で 貴
重 な 資 料 で あ る 。　Grimmia　 lawianaは,南 極 に 固 有 種 と して 知 ら れ て お り,常 に 大 陸 氷 河 の縁 辺 に 生 育 の場 を
持 つ 醜 類 で あ る 。本 種 はSφr　Rondane　 Mountainsに 見 つ か っ た 。　Silr-　Rondaneは まだ 本 格 的 な植 物 学 的 研 究
は な さ れ て い な い こ と も あ るが,蘇 類 が こ の 山 地 に 見 つ か っ た こ と も 初 め て の こ と で あ る 。海 岸 か ら約200km
離 れ て い る 内 陸 地 に して は,鳥 の 排 泄 物 に よ る 影響 が 強 く表 れ て お り,群 落 表 面 に は 付 着 藻 類 が 多 く,昭 和
基 地 周 辺 の 本 種 に は 見 ら れ な い 生 育 環 境 の 特 徴 が あ る と 考 え られ る 。 こ の 意 味 で は 本 種 は 陸 上生 態 系 を研 究
す る 上 で 重 要 な 位 置 を 占め る もの で あ る 。
ラ ン グ ホ ブ デ 雪 鳥 沢 の 蘇 類 群 落
助 教 授 神 田 啓 史,大 山 佳 邦,助 手 大 谷 修 司,客 員 教 授 岩 月善 之 助
ラ ン グ ホ ブ デ 雪 鳥 沢 に お け る 蘇 類植 生 が 植 物 社 会 学 的 に研 究 され7つ の 某 群 集 に 分 類 さ れ た 。 そ の 中:も
Bryum　 argenteum-　 Ceratodon　 pztrPztreus　Sociationは 南 極 で は 新 し く設 定 さ れ た群 落 で あ る 。1鴻 沢 の 働 類1:i!,
生 の 垂 直 分 布 は こ の 調 査 地 域 の 特 徴 を よ く示 し て い る 。Bryttm　 Pseudotriqztetrum　 S.は 標 高(!'一'L・mの1・ ∫ll付
近 と雷 鳥 池 の 周 囲 に 多 く分 布 す る。一 ノi,　CerαtθdθnPuηPz{'rez{s　S.は 沢 全 体 に 分 イ・iする か ㌧ しろ 谷 の 中 部 の
や や 乾燥 し た 部 位 に 多い 。こ の2つ の 群 落 は 水 分 パ ター ン で 分 布 が き ま る もの と 与え られ ろ)£ ノy〃解 の聖 漉24η?
を含 む2つ の 基 群 集B.　 aγgenteZtm.　 C.餌 γ鰍 γeμsS、 と,　B.　argel?teZtm-　 B.　Pseztt.dotγiquetγz{m.S.は1^の2}&群 集
と は 異 な り,鳥 の 排 泄 物 に 強 く影 響 を受 け て い る と考 え られ る 。 さ ら に,　Pettia　!z酩励i　 R　 Ps'eudoti?quetrum
は 標 高20m以 下 の 河 岸 段 丘 に 分 布 し,貝 化 石 を 伴 っ た ア ル カ リ土 壌 を好 ん で 生 育 して い る。 二〇・辟 落 は 海 か
らの 風 選 塩 や ア ル カ リ土 壌 に 起 因 す る 栄 養 塩 に 関 与 し て い る と考 え られ る 。　Grimmia　 !az,'iana　Sは この 沢 に
は 少 な い頻 度 で 点 在 す る が 群 落 表 面 に は しば しば 地 衣 類 の 付 着 が 見 られ る 。 他 の 地 域 に 分 布 す る 本 種 に も こ
の 様 な 傾 向 は あ る 。
群 落 表 面 の 温 度 に つ い て は 幾 つ か の 興 味 深 い こ とが 観 察 さ れ た 。8～10月 の 測 定 に よ る と.群 落 表 面 は 一
17～-9℃ の 温 度 範 囲 を 持 ち,い ず れ も気 温.の 範 囲 内 に 治 ま っ て い る 。 しか しな が ら,i2～/'の 測 定 に よ
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ると,表 面温度はその時の気温よ りも5～10℃ 高か った。更にオングル島 とラングホブデの気温の差異,ラ
ングホブデの中で も河口,谷 部,池 での気温に顕著な差異が見られた。このことが,蘇 類の表面温度に,し
いては蘇類の成長に及ぼす影響 も無視で きないと思われる。
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continuously recorded in the  JARE—  25 cruiseHamada,  E. Polar  Res., Sp.
to Syowa Station, Antarctica. Okazaki, M. Issue, 44,  3-14
Surface phytoplankton chlorophyll distribution
Naito, Y.
Fukuchi, M. rr
continuously observed in the  JARE  —26 cruiseFukuda, Y.  15—  23
(1984/85) to Syowa  Station, Antarctica. Ohno, M.
 Hattori, H.
Surface chlorophyll a distribution in marginal  j Fukuda, Y.
ice zone in Antartica,  1984.'85 Ohno, M.  24-33
Photosynthetic nature of  ice-  algae under  fast
Fukuchi, M.
Satoh, H. r.
ice near  Syowa  Station, Antarctica.  • Watanabe, K.  34-42
Sea ice meiofauna at Svowa Station, Hoshiai, T.
Antarctica. Tanimura. A. 118-124
A biomass estimation of epifaunal  megabenthosNumanami, H.
by stereophotography around Syowa Station,
Antarctica.




Soil nutrient condition related to the distributionAkivama, M. rl
of terrestrial algae near Syowa  Station,Ohyama,  Y.  198-201
Antarctica.  (  extended  abstract  ) Kanda, H.
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題 目 著 者 詩 名 ・巻 号 ・頁 発表年月
Epiphytic　 algae　 on　 mosses　 in　the　 vicinity　 ofOhtan ,　 S. Mem,　 Natl　 Inst. 61.12
Syowa　 Station,　 Antarctica. Polar　 Res.,　 Sp.
Issue,44,209～219
Fruiting　 plants　 of　 Bワum　 found　 in　the　 vicinityKanda,　 H. 〃 〃
of　 Syowa　 Station,　 Antarctica, Ochi,　 H. 220～228
Moss　 communities　 in　some　 ice-free　 areas　 alongKanda,　 H. 〃 〃
the　 S6ya　 Coast,　 East　 Antarctica. 229～240
The　 gernmae　 of　the　 mosses　 collected　 from　 theImura,　 S. 〃 〃
Syowa　 Station　 area,　 Antarctica Kanda,　 H. 241～246
A　 note　 on　 the　 terrestrial　 nematodes　 aroundShishida,　 Y. Mem.　 Natl　 Inst. 〃
Syowa　 Station,　 Antarctica(extended　abs ract).Ohyama,　 Y. Polar　 Res.,
Sp.Issue,44,259～260
潜水スーツの耐寒性 と機能性に関する基礎的研 島岡 清,山 口立雄 デ サ ン トス ポ ー ツ 〃




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
南 極 昭 和 基 地 定 着 氷 域 に 出 現 す るPara!abldocer∂谷村 篤,星 合孝男 日本海洋学会春季大会 61.4
∂η亡arc亡1ca(桟 脚 類)の 成 長 福地光男
時間分型式セデ ィメン トトラップによる粒子沈 佐々木洋,小 山義文 〃 〃
降量の短時間変動 の測定[西 沢 敏,福 地光 男
|
|
蘇苔類標本管理 システムについて1神 田啓史 日本蘇苔類学会 61.6
Ice　algae　 around　 Syowa　 Statlon　 　 　　　 　　 　 渡 辺 研 太 郎First　 Polar　 Diatorn61.8
Colloquium
(Brlsto1,　 U.　 K.)
Ice　 algae　 cornmunitles　 in　fast　 lce　near　 Syowai渡 辺 研 太 郎Ninth　 Intl　 Symp,　 on61.8
Station,　 East　 Autarctica llvlng　 and　 Fossile
Dlatoms　 (Bristo1,　 UK.)
南極ランクホブデ雪鳥沢の蘇類群落 神田啓史 日本植物学会 61.10
南極海イン ド洋区におけるクロロフィル量の鉛 服部 寛,福 地光男 第9回 極域生物 シンポ 61ユ2
直分布 ジウム
表面海水モニタリングシステムによる南大洋 イ 福地光男,服 部 寛 〃 〃
ン ド洋区表層 クロロフィル量の微細分布(JARE
271985/86)
南大洋におけるサイズ分画された表面クロロフィ 服部 寛,福 地光男 〃 〃
ル量の分布
係留ブイシステムに よる現場 クロロフィル量の 福地光男,服 部 寛 〃 〃
長期連続測定(南 極,ブ ライ ド湾;1985年12月 ～星合孝男
1986年2月)
昭和基地周辺の一次生産について 佐藤博雄 渡辺研太郎 〃 〃
昭和基地定着氷下部のice　algae種 組成の季節変渡辺研太郎 〃 〃
化
サ ロマ湖海氷下における植物プランクトンと微 谷口 旭,西 山恒夫 〃 〃
小動物プランクトンの現存量 谷村 篤,渡辺研太郎
サ ロマ 湖 海 水 中 の1ce　 algae 渡辺研太郎,福地光男 〃 〃
谷村 篤,星 合孝男
水中エン ドトキシンの微量定量一サロマ湖海氷 黒沢 努,谷 村 篤 〃 〃
の エ ン ド トキ シ ン ー 星合孝男
[




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
サロマ湖海氷下における動物プランク トン現存 西山恒夫,谷 村 篤 第9回 極域生物 シンポ 61.12
量 渡辺研太郎,福地光男 ジウム
サロマ湖海氷下のキタヤムシの現存量 と鉛直分 小鳥守之,西 山恒夫 〃 〃
布(1986年2月) 谷村 篤,渡 辺研太郎
底生生物分布に及ぼす氷山底部擦過の影響 沼波秀樹,浜 田悦之 〃 〃
内藤靖彦,谷 口 旭
昭和基地周辺に棲息する魚類等の腸内細菌叢に 佐々木武二,星 合孝男 〃 〃
ついて
南 極 海 生 態 系 の モ デ ル ・シ ミュ レー シ ョ ン 江尻全機 星合孝男 〃 〃
内藤靖彦,福 地光男
桜井治男
南極における富栄養化現象 秋山 優,神 田啓史 〃 〃
大山佳邦
陸 ・水域の藍藻被構造の比較 清水 晃,大 谷修司 〃 〃
神 田啓史,木 村憲司
南極氷河域における蘇類の付着藻類 大谷修 司,神 田啓史 〃 〃
大陸性南極における蘇類の分布特性 神田啓史 〃 〃
Results　 of　 the　 visual　 observatlon　 of　sea　 blrdsMlkl 　 Takayanagl 〃 〃
in　the　 three　 sectors　 of　the　 Southern　 Ocean　 inMikio　 N ganobu
1983-1985 Yoslkunl　 Ohyama
Kazue　 Nakamura
サロマ湖海氷下おける植物プランクトンと微小 谷口 旭,西 山恒夫 第2回 北方圏国際シン 62.2
動物プランクトンの現存量 谷村 篤,渡 辺研太郎 ポジウム
南 極 産 蘇 類Gnmmla　 law王anaの 付 着 藻 類 大谷修司,神 田啓史 日本藻類学会第11同 大 62.3
会
一66一
5.極 地設営工学研究 グルー プ
(1)一 般 研 究
極地建築物 に関 す る研究 客員教授 中瀬明男,客 員助教授 半貫敏男,教 授11[口 貞男,星 合孝男,
吉田栄夫,平 沢威男,助 手 寺井 啓
客員教官を中心に極地建築物に関する研究 を継続 している。第27次 隊から開始 した,氷 床上建築物の不同
沈下に関する現地調査 を拡充実施す ることとし,第28次 隊,観 測協力室の協力を得,新 設 されるあすか観測
棟に風圧測定器,雪 庇測定器を取 り付けた。 また主要建物の移動,積 雪の状況は,こ れらを継続測定する。
(2)共 同研 究
特別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
半 貫 敏 夫 国立極地研究所 ・客員助教授
(日本大学(理 工)・ 助教授)
氷床上基地建物のスノウ ドリフ トコン トロールに関す る
研究
鈴 木 義 男 北海道大学(低 温研)・ 教授 液封孔用アイスコア ドリルの開発






詩 名 ・巻 号 ・頁
II南極地域における建築 ・土木構造物に関i佐 藤稔雄 ・半貫敏夫
する基礎的研究II-1南 極氷床上基地建設
に関する基礎的諸問題について
















佐藤稔雄 ・村内明 ・半1南 極地域におけ る極地
貫敏夫 ・平山善 書 ・三1
橋博己 ・内藤正昭
エ ネ ル ギー ・雪 氷,建
築 ・土 木 及 び 人 間 工 学









1.ア イ ス ラ ン ド ー 昭 和 基 地 共 役 点 に 関 す る 共 同 観 測
昭和60年 度に引 き続 き,ア イスラン ド3観 測点　(Husafell,　Tjornes,　Isafjordur)　において昭和基地 と呼応し
て超高層現象の通年連続観測 を実施 した。アイスラン ド3観 測点に於ては,地 磁気,地 磁気脈動,CNA,　 ELF-
VLF波 動等 を昭和基地 とほぼ同一の規格 で観測 し,デ ィジタルデー タレコーダを主体 とする記録装置 を用い
て記録が行 なわれている。
今年度は所内か ら平澤,小 野の2名 が8月 ～9月 の共役点オーロラ同時観測に参加 した。滞在中,オ ー ロ
ラTV観 測,フ ォ トメータ観測,3観 測点の観測器保守のほかに,来 年度に実施予定のア イスラン ド国内の
Hoffに おける地磁気 多点観測網の拡大,及 び グリーンラン ドにおけ るオーロラ観測実施に向けての予備調査
が行なわれた。オーロラの集中観測は晴天に恵まれ,良 好な共役点 オー ロラ観測が実施 できた。
一68-一
〔C研 究集会等の活動〕
1.シ ン ポ ジ ウ ム
第7回 南極 地学 シ ンポジ ウム
昭和61年10月2日(木)～3日(金)
固体地球物理学,地 質学,地 形学,地 球化学等,広 範な分野の研究を8セ ッションに分け,研 究発表 と討
議 を行った。 とくに今回は七一ルロンダーネ山地 の地学 と,い わゆる西南極の地学の二つが,主 要なテーマ
となった といえよう。前者では25次 ～27次 南極観測での調査に基づ く成果が示され,ま た28次 隊参加者によ
る予察的研究 も発表 され,多 くの新 しい事実が明らかにされた。後者ではエレバス火山の地球物理学的研究
や岩石 ・鉱物学的研究の成果が報告された。ここでは米国の共同研究者によるマクマー ド地域の火山活動 の
特徴の解釈のモデルの提示 もあった。
このほか,プ リンスオラフ海岸の岩石学,南 極周辺海域の地学,ド ライバ レー地域の湖沼の地球化学など,
総計46編 の研究発表があ り,85名 が参加 した。
第9回 極域生物 シンポジウム
昭和61年12月3日(水)～5日(金)
国際BIOMASS計 画のうち,第2回BIOMASS実 験(SIBEX-　 II　)の 調査の成果 として 「開洋丸」及び 「し
らせ」による研究が今年 も多数発表 された。第24次 ～26次 隊の越冬観測及び夏隊による昭和基地周辺の海洋
生態系につ いての成果があり活発な議論がなされた。今 回のシンポジウムの特色は,単 に南極ばか りではな
く,海 洋はべー リング海域,サ ロマ湖,陸 上は富士 山等の広範な極域 を対象 として,南 極 との比較研究の成
果が 多数発表 されたことである。
発表論文は海洋生物7セ ッションで40編,陸 上生物3セ ッションで11編,展 示発表6編 に及んだ。 これ ら
は第9回 極域生物 シンポジウム報告 として,出 版 され る予定である。
第9回 極域 気水 圏シ ンポ ジウム
昭和61年12月11日(木)～12日(金)
今回は,日 程 を3日 間から2日 間にして,気 象 ・雪氷および関連分野の研究者がシンポジウムの全期間を
通 じて参加 しやすいように配慮 した。発表講演は全部で63編 と前回より4編 多か ったので,展 示発表形式を
試みに取 り入れた。 また,今 回よ りテーマ を絞 っての特別セ ッションを設けることとし,今 回は 「減少 しつ
つある南極のオゾン」をテーマ とし,18編 の論文 発表 と総合討論 を行なった。一般研究発表では,「 東 クイー
ンモー ドラン ド地域雪氷研究計画」に関す る氷床 コア,氷 床 ダイナ ミックス,堆 雪のセ ッションで11編 の論
文が発表され,「MAP」 関連ではオゾンに関する発表 を除いて,大 気物理および大気組成,境 界層および気候
のセ ッションで12編 の論文が発表された。その他,リ モー トセンシングおよび海氷,雪 結晶のセ ッションで
各3編 の論文が発表 された。参加者は,海 外からの2名 を含め,約120名 であった。
第10回 極域における電離圏磁気圏総合観測シンポジウム
昭和62年1月26日(月)～28日(水)
今回のシンポジウムの目的は,昭和57年 ～60年 に実施 された,南極地域における中層大気国際共同観測(MAP),
アイスラン ドを中心 とする北極域での超高層現象総合観測の成果を発表,検 討することにあった。3日 間で
一69一
61編 の講演発表が行われ,参 加者は延べ200人 を越えた。発表内容は,　MAPの 関連ではロケッ ト,大 気球,地
上か らの リモー トセンシング等による観測データの解析,北 極域 における共役点観測関連では,各 種波動,
オーロラ現象の共役性についての解析,が 主たるものであった。これらの発表のほかに,1990年 より開始 さ




研 究 課 題 申 請 者 開 催 日
南北両半球におけるオーロラ現象のダイナ ミックスに関する
研究小集会 佐 藤 夏 雄 昭和61年11月17日
南極海氷一大気相互作用の観測に関する研究小集会 川 口 貞 男 昭和62年1月20日
南極氷床の動力学的研究に関する研究小集会 渡 邉 興 亜 昭和62年3月16日
南極無人気象観測に関する研究小集会 藤 井 理 行 昭和61年6月5日
セール ・ロンダーネ山地の地学野外調査に関す る研究小集会 吉 田 栄 夫 昭和62年3月16日
ゴン ドワナ大陸における東 クイー ンモー ドラン ドの地質学的
意義に関す る研究小集会 矢 内 杜 三 昭和61年12月6日
南極限石中の有機化合物の研究と生命の起源についての研究
小集会 矢 内 桂 三 昭和61年10月30日
南極限石の探査に関する研究小集会 矢 内 桂 三 昭和62年3月14日
海氷域における生態系研究に関する研究小集会 星 合 孝 男 昭和61年7月4日
陸上生物環境の微気象観測に関する研究小集会 大 山 佳 邦 昭和61年7月1日
南極を主 とした寒冷環境下におけるヒトの医学 ・生理学に関
す る研究小集会 星 合 孝 男 昭和61年10月4日




研 究 課 題!申 請 者 開 催 日
○第28次南極地域観測における研究観測に関する研究小集会
(地上観測を中心にした超高層物理観測)
星 合 孝 男
昭和61年10月25日
(七 一 ル ロ ン ダー ネ地 学 観 測) 昭和61年6月21日
(陸上生態系および海洋生態系観測) 昭和61年9月4日
(南極気候変動観測) 昭和61年9月8日
○西南極の地球科学的研究に関する観測研究小集会 神 沼 克 伊 昭和61年10月23日
4.研 究談話会
開催月 日 発 表 者 所 属 題 目
昭 和61年
9.10
門 倉 昭 気球による電離層電場の観察
IJ 神 田 啓 史 生物標本管理 システムの試み
9.24 藤 井 良 一 形状 ・動 きから見たオーロラの共役性
〃 半 貫 敏 夫 日大 ・理 あすか観測拠点の建築計画
10.8 船 木 實I
l
古地磁気学から見たマ クマー ドサウン ド
地域の地 史
〃 村 山 雅 美1 最新北極事情
10.22 星 合 孝 男 SCARとATそ してCCAMLR
〃 松 田 達 郎 南極越冬隊の集団動態学
11.26 渡 辺 研太郎 種 組 成 か ら 見 たlcealgaeの で き方
〃 藤 井 理 行 南極氷床内陸部の堆積環境
12.16 伊 藤 一 Alfred-Wegener-
II/stltut
Alfred-Wegener-lnstitut
12.17 下 山 晃i筑 波大 ・化学系 生命の起源 と南極積石の有機物
昭 和62年
1.21
1瀬 古 勝 基1名 大 ・水圏研
{
降水の年々変動










Thermal　 dri|ling　 technology　 and　 the
results　 of　core　 in-vestigations　 on
Spitsbergen　 region
4.22 小 島 秀 康 炭素質限石の加水変成について
江 尻 全 機 EXOS-D計 画
5.13 西 尾 文 彦 27次 隊雪氷内陸調査報告
長 尾 年 恭 東大 ・震研 ODP第113次 航海ウエ ッデル海概要
6.17 渡 邉 興 亜 アイスコア スタデ ィーの現状
国 分 征 東 大 ・理 昼 間 の オー ロ ラ
6.24 内 藤 靖 彦 27次 隊から見た昭和基地の現状 と問題点
7.15 Shumilov　 Oleg Geophysical　 Inst.　in
USSR
Introduction　 to　Condition　 and　 Work　 of
Kola　 Branch　 of　Polar
7.22 白 石 和 行 東南極大陸の地質 とゴン ドワナ研究一南
極からの視点一
内 藤 靖 彦 動物行動記録計の最近の結果
(注)所 属空白は極地研
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1.資 料 の 収 集,
III　資料 及び研 究施 設 の共 同利用
整理,保 管,利 用
(1)生 物 系 資 料 部 門
南北両極域 より得 られた各種生物標本は,研 究が済み次第,標 本データ等 を整理 した上で国立極地研究所
の生物資料室に収納 されている。南極 とその周辺域の資料は 「南極生物資料 カタログ」 として出版 されてい
る(昭 和62年3月 発行)。
1.植 物
極地 より得 られた顕花植物,隠 花植物の各標本の収納点数 を別表に分類別,地 域別にまとめた。その他,
オース トラ リア,ア ルゼンチン,南 ア,モ ー リシャス,シ ンガポール,イ ギリス,フ ランス,東 欧などの
温帯域か らも比較のため採集及び交換などで収集 してお り,蘇 苔類を主に合計26000点 の標本が収納されて
いる。
現在,蘇 苔類の標本デー タは陸陸 極地研究所の コンピュータによるデー タバ ンクに蓄積されている。内
外の利用者のために種類別(網,科,属,種),地 域別(植 物区系,大 地名)検 索による標本 リス ト,ラ ベ
ルの打出 し,さ らに分布図の作成などの利用 システムが出来ている。昭和基地周辺の蘇苔類は写真,図 解
入 りのハン ドブ ックとして出版 されている(昭 和62年3月 発行)。
植物標本庫(NIPR)の 収納状況
分 類 別|隠 花 植 物
顕花植物
地 域 別 Yこ歯 類 蘇 苔 類 地 衣 類 藻 類
南米パタゴニア| 10 600 300
サ ウ ス ジ ョ ー ジ ア50 1 417 50
亜 サ ウス オー ク二 一諸 島: 9
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東 昭 和 馳 馳1・1、,。 。。1 1,000 200
マ ラ ジ ョー ジナ や 基地 工001 30
南 ケーシ基地11280 200 50
デ ー ビ ス基地 60 30
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収納 されている動物標本の主な ものは剥 製標本,液 浸標本,乾 燥標本であり次表に示された。
1)剥 製標 本(哺 乳類 ・鳥類)
動 物 名 標本形態 点 数
ウェッデルアザ ラシ 剥製 親 2
〃 〃 仔 1
II ミ イ ラ 2
〃 皮 1
ユ キ ド リ 剥 製 1
〃 卵 1
マ ダ ラ フ ル マ カ モ メ 剥 製 4
ア シナ ガ コ シ ジ ロ ウ ミツ バ メ 〃 1
オオ トウゾクカモ メ 〃 5
ア デ リー ペ ン ギ ン 剥製 親 5
〃 〃 仔 3
〃 卵 6
〃 骨 格 3




































































ふ じ ・しらせ船上,海 洋生物定常観測,バ イオマス研究観測で採集された植物 プランクトン,
ホルマ リン固定海水標本,冬 期サ ロマ湖か ら得られた同標本は次表に示された。













































そ の 他 に,ふ じ,
に 示 さ れ た 。
しらせ船 ヒより各種プランク トンネッ ト採集で得 られた動物 プランクトン標本は次表
ト1
隊次 ノル パ ックネット　 MTDネ ・ノト　 l　 ORIネ ッ ト稚,魚 ネ ッ ト LHPR採 集器 ジェットネット
14 331001 00 0
17 1600 00 ol
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3.標 本 貸 出 ・受 入 状1}己
1)カ ル フ ォル ニ ア 大 学　(R.　Nloelへ 南 極 産 海 藻9,・ ∴ll貸出 す(6月23日).
2)日 本 極 地 振 興 会(鳥 居 鉄ti')へ,植 物 標 本6点,動 物 標 本12点 貸 出 す18月8日).
3)東 北 大 学 理 学 部 八 甲1財1}f〔物 笑 険 所(持 田 幸 良)へ 蘇 類14点,地 衣 類8点,藻 類 標 本1点 貸 出 すqO月
15日1.
4)東 京 水 産 大 学1沼 波 秀 樹 〕ヘ タ コ標 本1点 貸 出 す 〔10月22日).
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5)南 極観測船 しらせ(倉 田篤)へ 動物標本10点 を寄贈する(11月14日).
6)黒 部市吉田科学博物館(森 丘実)へ 動物標本10点 貸出す(11月18日).
7)広 島大学理学部(岩 月善之助)へ 交換標本 として群類36点 を送付する(11月19日).
8)国 立科学博物館動物研究部(今 島実)へ 同定研究のため,海 産多毛類69点 を貸出す(11月20日).
9)西 武百貨店所沢支店(佐 橋雅博)へ 植物標本5点,動 物標本11点 貸出す(昭 和62年1月14日).
10)チ リ大学(M.　 Mahu)よ り交換標本 として蘇類標本を25点 受け入れる(2月12日).
11)国 立科学博物館植物研究部(井 上浩)へ 蘇類標本2点 を貸出す(3月18日).
(2)非 生物系資料部門
当部門は極域あるいは極域に関連す る地域の物理資料,岩 石資料それに一般資料の収集,整 理,保 管 とそ
の利用に関する業務 を担っている。
物理資料に関 しては,昭 和基地で定常的に観測されている地震のデー タを保管す る一方,前 年に引き続 き
七一ルロンダー ネ地域のラン ドサ ッ ト,ス ポット衛星データの購入を進めた。 また昭和基地で研究観測され
た気象のデータの磁気テープの整理保管も行 なった。
(3)陽 石資料部門
当 部 門 は,南 極 阻 石 の 初 期 処 理,同 定 ・分 類 を継 続 して 実 施 し て お り,今 年 度 は そ の 結 果 をMeteorltes　 News
Vol.5,　 Nolに ま とめ て 公 表 し,国 内 約250名,国 外 約300名 の 明 石 研 究 者 に 配 布 した 。
ま た,第13回 南 極F景 石 研 究 委 員 会 で 採 択 さ れ たNo455～495ま で41件 の 研 究 計 画 に つ い て 陽 石 配 分 を行 な っ
た 。 配 分 点 数 は180点 で こ の う ち研 磨 薄 片 は48枚 で あ っ た 。 配 分 を 行 な っ た研 究 課 題 と研 究 者 を以 下 に 示 す 。
　 Research　 Program　 For　Meteorites
No. 研 究 課 題 研究代表者 共 同 研 究 者(※ 大学院生)
455 Mlcrostructural　 and　 thermoal/alytlcal　 study　 ofB　 Lang M.　 Zblk
selccted　 Antarctlc　 meteorltes (ワ ルシャワ大)
456 炭素質 コン ドライ トに含まれる有機物の柴外分光測定 薮 下 信 高井克治
(京 大)
457 Yalnato-82042の 岩 石 鉱 物 学 的 研 究 留 岡 和 重
(アリゾナ州 、1吠)
458 南極産エコン ドライ トの分光学的研究 宮 本 正 道 青山享 ※,廣 井孝広 ※
(東 大) 武田弘
459 F貴石 のfislon　crustの 分 析 と鉄 質 ス フ ェ ル ー ル との 関 係田 澤 却 二 佐々木隆
(京 大)
460 EH4Y-74370 A　 EL　 GoresyH　 Yabuki,　 K.　Ehlers,
(マックスフランク研) D.　～Voolum
461 Formatlon　 process　 of　p]agloclase　 11/　1unar　 meteorltes三 浦 保 範 矢内桂三,阿 部利弥
(山 日大)





共 同 研 究 者研 究 課 題 研究代表者
(※大学院生)
463 Volatile/Mobi]e　 Trace　 Elements　 in　Diogenites　M.　 Lipschutz
(プ ル ドユ 一 大)
464 Volatile　 Element　 Content　 of　Carbonaceous　M,　 Lipschutz
ChOIldrites　 (プルドユ一大)
465 南 極 阻石 の14C,36Clに よ る地 球 上 で の 年 代 値 三 浦 保 範 　 J.Rucklidge
(山 口 大)　 T.Litherland
E.　Fireman
R.　Schlleider
466 Phyllosilicates　 in　Antarctic　 meteorltes　 　 　 　 　 　 　 三 浦 保 範 阿 部 こ の み ※,阿 部 利 弥
(山 口大)
467 非平衡 コン ドライ ト中の細粒物質の鉱物学的研究 森 寛 志
(東大)
468 南極産LLコ ン ドライト限石の硫黄同位体組成の研究 島 崎 英 彦 池田幸雄
(東大)
469 高分解能X線 回折及び分析電子顕微鏡による斜長石の 田賀井 篤 平　H.　Fuess
微細組織の研究(東 大)　 W,MUIIer,武 田弘
470 Measurements　 of　the　 cooling-rate　 by　 244Pu　p.　pellas
chronothermometryt　 (仏自然史博)
471 南極限石の年代学的研究および微量元素による化学的 増 田 彰 正 清水洋,高 橋和也※
研究(継 続)(東 大)
472 や まとおよびヴィクトリアラン ドユレイライ トの鉱物 武 田 弘 森寛志,豊 田浩美※








月高地 レゴリス角レキ岩 と月限石の比較研究(南 極産 武 田 弓!、田賀井篤平,森 寛志,
エ コン ドライ トF員イfの総合的研究の追加および国際特(東 大)　 D.McKay
別共同研究の提案)
南極産エ コン ドライト限石の鉱物学結晶学岩石学化学 武 田 弘 石井輝秋,池 田幸雄
的研究(継 続)(東 大)青 山亮※,豊 田浩美※
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　 ,L,　Nyquist
;D.B。g9。,d
　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　　 、　 lL.　McFadden　 　　　　　 　　　　　 　 li
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　E.　OlserlVolatile　Elem nt　Content　f　Carbonaceous　 　　 　　 　 　　　　　　　　　 l　N/1.　lips hutz
{Chondrites　 i(アルドユー大)1
　 コ・炭素質コンドライ トの岩石学的 ・地球化学的研究[池 田 幸 雄
1嵌 城大)
11木 村 眞 池






















研 究 課 題
Study　 of　Ca-Al-rich　 inclusions　 in　Yarr/ato-791717　 by
INAA,　 SEM,　 electron　 probe　 microanalyzer　 amd
petrology
Yamato-791538ユ レ イ ラ イ トの 希 ガ ス 同 位 体 研 究
エ コ ン ドラ イ トの 始 源 物 質 と分 化 過 程 の 実 験 的 研 究
Hコ ン ドラ イ ト中 の コ ン ド リュ ー ル 前 駆 物 質 に 関 す る
研 究
炭 素 質 コ ン ドラ イ ト中 の コ ン ド リュー ル の 成 因(継
続)
Modal　 composition　 and　 chemical　 characteristics　 of
matrices　 and　 metamorphism　 of　carbonaceous
chondrites
南 極 産 エ コ ン ドラ イ トの 分 光 学 的 研 究
Compositional-petrograr)hic　 studies　 of　unusual
meteorites
コ ン ドラ イ ト限 石 の 熱 史 と岩 イf学 的 タ イ プ との 関 係
Cosmic-ray　 exposure　 arld　terrestrial　history　 of
Antarctic　 meteorites
始 源 的 限 石 に お け るMg過 剰 と,構 成 組 織 お よ び そ の
鉱 物 組 成 との 関 係 に 関 す る 研 究
変 成 度 の 低 い コ ン ドラ イ ト中 の 微 量 元 素 存 在 度 及 び 分
布
Search　 for　Isotopic　 Anomalies　 in　Carbonaceous
Chondrites
南 極 産 炭 素 質 コ ン ドラ イ ト中 の 有 機 化 合 物 の研 究
南 極 限 石 中 の26Al及 び53Mnの 定 量
エ ン ス タ タ イ ト|明石 の 成 因 に 関 す る研 究
・普通 コ ン ドラ イ ト中 の ス ピ ネ ル 族 鉱 物 に 関 す る研 究
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(東 大)











巽 好 幸,北 村 雅 夫
二1ヒ)ト寸牙佳夫,」 二L上14目
土III明,森 本 信 男
青 山 一享※,廣 井 孝 広 ※
武 田 弓!、
G.　Kallemeyn
野 日高 明 ※
」.　Arnold
J.　Goswami





原 田 馨,ぺ 肉 柱 三
1小 島 秀康
矢吹 貞代,岡 田 昭 彦
矢 吹 英 雄
岡 田 昭 彦
、木 村 眞 、刻 ノ人強
1矢1勺 桂三.小 島 秀 康
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(4)オ ー ロラ資料 部 門
当部門が担 う主たる業務は,オ ー ロラ現象に伴 う公開可能 な資料の収集 とその統一的整理 ・保管を基本的
業務 とし,収 集された資料 を共同利用に供す るこ とである。また収集資料の至便な検索 システムや解析シス
テムの開発研究を行なうと共に国際学術連合(ICSU)の 勧告に基づ くオー ロラの世界資料セ ンター(WDC-
C2　for　Aurora)　 の運営業務 をも担 う。
本年度は,国 内外の関係機関 との情報交換 と平行 してデー タ収集作業 を実施 した他,こ れまでに収集 し公
開に供されているデータの目録(Data　 Catalogue　in　WDC-C2　 for　Aurora,　No2)の 出版が行 なわれた。収集
資料等の詳細はオー ロラ世 界資料センターの項 を参照のこと。
(5)デ ータ解析資料部門
当部門は,南 極で得 られた数 多くの観測デー タの電子計算機を用いた解析並びに処理方法に関する研究を
行な うとともに,情 報処理センターの運営 を担当 している。
デー タ解析システムの開発研究 としては,計 算機の周辺装置 システムの設計 を行ない,そ れらの成果がセ
ンターに取 り入れ られ共同利用に供されている。特に,高 性能小型電 子計算機 システムが導入され,多 様化
す る南極デー タの処理に対応している。高分解能 カラーディスプレイ装置ラムテ ックRM9400が 主計算機 と結
ばれ,人 工衛星(NOAA,　 LANDSAT等)に よる リモー ト・センシング ・デ ィジタル画像デー タの処理,マ ル
チバン ド航空写真による地質,地 形,生 物,生 態調査のデ ィジタル画像処理,三 次元情報(ダ イナ ミック ・
スペ クラムやオー ロラ画像)の 処理等に広 く利用 されている。また,写 真入出力装置(オ プ トロニ クスC4500)
が高性能小型電子計算機システムを介 して主計算機 と結ばれているが,RM9400と の間で,画 像データの相互
互換1生が実現 され,操 作性の向一ヒがはかられた。また,最 近の情報化社会に対応 し,情 報ネ ットワー久 パー
ソナル コンピュー タと大型計算機 との結合,光 デ ィスクを用いた,大 量デー タの効率的管理等についての研
究 を行っている。
(6)低 温資料部門
当部門は,極 地域 で採 集された低温試料の解析およびその基礎研究 を行うとともに,低 温実験室の管理 と
低温貯蔵庫の試料の保管を担当している.
試料の解析およびその基礎研究 としては,氷 床 コアの各種解析,雪 氷試料の長期保存による密度,組 織,
同位体組成などの変化に関する研究や,低 温試料の現場解析法,梱 包 ・輸送法などの研究を行 っている。
試料は,低 温貯蔵庫内の移動棚 に収納 されている他,収 納 しきれない分については,実 験室に分散 されて
いる.移 動棚は,貯 蔵庫中央の通路 をはさんで両側に配置されてお り,一 方は観測隊の中型ダンボールに入っ
た低温試料(雪 氷,生 物,隙 石,土 壌など)が,ま た他方にはみずほ基地の700mコ アなどの氷床掘削 コアが
コアケー スのまま収納 されている。収容能力は,中 型ダンボール208箱 と氷床 コア930m相 当である。
本年度は,27次 隊持 ち帰 りの浅膚コアをはじめ とす る氷床コアや生物 ビーム トロール試料が搬 入され,整
理されたのち,共 同利用研究試料 として共同研究者に配布された。
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2.研 究施 設 ・設備 の共同利用
(1)情 報処 理 セ ンタ ー
資料系情報処理センターは,当 研究所の共同利用施設 として,大 型電子計算機 ・　HITAC-M260H中 央演算
処理装置 を中心 とし,各 種入出力装置を備 えた主 システムが設置されている。
M260Hシ ステム とは,旧M180に かわるもの として昭和61年12月 末に機種替えを行 ったもので,演 算速度8
MIPS　 (M180は3.3MIPS),主 記憶容量16MB(M180は7MB),ディスク容量10GB(M180は2GB),　 TSS端
末12台,2050ワ ー クステー ション6台,カ ッ ト紙型漢字プ リンタ1台,光 デ ィスク装置2台 等,ハ ー ドウエ
ア面で飛躍的な性能向上が図 られた。またソフ トウエア面でもリレー ショナル型データベースシステムRDB
1が 導入され る等,ユ ーザに とってより一層使 い易いもの となった。セ ンター運営 も自動化が進み,共 同研
究委員会によって割 り当てられた研究課題別計算機使用時間の 自動管理 も行われている。
本 システムでは,南 極観測データ,科 学衛星受信デー タ等のデー タ処理及び各種科学計算が行われている。
デー タベー ス ・システム としては,気 象 ・重力 ・海洋 ・地質 ・陽石 ・生物のデータ及び極地関係の文献情報 ・
南極の各種地図データを有する。また主システム とデー タ交換制御装置を介 して結ばれている画像処理 シス
テムがあ り,TVカ メラ/VTRよ り取 り込んだ画像デー タを各種画像処理プログラムに より,多様な画像表現 ・
計算が行われ,オ ーロラ形態学 ・気象研究等に利用 されている。
高性能小型計算機システムは,気 象衛星データ処理,　PCMデ ー タ処理,A/D変 換処理,周 波数分析処理,
カーブ トレーヌ、処理等の信号 ・データ処理機能 をもち,さ らにカラー写真入出力装置が付加されている。こ
れら収集データは,交 換制御装置を介し,M260Hシ ステム とオンラインで接続 され,処 理能率の「fll上が図 ら
れている。
共同利用 として,所 外研究者の利用は増加 しつつあ り,現在登録されている共同利用者は32名 てある。M180,
M260Hシ ステムの61年 度月別使用状況を下図に示す。M260Hシ ステム導 入(61年12月 末)以 降稼働時間が急
増 している理由は,シ ステム稼働時間の定義がM180Hシ ステムでは計算機が正味稼働 した時間であったのに
対 し,M260Hシ ステムてはシステム通電時間になっていることに よる。CPU時 間の拍移 を見ると260Hシ ステ







② オー ロラ世界資料セ ンター
オーロラ世 界資料センター　(WDC-C2　 for　Aurora)は,資 料系オー ロラ資料部門が管理 ・運営 し,管 理資
料棟5階 に床面積約84m2の 資料保管庫兼閲覧室 を有 している。当センターに保管 される資料は,　WDCパ ネル
が示す作業指針に沿った資料の収集をはか りつつ,学 問の進展に伴 う研究者の要望資料をも経済的物理的事
情 を勘案 した上で対処す る方策を志向している。資料保管庫は冷暖房 ・除湿器を備えているとともに,リ ー
ダプ リンター利用による簡単な閲覧 と複写が可能 な設備 を有 している。デー タ収納能力は,35mmマ イクロフ ィ
ルム約28,000本/100ft巻,計 算機用磁気テープ約1,900本,マ イ クロフィシュカー ド数1,000枚 である。本年度
は,資 料 目録(Data　 Catalogue　ln　WDC-C2　 for　Aurora,　No.2)の 出版の他,他 のWDCと の情報交換,業 務
提携 も計 られ,特 にWDC-C2　 for　Geomagnetismと の共同によるAEデ ー タブ ックの出版 も行なわれた。
本年度までに収集 したデー タの概数 を次表に示す。
資 料 名 観 測 期 間 数 量
昭
和
35mm全 天 カ メ ラ編 集 済 フ ィル ム
16mm全 天 カ メ ラ フ ィル ム(一 部 編 集 不 能)
35mm全 天 カ メ ラ オ リ ジナ ル フ ィ ル ム
35mm全 天 カ メ ラ 長 尺 保 存 フ ィル ム























同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用)
絶対測定記録簿
超高層現象相関記録マ イクロフィルム










23一 フ ァ イ ル
3一 フ ァ イ ル
41巻/100ft
49一 フ ァ イ ル
6一 フ ァ イ ル
約50冊
DMSPオ ー ロラ観測記録 1972年 ～1985年 192巻/100ft
South　 Pole基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム 1976年 ～1985年 1,080巻/100ft
HalleyBay基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム 1976年 ～1985年 180巻/100ft
Mawson基 地 全 天 カ メ ラ フ ィル ム 1976年 ～1977年 320巻/100ft
Casy基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム 1976年 ～1977年 224巻/100ft
Maquarie島 基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム
DaVls基 地 全 天 カ メ ラ フ ィル ム
地 磁 気 マ イ ク ロ フ ィ ル ム(約55基 地)
地 磁 気 マ イ ク ロ フ ィ ル ム(約5基 地)











NOAA　 &　TIROS(粒のMT 1978年 ～1985年 360巻
DMSP(粒 子)MT 1979年 ～1984年 180巻
DataBook等(閲 覧 用) 約100冊
|











低温資料部門が管理す る共同利用施設で,-60℃ まで冷却できる超低温実験室,-20℃ の自然対流冷却に
よる実験室,-20℃ の強制対流冷却の実験室 と貯蔵庫か らなっている。本年度末に,貯 蔵庫に小型冷却装置
が一機新設 され,24時 間の運転体制が整い,低 温資料の保存条件が向Eし た。
本年度の利用状況 を示す と図のようになる。延 利用人数 は,567名 であった。主な利用は,み ずほ基地700




(1)第27次 南極 地域 観測 隊 編成 及 び観 測項 目
第27次 南極地域観測隊編成
人員50名(越 冬隊35名夏隊15名)
L越 冬隊 (昭 和60年41月14日 現 在)
氏 名





















電 離 層 鈴 木 晃 郵政省電波研究所電波部電波伝搬研究室




























| 〃 i 浦 塚 清 峰 郵政省電波研究所電波部超高周波伝搬研究室ド 1
生物 ・医学部 !
!
佐 藤 安 弓!、
1秋 田大学鉱山学部
1 〃 井 －L 正 鉄 1秋 田大学教育学部
斗


















部 門 氏 名 所 属
設 営 航 空
〃
　 　 　 　fl
黒 水 茂 明
川 村 直 司




設 営 一 般
〃
〃
佐 野 雅 史
小 村 修 一





部 門 氏 名 所 属
隊 長 吉 田 栄 夫 国立極地研究所研究系
定常観測 海 洋 物 理 岩 永 義 幸 海上保安庁水路部海洋調査課
海 洋 化 学 當 重 り1、 〃
海 洋 生 物 服 部 寛 (国立極地研究所事業部)
測 地 米 漠 武 次 建設省国土地理院測地部測地第二課
研究観測 雪氷 ・地学系 森 脇 喜 一 国立極地研究所研究系
〃 小 島 秀 康 〃
〃 石 塚 英 男 高知大学理学部
〃 福 田 洋 一 弘前大学理学部
〃 松 岡 憲 知 (国立極地研究所事業部)
生物 ・医学系 福 地 光 男 国立極地研究所研究系
設 営 設 営 一 般 志 賀 重 雄 (国立極地研究所事業部)
〃 増 田 光 男 (〃)
〃 栗 城 繁 夫 文部省学術国際局国際学術課
〃 森 田 知 弥 国立極地研究所事業部観測協力室
o同 行者
氏 名 所 属 一 一 一一]
村 山 雅 美 南極輸送問題調査会議
高 橋 勝 海上保安庁海上保安大学校
柳 原 健 運輸省船舶技術研究所
加 用 芳 男 三菱重工業株式会社長崎研究所
吉 田 史 郎 住友重機械工業株式会社船舶海洋鉄構事業本部
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南極地域観測項 目一覧
1.船 上及 び 接岸 中 にお け る観測
〔定常観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 担 当 機 関
電 離 層 ○電界強度測定 鈴 木 晃 電波研究所
海洋物理・化学 ○海洋物理観測
○海洋化学観測
岩 永 義 幸
當 重 弘
海上保安庁
海 洋 生 物 o海 洋生物観測 服 部 寛 国立極地研究所
測 地 o基 準点測量 米 渓 武 次 国土地理院
〔研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 研究代表者
雪氷 ・地学系 東 クイーンモー ドラン ド地域雪氷 ・地学研究 森 脇 喜 一 吉 田 栄 夫
計画 小 島 秀 康
o七 一ルロンダーネ山地地学調査 石 塚 英 男
・基盤地質,地 形,及 び地殻構造に関する 松 岡 慧 知
研究 福 田 洋 一
・南極阻石に関す る研究
o周 辺海域の地殻物理の研究




・植 物 プ ラ ン ク トン,藻 類 調 査





2.昭 和基地,み ずほ基地及びその周辺地域 での越冬観測
〔定常観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 担 当 機 関
極 光 ・夜 光 O全 天カメラによる観測,写 真観測 内 田 邦 夫 国立極地研究所
地 磁 気 ○地磁気三成分及び同 上基線値決定のための
絶対値測定
内 田 邦 夫 陸陸極地研究所
電 離 層 o電 離層垂直観測
Oオ ー ロラレー ダ観測
Oリ オメー タ吸収 及び電 界強度測定による電
離層吸収の測定




手 塚 正 一'
渡 部 信 行
坂 尻 政 市
佐々木 洋
気象庁
潮 汐 O潮 汐観測 内 田 月1夫 海上保安庁














'ド 沢 威 男
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(2)第27次 南極地域観測隊訓練
第27次 南極 地域観測 隊員候補者 冬期訓練
〔目 的〕 第27次 南極地域観測隊の編成及びその他の実施準備に資す るため,隊 員候補者に対 し冬期の寒冷
地において雪中行動等に関する各種訓練 を実施 した。
〔期 間〕 昭和60年3月11日 ～3月15日
〔場 所〕 乗鞍岳位ヶ原山荘 を中心 とする乗鞍高原一帯
〔参加者〕 吉田隊長,内 藤副隊長,隊 員44名,関 係者20名,計66名
第27次 南極地域 観測隊 員夏期訓練
〔目 的〕 第27次 南極地域観測隊員に対 し,極 地行動に関する各種訓練や観測計画等に関す る講義を行い,
所要の知識や技術 を習得 させ ると共に,団 体生活を とおして隊員の相互理解 を深めるために実施
した。
〔期 間〕 文部省菅平高原体育研究場 を中心 とする菅平高原一帯
〔参加者〕 吉田隊長,内 藤副隊長,隊 員47名,関 係者16名,計65名
第27次 南極地域観測 隊部 門別 訓練
観測隊部 門別訓練は南極地域において,必 要な機器の取扱 いや保守訓練,オ ペレーションを円滑に進め る
ための訓練 を,担 当部門ごと,出 発準備期間中随意実施 した。
(3)第27次 南極地域観測隊行動概要及び観測概要
夏 隊 によ る行動及 び観測
1.概 要
第27次 南極地域観測隊(吉 田栄夫隊長以下50名,う ち夏隊15名)は,運 輸省船舶技術研究所,海 上保安
庁等からのオブザーバー4名 とともに,昭 和60年11月14日,「 しらせ」に乗船 し東京港 を出港.11月28日 オー
ス トラリアのフリマン トルに寄港 し,輸 送問題調査会議か ら派遣された村山雅美本部委員を迎えた。同港
入港中の12月2日,オ ース トラ リア政府の公式要請に基づ いて,南 極本部は 「しらせ」が,エ ンダー ビラ
ン ド北西沖で海氷に閉ざされているオース トラリア観測隊の観測船 「ネラダン」を救出するよう,「しらせ」
及び第27次 隊に命 じた。これにより,「 しらせ」は急拠救援物資や軽油60tな どを搭載 し,12月3日 予定時
刻 を2時 間早めてフ リマ ン トルを出港 し,現 場に向かった。
予定航路 を大圏航路に変更し,深 海用XBT観 測を中止 とし,オ ー ストラリアか ら依頼のあった漂流観測
ブイ4個 を39°Sか ら55°Sの 間に投入,12月8日55°Sを 通過 して急行 した 「しらせ」は,ユ2月12日 夜63°2σ
S,50°20'E付 近で氷縁に到達 し,直 ちに 「ネラダン」を目指 した。厚 くハンモ ・クした海氷を突破 した 「し
らせ」は,12月14日 か ら15日 にかけて,「 ネラダン」の氷か らの解放 と曳航に成功 し16日 朝氷海を脱した と
ころまで誘導 して救出行動 を終 った。
この後直ちにブライ ド湾に向かい,12月20日 到着,あ すか観測拠点への輸送 と発電棟の建設,ブ ライ ド
湾でのバ イオマ ス観測等を行い,七 一ルロンダー ネ山地地学調査隊8名 を残して,「 しらせ」は12月31日 昭
和基地へ向った。昭和61年1月2日 第1便 のヘ リコプ ター便を昭和 基地へ送 り,1月4日 早朝昭和基地に
接岸した,直 ちに物資輸送,作 業工作棟の建設や 荒金ダム取水設備の設置等の建設作業が行われ,ま たラ
ングホブテ生物観測小屋の建設を含む沿岸露岩の野外調査,航 空機の組立搬 入とテス トフライ ト,み ずほ
基地への内陸旅行等が実施 された。
2月1日,26次 越冬隊と27次 越冬隊の交代を行い2月7日 「しらせ」は反転北上を開始,オ ブザーバー
の要望で残された氷海航行試験 を定着氷内で行いつつ氷縁に商った。定着氷北 方の流氷帯には,厚 くハ ン
モ・,クした地帯がかなり広 くあって,「 しらせ」はかな りの二苦斗を強いられたか,2月10日 ブライ ド湾北方
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の氷縁に到着,翌11日 ブライ ド湾の定着氷に接岸 し,こ の 日夕刻,ま ず26次 内陸旅行隊 をヘ リコプターで
収容,翌12日27次 七一ルロンダー ネ山地地学調査隊 を収容 した。13日 か ら15日 までは,ブ ライ ド湾にあっ
て生物観測用係留ブイの揚収やバ イオマス観測等を行ったが,流 氷が 多く,予 定を早 く切 り上げて 「しら
せ」はブライ ド湾を離脱,以 後天候 と氷状に応 じて,バ イオマス観測,海 洋観測を実施 しつつ北上,3月
6日55°Sを 通過 して,モ ー リシャスのポー トルイスは3月14日 から21日,シ ンガポールは4月2日 か ら9
日の寄港 を経て,4月20日 東京港に帰港 した。
2.七 一ルロンダーネオペ レー ション
(1)輸 送 、
まず12月21日,建 設要員7名 と初期必要物資600kgが 直接あすか観測拠点に空輸され,つ いで21日 から
24日 まで,Lo拠 点に31便43t,30マ イル拠点に42便67tの 物資が空輸された。Lo拠点ではD31型 ブル ドー
ザー3台 が組立てられ,30マ イル拠点か らの雪上車 とともに陸上輸送に使用 された。
(2)発 電棟建設等
26次 隊による主屋棟建設に引続き,あ すか観測拠点の発電棟建設 を行った。12月21日 の準備作業の後,
22日 か ら建設が行われ,30日 までの間に,床 面積95m2の 発電棟建設 と,26次 に建設された飯場棟の掘 出
し,移 設が実施された。発電棟内部設備工事 としては,風 呂,便 所,電 気設備の一部,発 電機仮設置等
が行われた。
(3)地 学調査
12月31日 か ら1月4日 まで,あ すか観測拠点及びシール岩にて準備作業 を行い,1月5日 から2月6
日の間,七 一ルロンダーネ山地中央部において,地 形,地 質調査,陽 石探査,測 地観測 を行った。
3.昭 和基地オペレーション
(1)輸 送
昭和61年1月4日,昭 和基地東方見晴 らし岩沖に接岸 と同時に,本 格的輸送作業に取 りかか り,大 型
物品の氷上輸送,貨 油のパイプ輸送,昭 和基地及び見返 り台(S16)へ の空輸,航 空機の 「しらせ」船
上での組立て と基地への移送等 を行 った。昭和基地への輸送は1月18日 に終了 したが,見 返 り台への空
輸は,隊 の行動計画に合せて1月7日 及び27日 に実施 された。
(2)建 設作業
夏期間の最大の作業は,建 面積190m2,一 部2階 建,総 床面積275m2の 鉄骨パネル式の作業工作棟 を,
一夏で建設す ることであった。 これには 「しらせ」乗組員の支援284人 ・日を含めて563人 ・日を要 し2
月4日 に完成 した。このほか,こ の内部設備工事,荒 金ダム(貯 水池)温 水循環回路工事,発 電機エン
ジン整備,セ スナ及びピラタス機の組立 ・整備 ・試飛行 ・陸上係留等が行われた。
(3)内 陸旅行
みずほ基地への旅行 を2回 実施し,第2回 目には,見 返 り合一みずほ基地間の測 量ポールの トラバー
ス測量 を行った。
(4)野 外調査
ラングホブデに越冬中の生物観測小屋を建 設するとともに,予 備調査を行った。 また,ル ン ドボー ク
スヘ ッタでの重力測定,地 形調査を行 うとともに,ス カルブスネスでの26次 越冬隊による環境モニ タリ
ング調査 を支援 した。西オングル島での生物調査 も実施 した。
4.舟 合」二親nFJJ
ブライ ド湾における生物 自動観測用係留ブイの設置(12月28日)と 揚収(2月13日)や,3回 に及ぶ28
時間停船観測 など初めての試みを含むバ イオマス及びこれに関連す る海洋観測,定 常海洋観測が行われた。
また,ほ ぼ全航路に及ぶ海上重力測定,グ ンネラスバ ンクでの海底地層探査などの地学調査を実施 し,オ
メガ電波測定な どの電離層観測 も行 った。なお,ブ ライ ド湾及びプリンヌ、オラフ海岸での,ヘ リコプター
による大型動物センサ スも実施 した。
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越冬 隊 によ る観測
1.概 要
第27次 越 冬隊は昭和60年11月13日 に開かれた第84回 南極地域観測統合推進本部総会で決定された 「第27
次南極地域観測隊行動実施計画」に基づ き,昭 和基地 及びみずほ基地,内 陸における定常観測,お よび 「東
クイー ンモー ドラン ド地域雪氷研究計画」等を中心 とした各研究観測 を実施した。第27次 越冬隊が実施 し




イオノグラム,オ ー ロラレーダー,リ オメー タ,オ メガ受信,短 波電 界強度について通年観測 を実施
し,良 好なデー タをほぼ予定通 り得た。
(2)地 球物理
極光 ・夜光観測:全 天カメラによる撮影を135日 間実施 し,14,000ftの フィルム記録 を得た。
地 磁 気 観 測:地 磁気3成 分連続観測,絶 対観測 ともに良好なデー タを得 た。
地 震 観 測:11月 自動観測装置に トラブルがあり一部欠測した。 しか し,長 時間チャー トレコー
ダによる記録 は年間 を通 じて順調であった。
潮 汐 観 測:副 標観測 を6月 に実施する等問題な く周年記録 を得た。
(3)気 象
地 上 気 象 観 測:順 調に観測を実施 した。
高 層 気 象 観 測:悪 天による以外に欠測な く順調に観測を実施 した。
特殊 ゾンデ観測:オ ゾンゾンデ12台,輻 射 ゾンデ10台 飛揚。オゾンゾンデはイン ド隊,東 ドイツから
協 力要請があり,同 時飛揚やデータ交換 を実施 した。
天 気 解 析:NOAA気 象衛星受信等受信不良 もあったが予定通 り実施 できた。
ロボッ ト気象観測:順 調に実施 した。
3.研 究観測
(1)宙 空系
宙空系は 「極域擾乱 と磁気圏構造の総合観測」を中心 として次の研究観測を実施 した。
超高層現象のモニタリング:地 磁気脈動,　VLF自 然電波,銀 河電波雑音の観測 を順調に実施 した。
オ ー ロ ラ 光 学 観 測:フ ォ トメー タ,高 感度テレビによ り順調に観測 した。
オー ロラ ドップラー レーダ:順 調に実施 した。
人 工 衛 星 受 信:NOAA-9,　 ExOS-C,　 ISISをj]1貢調に受信 した。
マ ルチ ビー ム リオメー タ:南 北方向の他東西方向の観測も実施 し,オ ーロラ粒子振込の詳細な観測
に成功 した。
短 波 レ ー ダ:良 好なデータを得て観測に成功 した。
ハ レ ー 彗 星 観 測:光 学観測に成功 した。
雪 中 電 波 伝 搬 実 験:沿 岸 ・内陸で数 回の実験に成功 した。
(2)雪 氷地学系
長期研究計画 「東 クイー ンモー ドラン ド雪氷 研究計画」の最終年に当 り,内 陸旅行,航 空機観測 を中
心に大気微量成分観測等 も実施 した。
氷 床 流 動 観 測:内 陸旅行を中心に23・24次 隊設置の測量点の再測 を欠測な く実施 した。
基 盤 地 形 観 測:内 陸旅行中の連続観測,航 空機による連続観測により,し らせ氷河,み ず
ほ地域,リ ーセルラルセン半島,や まと山脈地域,七 一ルロンダーネ地域
で観測 を実施 した。
海氷厚 ・表面積雪層観測:イ ンパルスレー ダ,ス テップ周波数 レーダにより昭和基地周辺海氷厚,内
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陸積雪層の観測 を実施 した。
中 層 掘 削 孔 の 検 層:み ずほ基地中層掘削孔の孔径,傾 斜,温 度の測定 を数 回実施 した。
浅 層 掘 削:内 陸旅行 中30～100mの ボー リングを実施 し,コ アを採取 した。
陽 石 探 査:や まと山脈南部,七 一ルロンダーネ東部において約800ヶ の陽石の採集に成
功 した。
積 雪,飛 雪 の 採 取:化 学分析のため昭和基地,み ずほ基地,内 陸旅行中に随時サ ンプ リングを
実施 した。汚れ層の採集 も行 った。
大 気 微 量 成 分 観 測:赤 外分光観測を約40日 間実施 し,微 量成分の定量が 可能な高分解能 スペ ク
トルの取得に成功 した。
大 気 サ ン プ リ ン グ:航 空機によるサ ンプ リングを周年にわたって実施した。
二 酸 化 炭 素 連 続 測 定:順 調に良質のデータを得た。
〔内陸旅 行〕
長期の内陸旅行 として,10月 以降に航空支援隊の昭和基地一や まと山脈航空拠点一あすか観測拠点への
大型雪上車2台 を用いての旅行,及 び雪上車4台 を用いての雪氷地学調査の旅行 を実施 した。特に後者の
旅行は走行距離4,000km,期 間4ヶ 月半にわたる旅行であったが,人 員 ・・斬山」とも大きな トラブルな く終了
した。
(3)生 物 ・医学 系
BIOMASS研 究計画,環 境 モニタ リング,南 極におけるヒトの生理学的研究について以下の観測を実施
した。
水 中 テ レ ビ 実 験:冬 期の底生生物群集の生態調査を自走式水中テレビカメラで実施 し,オ キア ミ
を含め冬期の生態に関す る貴重な資料 を得た。
動 物 行 動 観 測:水 深記録計を用いアザラシ ・ペンギンの潜水摂餌行動 を得た。
地 衣 類 調 査:プ リンスオラフ海岸,宗 谷海岸の露岸51ヶ 所の調査 を実施 し,こ の地域 で知 ら
れる20種 を遥かに越 える50種 以上の地衣類 を採集 した。 また,ラ ングボブデ観
測小舎に長期滞在 し,詳 細な群落調査,永 久方形区の設置,微 気象観測等 を実
施 した。また,　SSSIの 調査 も実施 した。
動 物 セ ン サ ス:ア ザラシ,ペ ンギンの個体数調査 を地上及び航空機から実施 した。
土壌藻類 ・細菌調査:所 定の場所での採集 を実施 した。
赤 血 球 変 形能 検 査:越 冬隊延75人 について隔月調査を実施 した。
長 時 間 心電 図検 査:越 冬隊延60人 について実施 した。
す い 機 能 検 査:越 冬隊延25人 について実施 した。
4.設 営経過
(1)機 械
年間 を通 して大きな トラブルもな く終了 した。機械部門は越冬初期に行った新作業工作棟の内部設備
工事以来,仮 作業か らの引越作業,物 品整理,発 電システムの管理 ・維持,荒 金ダム温水循環システム
の設置 と水システム全般の管理,維 持,電 気配線系の全般的な整備 ・維持,冷 暖房設備,電 気設備,防
火設備等の管理 ・維持,さ らに車両整備,内 陸旅行用車輌の重点整備、!燃料の管理等 多くの作業を問題
な く実施 した。このため,隊 が予定 した観測計画,内 陸旅行計画全て を順調に消化することができた。
(2)通 信
施設全般に老朽化が見 られたが,送 信機はじめ大 きな トラブルを起 こすことな く終了した。施 設面で
の工事 として無線標 識機ビー コンを,T型 アンテナ,ア ー ス工事 ともに新型機:更 来示した。またVLPア
ンテナ工事 も難行 したがアンテナ張換工事を完了した。
運用面で も順調に経過 したが,27次 隊で,例 年1!り の通信運用の他に9STVの 運用を開始 した。全般に
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好評であるが,一 方的に画像 を送るだけで,家 族サービス等への期待が 多くあった。 この他イン ド隊と
はイン ド側の要望 で月に1回 の通信設定 を持 った。
(3)航 空
ピラタヌ、,セ スナ機を61年1月1日 より62年1月3日 まで運用 し,計432時 間のフライ トを実施 した。
運用は昭和基地 を中心にアイスレー ダー観測,エ アサンプ リング,生 物センサ ヌ、,氷 状偵察等 を実施 し
た。また越冬後半はやまと山脈航空拠点,あ すか航空拠点へ進出して内陸各地でアイスレーダー観測や
空撮を実施 した。航空機の運用は海氷滑走路が安定 してお り,恵 まれた運用を行 ったが,あ すか拠点 と
の直接 フライ ト等問題点はなお 多く残った。
(4)調 理.
昭和基地の食糧については余 り問題なく経過した。肉,野 菜,乳 製品 とも不足することなく消費した。
食糧の管理 もほぼ順調であったが,保 存については 「しらせ」側冷蔵庫に入りきらず,冷 房庫に入れた
野菜に問題があった。旅行用レーションも十分な量があったが,冷 凍野菜が一部不足 した。
(5)医 療
大きな怪我 もな く経過 した。特に夏期間高所での重量物作業があったが,怪 我人を出すことな く終了




基地全般に老朽化が進んでいる。全般的に基地機能を見直す という意味で,基 地施 設の点検,将 来計
画調査が建築部門の課題であった。越冬前半に基地環境整備 を実施 し,更 に建物の修理,危 険個所の点
検 を実施 した。




(1)南 極 マ ク マ ー ド ・サ ウ ン ド地 域 外 国 共 同 観 測 概 要
① 期 間 昭和61年11月3日 ～62年1月20日
② 参加者 神沼 克伊(国 立極地研究所)
和田 秀樹(静 岡大学理学部)
三浦 哲(東 北大学理学部)
③ 目 的 マ クマー ド・サウン ドの地球科学的研究
④ 実施概要
(イ)テ レメー タ観測器,記 録装置の保守
(ロ)コ アに含 まれるガス成分の分析
内 火山活動の表面現象観測
(2)交 換 科 学 者
① 期 間 昭和62年1月6日 ～62年2月23日
② 派遣者 船木實(国 立極地研究所)
③ 目 的 オース トラ リア南極観測隊への同行による岩石試料採集及び調査
④ 調査概要
(イ)ゲ ールゲレン海台のハー ド島にて岩石試料採集




昭和基地は リュツ ォ ・ホルム湾東岸の大陸氷縁か ら西に約4km離 れた東オングル島の上にあり,天 測点は
69°OO'22"S,39°35'24"Eで 標高は29.18mあ る。
o建 設 物
建物の総床面積は約3648.5m'で 発電棟1,作 業棟2,居 住棟4,観 測 ・研究棟11,ロ ケッ ト関係棟4,倉
庫2等 が,東 オングル島の岩盤の上に建てられている。他に,見 晴 らし岩西側に燃料貯蔵 タン久 観測棟東
側 と電離棟 周辺には各種観測用のアンテナ群及びセンサー類があ り,基 地北側のアンテナ島に送信棟及び送
信アンテナ群がある。
O電 力
昭和基地電源 としては,新 発電棟に200KVA(160kw)発 電機3台 が配備されてお り,通 常は200KVA発 電
機1基 運転で全ての電力をまかなってお り,他 は予備機 としている。
o車 両,航 空機
夏期の建設作業には,ク レーン車,ダ ンプ トラック等の装輪車があ り,冬 期作業用 としてブル ドーザー,
小型雪上車,内 陸など野外調査用 として中型雪上車,小 型雪上車,浮 上型雪上車,ス ノーモービル等が配置
されている。また,小 型航空機(ピ ラタスポー ターPC-6,セ スナ185)を 運用する年 もある。
o通 信
対内地 との通信手段 には短波回線 と海事衛星(イ ンマルサ ット)回 線 を利用 した電話,テ レックス,フ ァ
クシミリ等がある。短波回線を利用 した公用電報は銚子無線電報局を経由 して,文 部省南極本部 と当研究所
のテレックスで随時受信 される。また海事衛星 を利用 した高速ファクシ ミリ(月 ～金曜 日),テ レックス(適
宜),電 話(適 宜)に よる通信 も行なわれている。
その他,短 波回線を利用 したファクシ ミリ(毎 週金曜 日),電 話(南 部本部,第1,第3水 曜 日),写 真電
送(KDD,第2,第4水 曜 日)が 定期的に行なわれている。
私用電報 は内地 と同様に利用できるが,通 信業務にあたる隊員の負担を少な くするため,内 地か らの発信
は隊員の指名する者(家 族等)に 限られている。海事衛星 を利用した私用電話についても同 じ理由で,利 用
時間を限って運用 されている。
o医 療
毎年2名 の医療隊員が派遣されてお り,医 療器具 も大型 レン トゲン装置から歯科治療台まで一応の ものは
備え付けられている。
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(隊 次) 構 造



















1日 電 離 棟 1966 (7)40.3 木製パネル




























木 製 パ ネ ル



















第 9発 電 棟
1968 (9)
270.0
軽 量 鉄 骨,折 板
110KVA2基,食 料 庫,暗 室,レ ン トゲ ン室
第 9居 住 棟 1968 (9)100.0
高 床,木 製 パ ネ ル
個 室 ユ0,ラ ウ ン ジ1






,木 製 パ ネ ル
1個 室10,ラ ウ ン ジ
レ ー ダ ー テ レ メー ター 室|
1969 110)
86.4
{高 床,鉄 骨,木 製パ ネル
ロ ケ ・ート レ ー ダ ー,テ レ メ ー タ ー セ ン タ ー
1




,鉄 骨,木 製 パ ネ ル,12次 で現 地 点 に 移 設
巨 ゲ,腰 員据 ミ
組 立 調 整 室 1969{ (10)86.4
高 床,鉄 骨,木 製 ハ ネ ル
ロ ケ ・ト組 立 調 整,ク レ ー ン,ラ ンチ ャ一
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建 物 名
建設年(隊 次) 構 造
床面積m2 現 在 の 用 途
発 射 台 1970(11)135.0
鉄 骨,コ ン ク リー ト床,タ ー ン タ ー ブ ル,上 屋 な し
ロ ケ ッ ト発 射






地 震 感 震 室 1970(11)27.0
軽量鉄骨,折 板,半 地下
長周期,短 周期地震計感露都
第13居 住 棟 1972(13)100.0
高床,木 製パネル
個室10,隊 長室
推 薬 練 1972(13)67.0
高床,鉄 骨,木 製パネル
ロケッ ト格納庫
気 象 棟 1973(14)100.8
高床,木 製パネル
気象(定 常 ・研究),屋 上にパラボラアンテナ
気 象 棟 前 室 1973(14)26.4
高床,軽 量鉄骨,木 製パネル
気象用倉庫














電 離 層 棟 1977(18)100.8
高床,木 製パネル
電離層観測,暗 室








第8冷 凍 庫 1967(8)7.4
コンテナ改造
夏期隊員宿舎用
第14冷 凍 庫 1973(14)15.4
アル ミパネル
食料保存
夏 期 隊 員 宿 舎 1979,80(20,21)302.4
高 床,木 製 パ ネ ル,2階 建
48ベ ッ ト,60名 食 堂,風 呂
情 報 処 理 棟 1981(22)93.6
高床,木 製パネル
電子計算機,標 準時計,超 高層物理観測装置
新 発 電 棟 1982,83(23,24)425.5
鉄 骨,鋼 板 パ ネ ル,木 製 パ ネル,2階 建
200KVA発 電 機3基,冷 蔵 ・冷 凍 庫,便 所,風 呂,暗 室,理 髪 室
仮 設 作 業 棟 1985(26)112.0
幌張,鉄 パイプ
航空部品庫,作 業室






4.み ず ほ基地 の施 設概要
昭和基地 より約270kmの 内陸氷床上(70°41'53"S,44°19'54"E標 高約2,200m)に あるこの基地は第11次(昭
和45年)に コルゲー ト棟 を設置 したのを初め として年々拡充 され現在に至っている。
o建 設 物
雪面下にコルゲー ト棟,居 住棟,観 測棟,ポ ーレックス棟,超 高層観測室,医 療棟 の計6棟,延 床面積106m2
の建物の他,ト レンチ を利用した発電機室,ボ ー リング場,雪 洞による実験室がある。また地上には,通 信
用アンテナ,30mの 気象タワーなどが設置されている。
o電 力 等
16KVA(12.8KW)と12KVA(9.6KW)発電機 を有し,ど ちらか1基 を運転 し1基 を予備 としている。居





















1.コ ル ゲ ー トハ ウ ス
2.居 住 棟
3.観1別 棟
4.超 高 層 観 測 室
5.医 務 棟
6.ポ ー レ ッ ク ス棟
7.食 糧 室




12.コ ァ 置 場
13.ボ ー リ ン グ場
14.装 備 室
15.雪 氷 倉 庫
16.雪 永 実 験 室
17.リ オ メ ー タア ンテ ナ室
図7み ず ぽ基地 平面図{石 沢 賢 二氏|原図 を利用1
ハ ンチ 部は 、雪 フロ ノクに よる埋 め も とし空 間
一97一
観 測 項 目 デ ー タ 内 容 記録期間 記録媒体,記 録仕様,記 録器 数量 保管機関
総合記録 オ メ ガ,リ オ メ ー タ
HF電 測,オ ーロラレー ダ
1985.2.1～
1986.1.31
E906ANF打 点 記f・表紙25mm/時 12巻





電 算機 用 磁 気 テー プ,1600BPI
LAX-1000デ ー タ ロガー
1
73巻
定 常 ・ 地球物理 松 村 正 一
極 光 全天カメラ写真 1985.2.17～
1986.10.13
35mmコ ダ ッ ク4-X,400フィー ト
ASA400フ ィ ル ム
41巻 国立極地
研究所
地磁気 フ ラ ッ クス ゲー ト
磁 力 計三 成 分
1985.2.1～
1986.1.31
3ch打 点 記 録 紙
















士也震 計 に よ る士也震波
1985.2.1～
1986.1.31
記録 紙,三 栄 長時 間 レ コー ダ 24冊
計 測 用磁 気 テー プ,1/2イ ン チ3600フ ィー ト
7ch,0.031PS,R950デー タ レ コー ダ
24巻
電 算 機 用磁 気 テー プ,1200フ ィー ト
地 震 自動 観測 装 置
10巻






傾斜計 同 －L 記 録 紙2.5cm/時
一 　
12巻
潮 汐 検潮記録 1985.1.29～
1986.1.31




セ ー ル ロ ン ダー ネ
と昭 和 基地JMR
同 時 観 測
JMRに よる測位結果1985.1.9～
1985.2.18




刺針した航空写真 ?書中'与二ず{,4f音 イ申 しi12糸ll
-.___」
宙 空 レーザレーダ観測 野 村 彰 夫
成層圏エアロゾル
観測
Aス コー プ信 号 1985.2.17～
1985.10.21
電 算機 用 磁 気 テー プ,MELCOM70'10

















観 測 項 目 デ ー タ 内 容 記 録 期 間| 記録媒体,記 録仕様,記 録器 数量 保管機関
ト 1
熱 圏下 部 ナ トリウlAス コー プ信 号 1985.3.29～ 電算機用磁気テー プ,　MELCONI　 70/1011巻 国立極地1
ム原子層観測 1985.10.141600BPI,ユ200フ ィー ト 研究所
ナ ト リウ ム原 子 LP用 紙,MELCOM70/10 2000頁信州大学
高度分布図 コ ン ソ ー ル ハ ー ド コ ピー 工学部
解 析 デ ー タ 8000頁
成層圏温度観測 Aス コー プ信 号 1985.2.27～ 電算機用磁気テープ,MELCOM70/10 1巻 国立極地
1985.3.5 1600BPI,1200フ ィー ト 研究所
夜光雲観測 1985.9.28～ 1巻
1985.10.21
宙 空 電離層研究観測 小 川 忠 彦
VHFド ッ プ ラ ー50MHz電 波 オー ロラエ1985.2.27～ 電算機用磁気テープ,　MELCOM 49巻 電波研究
レ ー ダ ー コー強度 及び 1985.12.1470/25 所
ドップラー スペ ク トラム (詳細本文) 1600BPI,2400フィ ー ト
50MHz流 星 エ コー 1985.1.26～ 67巻
強 度 及 び ドップ ラー 1986.1.24
速度 (詳 細 本 文)
一 一
50,112MHz電 波1985.3.9～ 電 算 機 用磁 気 テ ー プ,1600BPI 73巻*
オー ロ ラエ コー強 度 1986.12.22400フ ィー ト,LA×1000デ ー タロ ガー
同.ヒ 1985.2.1～ 記録 紙6c卯 時 3巻
1986.1.31三 栄 測 器6chレ クチ グ ラフ
NNSS衛 星 に よ る150N4H[zと400NIHz1985.3.9～ 電 算 機 用 磁 気 テー プ,1600BPI 73巻* *同 一
電離層観測 電波受信強度,位 相 1985.12.22400フ ィー ト,LA×1000デ ー タ ロ ガー テー プ
ドッ プ ラ ー シ フ ト,
1985.2.12～ 記録 紙12cm/時 5巻
ドップ ラー シ フ ト差 1986.1.11 三栄 測 器2ch,　 4chレ クチ グ ラフ
150MHzと400NIHz1985.4.20,4.24計 測用 磁 気 テ ー プ,1/4イ ンチ,360020巻
電波受信強度, 4.28,5.17,5.18フ ィ ー ト
位 相5.21,5.22,5,29 TEAC　 R4ユ04chデ ー タレ コー ダ
i7.12,7,13,7.31(夜 間 の4～8時 間 記録)
{8.1,8.2,8.12| FM録 音,31PS
8.13,12.28
そ皐i」星い軌 」遊要 素11985.1.26～ プ リン ター 記 録 紙 42巻
1986.1.11 日本 無 線 プ リン ター
子童了jf1升逢朔オ糸f星各1985.4.4～ ;ラ イ ンプ リン ター 用紙,衛 星 直下 点 18巻
ミ1986.1.11
の2分 毎 の緯 経 度,NECPC9801
: 及 び8801ハ ソ コ ン
宙 空 地 上 観 測 山 岸 久 雄
マ ルチ ビー ム
`1
固 定 三 方 位 及 ひし1985.3.1～! 計測 用 磁 気 テー プ12イ ンチ,3600フ ィー ト21巻 国立極地
リ オ メ ー タ 掃 天 ビー ム に よ る電 :1986.1.20 0.031PS,TEACR950デー タレコー ダ 研究所
離層吸収
1 1 iカ セ・/トテー フ90分TFC101デ ー タロガー: 117巻1
11
一101一
観 測 項 目
超 高 層
モニ タ リン グ
デ ー タ 内 容
地 磁 気,固 定 方位
リオ メー タ記 録
電 離 層吸 収,オ ー ロ
ラホ トメー タ記録
相関 記 録(地 磁 気 脈
動,　CNA,マ グネH,
VLF)
























記録媒体,記 録仕様,記 録器 数量 保管機関
8ch1惑 奔呉、言己金表糸氏,30cm/ll寺
10日/巻,三 栄 レ クチ グ ラ フ
3ch!感 熱 言己1乗矛氏,5cm/目 今
2ケ 月/巻,三 栄 レ クチ グ ラ フ
1ch!感 熱 記i求糸氏,3cm/時
グラ フ テ ッ クマ ルチ コー ダ
オー デ ィオ用 磁 気 テー プ1/4イ ンチ,1100m
3.751PS,6時 間/巻
電 算 機 用 磁 気 テー プ,ユ600BPI
2400フ ィー ト,MELCOM70/25
グ ラ フ ィ ッ ク 八 一ー ド コ ピーB5判







宙 空 オー ロラ光 学 観 測 鮎 川 一 朗
ホ トメー タ観 測
オー ロ ラテ レビ
カメ ラ観 測
　 　 　 (VAT)
固定三方位及び
掃天ホ トメータ













8ch!感 熱 言己金喪糸底,30cm/日 寺
三 栄 レ ク チ グ ラ フ
計 測 用 磁 気 テー プ,1/2イ ンチ,3600フ ィー ト
7chFM記 録0.061PS
TEAC　 R950デ ー タレコー ダ
電 算機 用磁 気 テー プ,1600BPI
2400フ ィー ト,MELCOM70/25
電 算機 用磁 気 テ ー プ,1600BPI
1200フ ィー ト,MELCOM70/25
グ ラ フ ィ ッ ク ハ ー ドコ ピ ーB5判
12時 間/枚,2種,テ ク トロ4631
ビデ オカセ ッ ト,VHS120分 用
標 準速 ま たは3倍 モー ド
計 測 用磁 気 テー プ,1/2イ ンチ,9200フ ィー ト
7ト ラ・・ク,DR録 音,ハ ネウェル101
デ ー タレコー ダ
計測 用磁 気 テー プ,1/2イ ンチ,7200フ ィー ト
7ト ラ・ソク,DR録 音,ハ ネウェル101












観 測 項 目 デ ー タ 内 容 「1 記録 期 間記録媒体,記 録仕様,記 録器 数量 保管機関
!SIT管 〕




ビデ オ カセ ッ トVHSI20分 用
標 準 速,全 天テ レビ カ メラ
3巻
広 角 オー ロ ラ画像 1985.4.1～
1985.10.2
ビデ オ カセ ・ 卜VHS120分 用




宙 空 みずほ基地超高層観測 鮎 川 一 朗
超 高 層 モ ニ タ リン
グ
:
土也磁 気 三 成 分11985.2.1～1
1985.12.31
3ch感 熱 記 録紙,5cm/時
三 栄 レ クチ グ ラ フ
6巻 1国立極地
研究所
相 関 記録(地 磁気 脈
動,CNA,VLF放 射,
ホ トメー タ、
8ch感 熱 記 録紙,12cm/時
三 栄 レ クチ グ ラフ
13巻
相 関 記録(地 磁 気脈
動,　CNA、 　地 磁 気,
ホ トメー タ)
計 測 用 磁 気 テー プ,1〆2イ ンチ,3600フ ィー ト
7chFNI記 録0.031PS




オーデ ィオ用 磁 気 テー プF4イ ンチ,1100m
3.751PS,6時 間 巻
138巻
宙 空 大気球観測 山 岸 久 雄
オー ロ ラX線 と
VLF放 射 観 測
テ レ メー タビデ オ信
号 「観測 棟)
.
計 測 用 磁 気 テー プ,12イ ンチ,7200フ ィー ト
ー
往 復 記 録,3.751PS
















PCM信 号 及 び11985 .12.13-
VLFワ イ ドバ ン ドf、引1
一号
計測 用 磁 気 テー プ,12イ ンチ.7200フ ィー ト
往復 記 録3.751PS
ハ ネウェノレ1011Bデ ー タレコー ダ
7巻
!PCNI復調 信号
8ch!感 熱 言己金大系氏,5mm/う} 5冊
宙 空 大型ゴム気球観測 神 沢 博
1
4'相 エ ア ゜ 九1小 捏 ㌘ ゜ 九;1985・7・21～ 1chペ ン レ コ ー ダ 記 録 紙6cm、'分 2巻 気象研究
所観測 ゾ ン プ 噛ブ ー タ10.3
「
[
カセ ッ トテー プ30分 また は45分 用
TEAC　 R-70デ ー タレ コー ダ
6巻
大粒 子 エ ア ロ ゾ ル
観測
大粒 子 エ ア ロ ゾ ル11985.7.21～
ゾ ン デ デ ー タ10.8
i
I
1chペ ン レ コー ダ記 録紙6cm/分 2巻 名古屋大
学空電研
究所
カ セ ・・ トテ ー プ30分 ま た は45分 用





観 測 項 目 デ ー タ 内 容 記録期間1言 己録媒体,記 録仕様,記 鎌 数量 保管機関
宙 空S-310ロ ケ ッ ト観 測 山 岸 久 雄
オー ロラ中の波動,
粒 子 電 磁場 の 観測





計 測 用 磁 気 テー プ,1/2イ ンチ,9200フ ィー ト
7ト ラ・ノク,301PS,FM及 びDR記 録
ハ ネウェル101WBデ ー タレコー ダ
2巻 国立極地
研究所
テ レ メー タ ビデ オ信
号




計 測 用 磁 気 テー プ,1/2イ ンチ,7200フ ィー ト
ー
7トラック,301PS,FM及 びDR記 録
ハ ネウェル1011Bデ ー タレコー ダ
2巻
テ レメー タ ビデ オ
信号(コ ピー)
計 測 用 磁 気 テー プ,1/2イ ンチ,3600フ ィー ト
7ト ラック,301PS,ハ ネウェル1011B
2巻
テ レメー タFMチ ャネ
ル 復調 信 号
計 測 用 磁 気 テー プ,1/2イ ンチ,3600フ ィー ト
7トラック,　FM記 録,3.751PS




電 算 機 用磁 気 テ ー プ,2400フ ィー ト
HITAC　 E600ミ ニ コ ン
4巻
テ レメー タ復調 信 号 8ch感 熱 記録 紙5mm/秒 及び50mm/秒
三 栄 レ クチ グ ラフ
20回 分
レー ダー 追 尾 デー タ プ リン ター 用 紙2秒 サ ンプ ルA4判 10枚




レー ダデ ー タ









計 測 用 磁 気 テ ー プ,1/2イ ン チ
9200フ ィー ト,7200フ ィー ト,4600フ ィー ト
151PS,ハ ネウェル101デ ー タレコー ダ
9巻 国立極地
研究所
電 算 機 用 磁 気 テ ー プ,1200フ ィー ト





1chペ ン レ コー ダ記録 紙
30cm/分(X+12分 まで),6cm/分(X+
12分 以 後),グ ラフテックマ ル チレコー ダ
11巻
宙 空 人工衛星受信 小 島 年 春
EXOS-C衛 星 PCMテ レメー タ信 号1985.2.1～
1986.1.31
電 算機 用 磁 気 テ ー プ,2400フ ィー ト





計 測 用磁 気 テ ープ,1/2イ ンチ,3600フ ィート
3.751PS,TEACR5ユ0デー タレコー ダ
13巻
受 信 ロ グ ノー ト B4判 横 長フ ァイ ル 1冊
PIス テー タス
HKデ ー タ
LP用 紙,A3判 横 長 フ ァ イル
HITAC　 E-600ミ ニ コン
2冊
ISIS-2衛 星 VLF,　 SDR,　 PCMテ




計 測 用磁 気 テ ープ,1/2イ ンチ,3600フ ィー ト
151PS,TEACR510デー タレコー ダ
23巻
受 信 ロ グ ノー ト B4判 横'長フ ァイル 1冊
一104一
1観 測 項 目 デ ー タ 内 容 記録期間 記録媒体,記 録仕様,記 録器 数量 保管機関




計測 用 磁 気 テー プ,1/2イ ンチ,9200フ ィー ト
DR記 録,601PS,ハ ネウェル101
29巻
地球撮像画像 ドライシル バ ー 紙,A3判 縦 長 ファイル
M300レ ー ザ ー ファクス
10冊
受 信 ロ グ ノー ト B4判 横 長 フ ァイル 1冊





打 点 記録 紙





池 水 モニ タ リン グ 水温の分布 野帳 4冊 横浜国大
動物センサス 動物の出現個体数





カセ ッ ト磁 気 テー プ,長 時 間心 電 図











雪 氷 奥 平 文 雄
積 雪 レー ダ 表層積雪構造 1985.11
～1986 .1.31
カセ ソトテ ー プ,　DR録 音,　TEAC




検 層 孔 径 1985.2.19,4.30
6.67.L829.12
1986.1.17















フ ィル ム(マ ル チ シ ョ ・ト用),
村 田 製作 所 マ ル チ シ ョ ッ ト
1本
孔壁写真 1985.5.5 フィルム(ボ ケ ソトフィル ム),ア サ ヒペ ンタ ・クス 1本
一105一
観 測 項 目
'
デ ー タ 内 容
; 記録期間
記録媒体,記 録仕様,記 録器 数量 保管機関
JMR 位 置,高 度 1985.1122
～12 .28
カセ ッ トテー プ 20本 国立極地
研究所
同 上 野帳 1冊
浅膚掘削 コ ア リ ス ト 1985.10.19～
1986.1.30
大型野帳
雪 氷 菊 池 時 夫
みずほ基地
定常気象観測
気圧,気 温,日 射 量 1985.1.1
～12 .31
記録紙,打 点式記録計 12冊 国立極地
研究所
風 向,風 速 同 上 記録 紙,記 録 式 風 向 風速 、言十 12巻













デ ィ ジ タ ル カ セ ッ トテ ー プCT-300,
PE800BPI,　 TEACDR-200
デ ー タ レ コー ダ
50巻 t'藷午1;li〈]'yt:
理 学 部








風 速3成 分,気 温 1985.11.1
～12 .30
デ ィ ジ タ ル カ セ ッ トテ ー プCT-300,
PE800BPI,　 TEAC　 DR-200
デ ー タ レ コ ー ダ
30巻
気温,正 味放射量 同 上 記録 紙,ペ ンレ コー ダ 2巻
前 進 拠 点(AC)








記 録 紙,ペ ン レ コーー ダ 30回 分
同 ヒ
(JMA　 75-TWS)
気 温,高 度 1985.11.23
～1225
記録 紙 ペ ン レ コー ダ 30回 分
前 進拠 点(AC)







記 銀 紙,デ ジ タルセ オ ドラ イ ト
雪 氷L田 豊
測量 地平 線 傾 斜







積雪硬度 ラ ム ゾ ン デ1985.2.3
1 ～12 .221
A4縦 長 フ ア イ ノレ 1冊
一106一





A4縦 長 フ ァイ ル 1冊






環境棟 ガ ラ ス製 フ ラ ヌ、コ





















露 岸 地 帯 の 池1ρ,500mρ,250m遭,i



















表 面 ⊥ 壌11986・1.ユ ～
ト{1986.2.10
東 オ ン グル島 10ぐmφ プ ラ スチ ッ ク










ポ リ袋 に 入れ,中
ダンボ ー ル詰 め






オ ン グノレ島 周辺 202ポ リビ ン 入 2個 横浜国大
医 学 中 島 幹 夫
尿 中 カテ コー ル ア
ミン量 の 年 変化
一 日蓄 尿 分 の一一部尿
1985.4.91
i
1985・3・19-1ユ 」ン メー トP




















雪 氷 奥 平.文 雄










DC　 コ ア11985.12.2～;ド ー ム キ ャ ン プ「
1985.12.4177°00」S,35°00E〕i
7cmφ ×50cm氷 柱









表層掘削 10mコ ア1985.3.30～ 哩5H26UNIS伍17・ ・φ×50・m'f淋　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 IFI
|1986.L311AC,γ5～ ユ0,DC
一
中 ダン ボー ル 詰
34梱
一107一
観 測 項 目
'
試 料 名 採 取 期 間 採 取 場 所 試 料 の 形 態 数量 保管機関
積雪の微量分析
(27次隊)
微 量 分 析 試 料 1986.1.30～
2.1
S25 中 ダ ン ボー ル 詰 6梱 名古屋大
学・水圏科
学研究所
雪 氷 上 田 豊
積雪の酸素同位体
とグロスβ
ピ ッ ト サ ン プ ル 1985.9.3～
9.6
みずほ基地 ポ リ袋












1986.2.4 プ ラット二 一バ ネ
降雪の酸素同位体 雪 氷 サ ン プ ル 1985.2.11～
1986.1.11
みずほ基地 50ccポ リ瓶 139本
1985.2.10～
1985.3.27





前 進 拠 点
IM,ID,IRル ー ト
49本
雪 氷 神 山 孝 吉
大気浮遊塵の微量
分析
大 気 浮 遊 塵 1985.2.21
11.2,12.28







1985.12.8 ドー ム キ ャ ンプ














積雪の微量分析 積 雪 ブ ロ ッ ク 1985.2.22前進拠点 ア ル ミ箔被 覆
中 ダ ンボー ル請
8梱
1985.12.9 ドー ム キ ャ ンプ
氷の微量分析 裸 氷 1986.2.1 ブ ラ ッ トニ ー バ
ネ
シー ト巻 き
中 ダ ンボー ル 詰
2梱
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観 測 項 目 試 料 名 採 取 期 間 採 取 場 所 試 料 の 形 態 数量 保管機関
宙 空 野 村 彰 夫
地 上観 測 エ ア ロゾ
ル サ ン プ リン グ
エ ア ロ ゾ ル 1985.3.26～
1986.1.31
昭和基地 電 子顕微鏡 メッシュ 22枚 名古屋大
学水圏科
学研究所
船 上観 測 エ ア ロゾ













研 究 課 題 資料整理担当者の氏名 ・所属 ・職名 実 施 の 概 要 ・ 成 果
1.マ クマー ド外国共同観測 神 沼 克 伊 1.エ レバ ス火山の地震デー タ整理
(極地研 ・教授) 磁気テープから地震の可視記録 を作 り,こ れを
和 田 秀 樹 読み とり震源 を決定 した。 またモニターか ら地震
(静岡大 ・助手) を読み取 り,日 別頻度分布を作成した。
三 浦 哲 2.ロ ス島で重力測定 を実施 した。
(東北大 ・助手) 3　.　Memoirs　 specla|　 lssveに 投 稿
2.交 換科学者 船 木 寛 バ ー ド島 ,ロ ー 基 地,デ ー ビ ス基 地,ス カ リ ン モ
オー ス トラリア南極観測隊 (極地研 ・助手) ノリス,そ れにモー ソン基地周辺で,古 地磁気学用
への同行による岩石試料採集 岩石試料 を採集 した。
及び調査
3.地 質図作成 国立極地研究所1「 ボッンネーセ」および 「ホノール奥岩」の25,0001
声 の1地 質図を出版 した・
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V大 学院教育に対する協 力
研究分野 氏 名 所 属 研 究 題 目
超高層物理学
鈴 木 博 之 山形大学大学院理学研究科!
　






気象 ・雪氷学 清 水 正 修 電気通信大学大学院電気通信研究科 極地気象学
地 学
網 野 順 富山大学大学院理学研究科 一
南極雌 地球物理学!
村 上 克 美 東海大学大学院理学研究科
生 物 中 坪 孝 之 llL稲田大学大学院理工学研究科 南極陸L生 態 ・分類学
※研究指導期間中に就職のため,受 入れ期間は昭和61年4月 か ら昭和6ユ年9月 である。
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VI　 図 書 ・ 刊 行 物
1.図
?
(1)図 書 室 の概 要
当 図 書 室 は,極 地 関 係 の 文 献 セ ン ター と して,南 極 ・北 極 に 関 す る 文 献 の 収 集 に 力 を そ そ い で い る 。 ま た,
研 究 ・教 育 機 関 の 図 書 室 と して,極 地 観 測 に 関 連 す る 自 然 科 学 全 般,た とえ ば 超 高 層 物 理,気 象,地 球 物 理,
雪 氷,地 学,海 洋,生 理 生 態,寒 冷 生 物,医 学,設 営 工 学,限 石,デ ー タ解 析 な ど に 関 す る 文 献 ・資 料 の 収
集,整 理,充 実 に もつ とめ て い る 。 昭 和 基 地,あ す か 観 測 拠 点 の 図 書 に つ い て も,図 書 室 で 収 集,管 理 を し
て い る 。 過 去5年 間 の 年 度 別 蔵 書 数 お よ び 増 加 冊 数 を(2)に,年 度 別 所 蔵 雑 誌 タ イ トル数 を(3)に 示 す 。
当 研 究 所 の 刊 行 物 の う ち,南 極 資 料(年3回),　 MemOlrs　 of　Natlonal　 Institute　 of　Polar　Research、 　Serles　A,
B,　C,　D,　E、　F,　Speclal　 Issue　 (不 定 期),　 JARE　 Data　 Reports　 (不 定 期),　 Antarctlc　 Geologica|　 Map　 Serles　 (不
定 期),　 Specail　 Map　 Serles　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research　 (不 定 期),　 Catalog(不 定 期)の 編 集 ・出









































































57年 度 58年 度 59年 度 60年 度 61年 度
冊数(頁 数) 冊数(頁 数) 冊数(真 数) 冊数(真 数) 冊数(真 数)
南 極 資 料 3(437) 3(358) 4(483) 3(321) 3(285)
Memoirs　 NIPR 7(1,421)6(1,328)7(1,304)5(1,491)8(1,632)
JARE　 Data　 Reports 10(921) 11(947) 12(1,179)11(837) 9(848)
Catalog
Antarctic　 Geological







出 版 リ ス ト 1(6)
南 極 の 科 学 1(202)
学 術 雑 誌 目 録 1(69)
計 23(3,003)24(2,750)26(3,001)23(2,716)23(2,862)
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 2.  K9Afifi-TTIJill-14-t 
MW.20+31- Vol. 30, No. 2  ( July 1986,  p.  89-147) 
           Vol. 30, No. 3  (  November 1986, p.  149—  281) 
           Vol. 31, No. 1  (  March 1987, p.  1—  92)
Memoirs of National Institute of Polar Research 
 Ser. E (Biology and Medical Science), No. 37 : Ecology of mosses and algae in the Syowa Station area. 
   42 p. September 1986. 
 Special Issue, No.  41  : Proceedings of the Tenth Symposium on Antarctic Meteorites, 1985, ed. by Yanai, 
   Takeda and Shimoyama. 393 p. July 1986. 
 Special Issue, No. 42 : Proceedings of the Eighth Symposium on Coordinated Observations of the Ionosphere 
   and the Magnetosphere in the Polar Regions, 1985, ed. by N. Sato. 154 p. August 1986. 
 Special Issue, No. 43 : Proceedings of the Sixth Symposium on Antarctic Geosciences, 1985, ed. by Y. 
   Yoshida. 165 p. September  1986. 
 Special Issue, No. 44 : Proceedings of the Eighth Symposium on Polar Biology, 1985, ed by T. Hoshiai and 
   Y. Ohyama. 261 p. December 1986. 
 Special Issue, No. 45 : Proceedings of the Eighth Symposium on Polar Meteorology and Glaciology, 1985, 
   ed. by S. Kawaguchi and 0. Watanabe. 111 p. December 1986. 
 Special Issue, No. 46 : Proceedings of the Eleventh Symposium on Antarctic Meteorites, 1986, ed. by K. 
   Yanai. 282 p. March 1987. 
 Special Issue, No. 47 : Proceedings of the Ninth Symposium on Coordinated Observations of the Ionosphere 
   and the Magnetosphere in the Polar Regions, 1986, ed. by M. Ejiri. 224 p. March 1987.
JARE Data Reports 
 No. 118 (Upper Atmosphere Physics  4)  : Upper atmosphere physics data, Syowa Station, 1984, by Ono et 
 al. 271 p. July 1986. 
 No. 119 (Earth Science  3)  : Geophysical data in the  Lutzow-Holm Bay region and the Mizuho Plateau, 
   Antarctica, JARE-21, by Shibuya and Ito. 118 p. September 1986. 
 No. 120 (Meteorology 19) : Meteorological data at Mizuho Station, Antarctica in 1985, by Kikuchi et al. 
   78 p. September 1986. 
 No. 121 (Marine Biology 10) : Oceanographic and marine biological data based on the routine observations 
   near Syowa Station between February 1984 and January 1985 (JARE-25), by Matsuda et al. 21 p. March 
   1987. 
 No. 122 (Ionosphere 35) : Riometer records of 30 MHz cosmic noise at Syowa Station, Antarctica in 1985, 
   by Kuratani and Maeno. 94 p. March 1987. 
 No. 123 (Ionosphere 36) : Records of radio aurora at  Syowa Station, Antarctica in 1985, by Igarashi et  al. 
   56 p. March 1987. 
 No. 124 (Seismology 20) : Seismological bulletin of Syowa Station, Antarctica, 1985, by Kaminuma and 
   Shibuya. 80 p. March 1987. 
 No. 125  (Glaciology 14) : Glaciological research program in East Queen Maud  Land, East Antarctica, Part 
   5, 1985, by Ageta et  al. 71 p. March 1987. 
 No. 126 (Oceanography  7)  : Oceanograpic data of the 26th Japanese Antarctic Research Expedition from 
   November 1984 to April 1985, by Iwanami and Tohju. 59 p. March 1987.
—113—
Antarctic　 Geological　 Map　 Series
　 Sheet　 23　 :　Honn6r　 Oku-iwa　 Rock,　 1/25000　 with　 explanatory　 text,　 by　 Nishida　 et　al.　6　p,　with　 5　pl,　March
1987.











(1)評 議 員 会議
































1香 月 秀 雄; 放送大学学長 諸 澤 正 道 国立科学博物館長
1
1加 藤 陸奥雄 東北大学名誉教授 山 本 草 二 東北大学法学部教授
茅 誠 司, 東京大学名誉教授 Il
ト
② 運営協議員会議





























































1.第29次 南極地域観測隊長 ・副隊長につ いて
2.第28次 南極地域観測隊行動実施計画(案)に ついて







2.第29次 南極地域観測実施計画(案)に つ いて
3.昭 和61年 度共同研究について
4.そ の他
(3)専 門 委 員 会
所長の諮問に応 じ,運 営協議員会議か ら求められた極地観測事業の実施に関する専門事項についての調査
審議 を行 う。






七 設営専門委員会(機 械分科会,建 築分科会,通 信分科会,航 空分科会,ホ ーバ クラフ ト分科会)
(4)南 極 地 名委 員会
研究所が作成する南極の地名の原案について,所 長に助言する。
(5)編 集委員会
所長の諮問に応 じ,極 地観測の成果その他の研究成果等の編集について調査審議 を行 う。
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(6)極 地 観 測隊 員健 康 判定 委 員会
所長の諮問に応じ,極 地において極地観測及びこれに附随する業務に従事する考及びその候補者等の健康
に関する事項について調査審議を行う。
(7)極 地 観 測記 録 映画作 成 委 員会
所長の求めに応じ,極 地観測に関する記録映画の作成について助言を行う。
(8)共 同研 究委 員会
所長の諮問に応じ,共 同研究計画書の審査その他共同研究員制度の運営に関する事項について調査審議を
行う。
(9)南 極 鉱 物資 源特 別 委 員会
所長の諮問に応じ,南 極地域の鉱物資源に関する諸問題について調査審議を行う。
(剛 南 極 海 洋生 物資 源特 別 委 員会
所長の諮問に応じ,南 極地域の海洋生物資源に関する諸問題について調査審議を行う。
㈹ 南 極 陽石 研 究委 員会
所長の諮問に応じ,南 極陽石に関する諸問題について調査審議を行う。
⑫ 氷 床 コア研 究委 員会
所長の諮問に応じ,氷 床コアに関する諸問題について調査審議を行 う。
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2.職 員 の 外 国 出 張
(1)外 国 出張
神沼 克伊 教 授
61.5.9～61.5.17ドイツ連邦共和国　 ODP南 大洋パネル出席
船 木 實 助 手
61.6.1～61.9.2ブラジル連邦共和国 南極産及びブラジル産の陽石 と岩石の磁気学的研究
星合 孝男 教 授
61.6.8～6ユ.6.22ア メリカ合衆国 第19回 南極研究科学委員会生物作業委員会等出席
佐藤 夏雄 助教授
61.6.15～61.6.22ア メリカ合衆国 地磁気共役性研究に関するナガタシンポジウム出席
平沢 威男 教 授
61.6.15～61.6.29ア メ リカ合衆国 南極中層及び超高層大気物理に関す るSCARワ ー クショップ及び第
19回南極研究科学委員会総会出席
藤井 理行 助教授
61.6.16～61.9.14ス イス連邦 ・連合王国 氷床および氷河積雪中の微量物質の層位学的研究
吉田 栄夫 教 授
江尻 全機 教 授
村越 望 観測協力室長
61.8.15～61.8.26中 華人民共和国 中国南極観測訓練の講師
小野 高幸 助 手
61.8.21～61.10.9ア イスラン ド グリー ンラン ド,ア イスラン ド,ス ピッツベルゲン地域におけ る極
域電磁現象の特性(予 備調査)
平沢 威男 教 授
61.9.6～61.9.27デンマー ク・グリー ンラン ド・ア イスラン ド・ノルウェー ・グ リー ンラン ド,ア イ
スラン ド,ス ピッツベルゲン地域における極域電磁現象の特性(予 備調査)
星合 孝男 教 授
61.9.5～61.9.15オ ース トラ リア 南極海洋生物資源保存委員会第5回 通常会合(科 学委員会)出 席
神沼 克伊 教 授
61.10.27～61.11.2ア メリカ合衆国 深海底掘削孔の物理的 ・化学的 ・地質学的特性の調査研究
61.11.14～62.4.20南 極地域 南極地域における観測調査
星合 孝 男 教 授
寺井 啓 技 官
石沢 賢二 〃
61.11.14～63.3.26南 極地域 南極地域における観測調査
大 山 佳邦 助教授
魚占川 目券 〃
宮岡 宏 助 手
山内 恭 〃
酒井 量基 技 官
神沼 克伊 教 授
61.11.19～62.1.20ニ ュー ジーラン ド 南極マ クマー ドサ ウン ド地域における地球物理学的調査
矢内 桂三 助教授
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61.11.22～621.20ニ ュージーラン ド 南極横断山脈地域における陽石探査 と隅石集積機構 に関す る研
究
船木 實 助 手
62.1.3～622.23オー ス トラ リア 豪州南極観測隊への同行による露岩調査
妹尾 茂喜 事業課長
梅木 川敏 事務官
62.2.2～622.10オー ス トラリア ・ニュージーラン ド 南極地域観測隊の寄港地の実情調査及び南極
資料館の調査
吉田 栄夫 教 授
62.2.3～622.16ニュージーラン ド 日本 ・ニュージーラン ド・米国南極協議会及び第23回 国際陸水
学会議 出席
渡邊 興亜 教 授
62.3.28～624.9スイス連邦 氷床 コア解析シンポジウム出席及び南極研究科学委員会雪氷研究集会
出席
② 海 外 研 修 旅 行
渡邊 興亜 教 授




61.9.20～61.9.28ア メ リカ合衆国 第49回 国際限石学会出席
和田 誠 助 手
61.11.29～61.12.7ニ ュージーラン ド 第2回 南半球の気象国際会議出席
藤井 理行 助教授





ス テ イ ン ・ウ ラ ラ ン ド博 士 　(Steln　 L　UIlaland)
所 属 ベ ル ゲ ン大 学 理 学 部
招 へ い 期 間 昭 和61年5月15日 ～8月15日
研 究 課 題 オ ー ロ ラ 粒 子 降 り込 み 過 程 の 研 究
ノー バ ー ト ・ウ ン タ ー ス タ イ ナ 博 士 　(Norbert　 Unterstelner)
所 属 ワ シ ン トン 大 学 極 地 科 学 セ ン ター
招 へ い 期 間 昭 和62年1月5日 ～3月4日





研 究 課 題 南極産限石及びメキシコ産阻石の比較研究,特 に限石の分類について
エ ドワ ー ド ・グ リュ ー 博 士(Edward　 S.　Grew)
所 属 メ イ ン 大 学 オ ロ ノ校 助 教 授
招 へ い 期 間 昭 和61年11月29日 ～12月13日
研 究 課 題 東 南 極 大 陸 の 先 カ ン プ リア 時 代 岩 石 の 研 究
(3)そ の他の外国人研究者
ビクター ・ザ ゴロノブ氏(Vlktor　 Zagorodnov)
日本学術振興会外国人招へい研究者
所 属 ソ連科学アカデ ミー地理研究所
招へい期間 昭和61年1月22日 ～4月10日
研 究 課 題 氷床 コア解析に基づ く環境復元の方法に関する研究
(4)外 国人来訪者
4月3目 張 昊(Mr .　Chang,　 H,　 韓 国 全 北 大 学 助 教 授)







Dr.　NUNN,　 D　 (英 サ ザ ン プ トン大 学 工 学 部 講 師)
Dr　 SINHA,　 N,　(カ ナ ダ科 学 院 建 築 研 究 部)
Mr.　BLESEL,　 J,　(オ ー ス トラ リア 南 極 局 長)
Mr　 FELLOUS,J　 (仏 国 立 空 間 研 究 所)
Dr.　DOYLE、 　J　(ア ラ ヌ、力大 学 水 産 問 題 研 究 部 教 授)

















Dr.　BEHRENDT,　 J.　(米 地 質 調 査 所 研 究 員)
孝　(Dr.　Hyo　 Cho1,　 韓 国 海 洋 研 究 所 研 究 員)
Mr.　JAYATILEKE,　 S.　(ス リ ラ ン カ産 業 科 学 研 究 所 研 究 員,秋 田大 学 大 学 院 学 生)
Dr.　DECLEIR,　 H　 (ブ ラ ッ セ ル 自由 大 学 教 授)
Dr.　GLAUCO,　 T.(イ タ リ ア 大 気 物 理 研 究 所 研 究 員,日 本 学 術 振 興 会 招 へ い 研 究 者)
董 兆 乾(Mr.　 Dong　 Zhacqlan,　 中 国 極 地 研 究 所 長)
秋 雲(Ms.　 Liu　Qluxla,　 華 東 建 築 設 計 院)
惜 春(Mr　 Sun　 Wushou,　 〃　 )
潤 卿(Mr　 Fan　 Runqin,　 海 水 淡 化 研 究 所,中 国 極 地 研 究 所)
Dr.　BRANAGA,　 D.　(シ ドニ ー 大 学 助 教 授)
Dr.　OHMURA,　 A.　 (ス イ ス地 理 研 究 所 研 究 員)
張 振 瑞(Mr.　 Zhang　 Zhenrui,　 国 営 扮 西 機 器 所)
常 振 炎(Mr.　 Chang　 Zhenyan,　 中 国 科 学 院 電 工 研 究 所)
王 希 伯(Mr.　 Wang　 Xibo,中 国 気 動 力 研 究 発 展 セ ン ター)
Dr.　RAMANATHA,　 V　 (米 国 立 高 層 研 究 セ ン タ ー 主 任 研 究 官)
8月19日 ～8月21日
　 　 　　 　　 Dr.　RASCHKE,　 E.
　　　　　 　　Dr.　SCHIFFER,　 R.
　 　 　 　 　 Dr,ROSSOW,W.
　 　 　　 　　 Dr.　ARKING,　 A
　 　　　　　 　Dr.　GERSTL,　 S.
　 　 　 　 　 Mr.　EBERT,　 E.
8月24日 　　 Dr.　BUCKERIDGE,　 J
8月27日 　 　 Dr.　EITTREIM,　 S.












楊 俊 文(Mr.　 Yan　 Jun　wan,　 中 国 科 学 院 空 間 物 理 研 究 所 副 所 長)
光 全(Mr.　 Xlao　 Guang　 qlan,　 同 研 究 所)
朱 邦 耀(Mr.　 Zhu　 Gang　 yan,　 同 研 究 所)
漏 康 令(Mr.　 Feng　 Kang　 Iing,　 同 研 究 所)
陳 金 城(Mr.　 Chen　 Jln　cheng,　 同 研 究 所)
劉 笑 覧(Mr.　 Llu　XiaO　jue,　 同 研 究 所)
孫 慶 錫(Mr.　 Shon　 Kyong　 sok,　 韓 国 成 均 館 大 学 校 教 授)
衛 星 観 測 に よ る極 域 の 雲 に 関 す る ワ ー ク シ ョ ッ プ 出 席 者
(ケ ル ン 大 学 教 授)
(米 航 空 宇 宙 局 研 究 員)
(同 研 究 員)
(同 研 究 員)
(ロ ス ・ア ラ モ ズ 国 立 研 究 所)
(ウ ィ ス コ ン シ ン大 学 研 究 員)
(カ リ ン ト ン工 科 大 学 研 究 員)
(米 地 質 調 査 所 副 部 長)
(同 研 究 員)
Dr.　SEPPELT,　 R.　(オ ー ス トラ リア 南 極 局 研 究ii)
Dr.　OLIVER,　 R.　(ア デ レー ド大 学 講 師)
李 国 慶(Mr.　 Ll　Gou　 qing,　 中 日 科 学 院 大気 物 理 研 究 所 研 究 員)
丁 学 泉(Mr.　 Dlng　 Xue　 quan,　 中 国 大 使 館 二 等 書 記 官)
延 釧(Mr.　 Yin　Yan　 zhao,　 同)
Dr.　VANZANI,　 V.　 (伊 バ トバ 大 学 ガ リレ オ ガ リレ イ物 理 研 究 所 教 授)
林 同 駿(Mr.　 Lin　Tong　 ji,　中 国 科 学 院 力 学 研 究 所 教 授,前 所 長)
石 魔 王(Mr,　 Shi　Guang,　 中 国 科 学 院 大 気 物 理 研 究 所 研 究 員)
Dr　 MATHISEN,O　 (ア ラ ス カ 大 学 ジ.・一ノ ー 校 教 授)
Dr.　DOYLE,　 J.　(ア ラ ス カ大 学 水 産 問 題 研 究 部 教 授)
Dr,　KYLE,　 P.　(ニ ュ ー メ キ ン コ工 科 大 学 准 教 授)第7回 南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウ ム 出
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10月11日 　 　 Dr.　DITAHL,　 M　 (ネ パ ー ル ト リブ バ ン大 学 講 師)
10月13日 ～10月17日 　 　 Ms.NUNN,C.(タス マ ニ ア 大 学 研 究 員)
10月17日 　　 Dr.　O'ROURKE,P　 (ア ラ ス カ大 学 長)
Dr.　AKASOFU,　 S.　(ア ラ ス カ 大 学 地 球 物 理 研 究 所 長)
10月20日 ～10月22日 　 　 Dr.　TURNER,　 J　 (英 国 南 極 調 査 所 研 究 室 長)
10月23日 ～10月25日 　 　 Dr　 RICHMON、A　 (米 国 立 高 層 研 究 セ ン ター)
10月24日 　 　 Dr　 AIKIN、A　 (米 航 空 宇 宙 局 ゴ ダー ド宇 宙 飛 行 セ ン タ ー 主 任 研 究 官)
11月15日 　　 Dr.　DOYLE,　 J.　(ア ラ ス カ 大 学 水 産 問 題 研 究 部 教 授)
11月26日 ～11月29日 　　 Dr　 ROEDERER,　 J,　(ア ラ ス カ大 学 地 球 物 理 研 究 所 教 授,前 所 長)
11月27日 　 　 Dr　 FOLDVIK,A　 (ベ ル ゲ ン大 学 教 授)
12月1日 ～12月5日 　 　 Dr.　MEHLUM,　 F.(ノ ル ウ ェ ー 極 地 研 究 所 研 究 員)第9回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム 出
席 者
12月2日 ～12月5日 　　 Dr.　ISEKI,　 K.　 (カ ナ ダ 海 洋 科 学 研 究 所 研 究 員)〃
12月2日 　　 Dr,　EGELAND,　 A　 (オ ス ロ大 学 理 学 部 教 授)
12月3日 ～12月5日 　 　 Mr.　PAUL,　 A.(ア ラ ス カ 大 学 セ ワ ー ド臨 海 実 験 所 研 究 助 手)第9回 極 域 生 物 シ ン
ポ ジ ウ ム 出 席 者
12月6日 ～12月15日 　 　 Dr.　KRUEGER,　 A.　 (米 航 空 宇 宙 局 ゴ ダ ー ド宇 宙 飛 行 セ ン ター 研 究 員)
12月8日 ～12月13日 　 　 Dr　 FARMAN,　 J.　(英 国 南 極 調 査 所 研 究 員)〃
12月8日 崔 孝　(Dr　 Hyo　 Choi,　 韓 国 海 洋 研 究 所 研 究 員)
12月22日 ～12月26日 　 　 Mr.　JONSSON,K　 (ア イ ス ラ ン ド電 力 エ ネ ル ギ ー 研 究 所 研 究 員)
1月10日 ～1月15日 　 　 Dr　 SHRESTHA,　 M.(ハ ワ イ大 学 助 手)
1月21日 　 　 Mr,　 LAMPEN,　 M,　 (ド イ ツ ドル ニ エ 会 社 研 究 員)
2月4目 張 文 敬(Mr.　 Zhang　 Wenjlng,中 国 科 学 院 蘭 州 氷 河 練 士 研 究 所 研 究 員)
2月12日 ～2月20日 　 　 Dr　 SOUTHWOOD,　 D.　(ロ ン ドブ ラ ケ ッ ト研 究 所 教 授)
2月13日 ～2月15日
Dr.　ZOTIKOV,　 1,　(ソ 連 科 学 ア カ デ ミー 地 理 学 研 究 所 主 任 研 究 員)
Mr,　GLAZOVSKY,　 A.　(同 研 究 員)
.王 偉 麗(Mrs,　 Wallg　 Welll,中 国 科 学 院 蘭 州 氷 河 練 士 研 究 所 技 官)
2月18日 　 　 Mr.　FERRI,　 S,　(イ タ リア 大 使 館 武 官)







Mr.　BATT,N　 (オ ー ヌ、ト ラ リア 下 院 議 員)
Mr.WILD,A.(同秘 書)
Ms.　 RICHARDS,　 P　 (オ ー ス トラ リア 大 使 館 員)
金 永 植(Mr　 Kim　 Young-Sik,　 韓 国 科 学 技 術 院 東 京 連 絡 事 務 所 長)
Dr　 EVANS,D　 (国 立 海 洋 大 気 局 研 究 員)
















































教 授(客 員)超 高層物理学
助 教 授(客 員)超 高層物理学
(気水圏遠隔観測研究部門)
助 教 授(客 員)大 気物理学
助 教 授(客 員)雪 氷学
(雪氷学研究部門)
教 授 雪氷学





助 教 授 地震学




教 授(客 員)火 山学
助 教 授(客 員)地 質学
(阻石研究部門)
教 授(客 員)宇 宙物理学
助 教 授(客 員)陽 石学
(生理生態学研究部門)
助 教 授 低温生理学







教 授(客 員)植 物分類学
助 教 授(客 員)海 洋生態学
(極地設営工学研究部門)
教 授(客 員)土 木工学





助 教 授 植物分類学
(非生物系資料部門)
助 教 授 雪氷物理学
助 手 岩石磁気学
(オーロラ資料部門)
助 教 授 磁気圏物理学
(陽石資料部門)
助 教 授 地質学
(データ解析資料部門)





































































































助教授 白 石 和 行(前 回部門助手)
助 手 門 倉 昭(前 東京大学大学院生)
教 授 岩 月 善之助(広 島大学教授)
菊 地 健(前 東京農工大学施設課)
吉 田 宏 男(筑 波大学研究協 力部長)
大 川 仁(管 理部長)
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